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午前０時の恋人契約










秘密の契約




　壁にかけられた時計が音をたて、十四時を知らせた。

　雲ひとつない青空に優しく吹く風が気持ちいい、五月の日曜日。

　真っ白な壁とガラス張りの大きな窓、高い天井に輝く立派なシャンデリアがなんとも豪華で美しい。そんな高級感溢あふれる応接室内はまるで一流ホテルの一室のようで、どこか緊張感が漂っている。

　そういった空気に不慣れな私は、三十帖はある室内の真ん中に置かれた白い革張りのソファーに、小動物のように縮こまって座っていた。

「市いち原はらすみれさんね。二十七歳、会社員、独身で現在恋人はなし……」

　そんな私と向かい合って腰かけ、書類を見ながら話すのは、真っ白なファンデーションに真っ赤な口紅が印象的な、五十代くらいの女性。胸まである茶色い髪を大きくカールさせ、真っ赤なジャケットに身を包んだその人は、大きな宝石がついた指輪を光らせている。

　あぁ、どうしよう。来てしまった。

　不安と緊張だけが、ただただ頭を埋め尽くす私の心をよそに、女性はマスカラとアイシャドウが濃く塗られた目を細め、にこりと微ほほ笑えんだ。

「改めまして、レンタル彼氏の店、『miミ amorアモール』へようこそ」

　そう、本日私は……彼氏をレンタルしに、やってまいりました。

　そもそも、なぜこんなことになったのか。全ては今から三日ほど前にさかのぼる。




　＊　＊　＊




「全店売れ筋リスト上がりましたー」

「昨日の件、店舗全店に連絡回したか？」

「おーい、営業の田た辺なべどこだ！　電話きてるぞー！」

　始業時刻の朝九時を過ぎた途端、オフィスはいつも、一気に慌ただしくなる。

　それはその日も同様で、私が勤める会社のフロア内はバタバタと忙せわしなく人が動き回り、あれこれと声が飛び交っていた。

『株式会社ファインドラッグ』は、従業員総数二千名を超える、首都圏を中心に全国に五百以上の店舗を持つドラッグストアだ。その本社は、新しん橋ばし駅から徒歩五分ほどの場所にある十階建てのビルで、私はそこで商品企画課の事務員として働いている。

　広いオフィスは部署ごとにパーテーションで区切られており、一番奥にある商品企画課は十台のデスクを向かい合わせ、二十名分でひとつの島を作っている。

「市原さーん、この仕事急ぎでお願い！」

「あっ、はいっ」

　私は先輩女性社員のもとまで行き書類を受け取ると、端にある壁際の自分のデスクに戻るためフロアを歩く。その時なにげなく目に入ったのは、書庫の引き戸のガラスに映った自分の顔。

　特別パッチリしているわけではない二ふた重えの目に、低い鼻と厚みのない唇くちびる……とパッとしない顔立ちだ。もともと肌が弱いこともあり、ファンデーションを薄く塗り、眉毛を描くくらいしか化粧をしていないため、華やかさは一切ない。そのうえ、ただ長いだけの黒髪が一層暗い雰囲気を際立たせている。

　そんな自分の顔をまじまじと見ることはやめて席に着き、早速仕事に取りかかった。

　素朴な容姿と、白いトップスに紺色のカーディガンという色味のない服装。それに加え、一五六センチという平均的な身長で痩やせた身体の私は、いたって普通、むしろ地味な会社員だ。でも、地味な私は地味なりに毎日平和に過ごしている。……多少、問題はあれど。

「市原さーん、今暇～？」

　女性社員に少し離れた背後から声をかけられ振り向くと、同じ歳だけれど私よりあとから入社してきた、営業部に所属する越こし谷がやさんがいた。

　私に近づいてくる彼女は、パッチリとした大きな目に高い鼻、と濃い化粧が似合う綺き麗れいな顔をしている。おまけにスタイルもよく流行に敏感でオシャレなため、明るくて派手な格好をしていることが多い。

　そんな越谷さんは、見た目も中身も私とは正反対の存在だ。

　茶色いショートカットの毛先を揺らすその表情は、自信ありげに笑っている。

　……来た。

　心の中では嫌だと思いながらも現実では逃げることなどできず、私は席に座ったまま、デスクの横に立つ彼女を見上げた。

「ど、どうかしましたか？」

　笑顔を作って問いかけながら見た越谷さんの手元には、バインダーやカタログなどが数冊ある。それだけで、聞くまでもなく用件を察することができて、顔が歪ゆがみそうになるのをぐっとこらえた。

「ちょっと頼みたい仕事があってさぁ。あ、ちょうど暇そうだね～、よかったよかった！　じゃ、これお願ーい」

　今まさに仕事に取りかかろうとしている私に甘えた声で言うと、一方的に話を進め、手にしていたそれらを私のデスクにドカッと置く。

「えっ!?　いえ、私、今……」

　あまりにも勝手なその態度に、さすがに大きな声が出る。

　けれどこちらの返事など、そもそも聞く気はないのだろう。『私、今からこの仕事をやらなくちゃいけなくて』と言おうとした私の言葉を半分も聞くことなく、越谷さんは足取り軽く、パーテーションの向こうにある営業部へと戻っていった。

　それと入れ替わるように、一部始終を見ていた先輩がこちらへ駆け寄り、声をかけてくれる。

「市原さん、大丈夫？　手伝おうか？」

　きっと心配からの言葉なのだろう。嬉しい、頼りたい、そんな気持ちもあるものの、また笑顔を作って首を横に振った。

「あ……いえ、大丈夫です。私が頼まれた仕事ですから」

「そう？　ならいいけど……越谷さんも困った人だよねぇ」

　周囲に聞こえてしまわないように小声で言う。私はその言葉に苦笑いを見せ、同意も否定もできずに曖昧な反応をした。

　先輩が私のデスクをあとにし、置き去りにされた越谷さんの仕事を見た途端、つい口から小さな溜息が漏もれた。

「……はぁ」

　もともと営業部の事務員だった私の商品企画課への異動に伴い、代わりに配属されたのが越谷さんだ。聞いた話によると、彼女はうちの会社の常務の娘さんで、縁故採用されたらしい。それ故に、自由気ままなところが多くても、皆強く注意することができない。

　そんな彼女にとって私はなにかと都合がいい人間らしく、引き継ぎ後も『仕事がわからない』と言われてサポートをしているうちに、いつしかこうして彼女の仕事をやらされるようになってしまった。

　堂々と押しつける彼女も彼女だけれど、断れない私も私だ。おかげで今日も、自分の仕事と越谷さんの仕事で手一杯になっている。

「おい市原」

「わっ、あっ、はい！」

　続いて、室内によく通る低く厳しい声に名前を呼ばれた。

　ビクッと飛び上がり、声がしたほうを見ると、フロアの入口からこちらへ歩いてくる姿がひとつあった。

　……うぅ、こちらも来た。

　ブルブルと震えながら見上げれば、私のデスクの真横で足を止めた彼の鋭い視線は、手元の書類から私へと移された。

「先月の販促企画の結果、全店から届いてるから、それをまとめておくように。定時の十八時までに」

「えっ!?　で、でも今……」

〝十八時まで〟という無理のある指示をされ、せめてもう少し時間をもらえないか頼もうとした私の言葉を遮さえぎるように、その目はジロッとこちらを見る。

「自分の仕事だけなら十分手は余ってるはずだ。それとも、なにか他に仕事でもあるのか？」

　うっ……。

　言っていることが正しいうえに厳しくきつい言い方をされたら、『人の仕事をやらなくてはなりません』とはとても言えない。

　私はぐっと言葉をこらえ、「いえ……」と返事をしてうなだれる。そんな私を気に留めることもなく、彼は私のデスクとは真逆の位置にある、向かい合った列の一番端の自分のデスクへと戻っていった。

　彼は岬みさき 貴たか人と、三十歳。この課の課長を務める私の上司。

　シャープな輪郭の中に凛り々りしい瞳と小さめの口、筋の通った高めの鼻がバランスよく並んでいる。彫の深い綺麗な顔をした彼は、少し長めの黒い髪を右で分けていて爽さわやかな雰囲気だ。細身の紺色のスーツも、私より二十センチ以上背の高い身体によく似合っている。

　けれど、その〝かっこいい〟という印象を消してしまうくらい、彼は厳しい。

　いつでも冷静沈着で、ズバズバと意見を述べる。それは上司、部下、先輩後輩、誰に対してもそうだ。それでも男女ともに皆から信頼され人望があるのは、仕事できちんと結果を出しているからだろう。彼が目をつけ企画として打ち出した商品は、必ずと言っていいほど売れる。そのため、うちの会社のほとんどの課長が四十代にもかかわらず、彼は三十歳という若さでその立場にいる。

　だけど、叱しかる時はもちろん褒ほめる時さえも笑顔ひとつないため……私にとって彼は、いつも淡々ときついことを言う、怖い存在だ。

　仕事を押しつける同僚と怖い上司を除けば、平凡な私の毎日。どちらももう少し自分がしっかりすれば済む話かもしれない。でも、仕事を断って相手の機嫌を損ねるのも、上司に噛かみついて会社にいづらくなるのも、嫌だ。

「……はぁ」

　一層深い溜息は出るけれど、頑張ろう。

　そう気合いを入れて仕事に取りかかろうとした時、机の上に置いてあるスマートフォンがヴーと小さく震えた。

　メール……？

　誰だろう、とすぐスマートフォンを手に取り、画面を操作してメールを開く。すると、そこには『送信者：お父さん』の文字が表示された。

　本文を見ると、【今夜時間あるか？　久しぶりに食事しよう】という突然のお誘いだった。常に忙しい人だから、急きゅう遽きょ時間ができたのだろう。お父さんからの連絡は、いつもこうしていきなりだ。

【いいよ。少し残業になるかもしれないけど】

　画面をタップしてメールを送り、スマートフォンをデスクの中にしまう。

　父の名は、園その崎さき大だい吾ご。私が六歳の時に離婚し、私は母に引き取られたため名字が違う。そのあと、わけあって母のもとを離れて父と暮らすことになったけれど、あまり一緒に過ごした記憶はない。彼は『ネクサス・ティーン』という、大手インテリア会社の社長を務めているため、国内外問わず出張ばかりであまり家にいなかったのだ。

　父の会社は、自社オリジナルのインテリアの製造販売からルームデザインまで手がけ、千三百名ほどの社員を持つ有名企業だ。でも私は父のコネを使いたくなかったので、インテリア業界とは無関係の今の会社に入社した。自立したいという気持ちもあり、就職を機にひとり暮らしも始めた。

　当初は、離れて暮らすうちに父と段々疎遠になってしまうかも、と思った。けれどそんな心配もつかの間、父のほうが寂しくなってしまったらしく、こうして時間ができる度に食事に誘ってくるのだ。いつも急に連絡がくるので戸惑うけれど、こうやって私のことを気にかけてくれるのは、この歳になっても嬉しい。

　夜に約束が入ったのなら尚更遅くまで残業できない。私は気合いを入れて仕事に取りかかった。




　やっとの思いで仕事を終えた二十時、私がやってきたのは父から指定された銀ぎん座ざにある和食料理の店だった。しゃぶしゃぶが有名だと、以前テレビで紹介されているのを見たことがある。

　黒とゴールドを基調としたシックな内装と、それをほんのり照らすオレンジ色の間接照明から、格式の高さが窺うかがえる。

　店員さんに一番奥の個室に案内された私は、ガラッと引き戸を開けた。

「お父さん、お待たせ……ってまたそんなに飲んでる」

　掘りごたつの形をした席で、私を待ちわびていた父が早くも日本酒の瓶を半分近く空あけていた。

「おぉ、すみれ！　久しぶりだな！」

　背の高い白髪交じりの父は「よっ」と右手を上げて私を出迎えた。目元に深いシワを寄せて「はっはっは」と豪快に笑う姿は、私が幼い頃から変わらない。

「遅かったな、残業か？」

「うん、ちょっと今日の分の仕事が溜たまってて」

　答えながら靴を脱ぎ、座敷に上がると、父の向かいの席に腰を下ろす。

「そうかそうか、忙しいのはいいことだぞ！　暇より楽しい！」

　父は笑顔で言いきると、日本酒をぐいっと飲み、空になったグラスに自らおかわりを注ぐ。

　楽しいって……こっちの気も知らないで。

　もともと仕事好きで、『働くのが趣味』とよく言っている父らしい言葉に、苦笑いがこぼれる。

　カーディガンの袖をまくり、用意されていたおしぼりで手を拭ふいていると、店員さんが次々に肉や野菜などしゃぶしゃぶの具材を運んできた。

「ところで、お前今いくつになる？」

　着席して早々、お酒の入ったグラスを片手に持った父から唐突に問いかけられる。その真剣な声を不思議に思い、肉から父へ視線を移すと、表情は目を細めたままの笑顔だった。

「いくつって……歳のこと？　二十七だよ」

「そうか、二十七だったか。娘の成長は早いものだなぁ。いやぁ、この前うちの社員が社内恋愛で結婚してな。そういえば、お前もそろそろそんな年頃だなと思ったりして……」

　うんうんと語りだす父の話を聞きながら、私はテーブルの上の鍋にサッと肉をくぐらせ、タレをつけて食べる。

　うん、柔らかくて美お味いしい。ポン酢もあっさりで好きだけど、やっぱゴマだれが一番かな。

「ってすみれ、お父さんの話聞いてるかい？」

「うん。それで、つまり？」

　回りくどい言い方で長くなりそうだったため率直に問うと、お父さんは「うーん」と少し考えてから、言いづらそうに口を開いた。

「……お前、結婚はしないのか？」

「へ？」

　結婚？

　これまで触れられたことのない予想外の話題を出され、ぽかんと口を開けながら目を丸くして父を見る。

　あまりの驚きに、箸はしでつまんでいた肉が手元の器にべちゃっと落ち、その音でようやく我に返った。

「なに？　いきなり……結婚だなんて」

　その言葉の理由を尋ねるために『結婚』と発した瞬間、自然と眉間にシワが寄る。

「いや、二十七歳なら、もうそういう話が出てもいいだろう？　今まであえて口にはしなかったが、実は父さんも気にしていたというか、心配していたというか……」

　父は遠慮がちにごにょごにょと言いながら、渋い顔で目を伏せた。

　さすがにそんな話題の中、食事をする気にはなれず、私は器と箸をテーブルに置く。

「うーん……まぁ、予定はない、かな。この先する気も特にないよ」

　正直に述べた自分の気持ちは、嘘うそ偽りのないもの。だからこそ少し心苦しくて、視線を父から手元のグラスへと移した。

「お母さんのことがあったから気乗りしないのはわかるが……だけどな、お父さんとしては、すみれに一生ひとりでいてほしくないんだ。誰かと家庭を築く幸せを知ってほしい」

　やや沈んだ声でそう言ってから「バツイチが言うのも説得力がないけどな」と笑ってつけ足した。顔を見なくても、父が悲しげな笑顔を浮かべていることが想像できる。

　結婚をしたくないということは、親に花嫁姿も孫も見せられないということだ。娘としてはやはり申し訳ない気持ちになってしまう。

　そう、だよね。この歳になれば私の友達だって、結婚したり子供がいたり、彼氏と同棲していたりする人もいる。そんな中、結婚の予定もこの先する気もないと言われては、父親としては悲しいだろう。

　……でも、結婚したくないんだもん。仕方ないよね。だって私にはそもそも、誰かを好きになる勇気がないんだから。

「……だが、お前自身にそういう気持ちがないのなら、どうしようもないよな」

　肩を落としながらも納得するように頷うなずき、父はグラスをテーブルに置いた。その寂しげな姿に、心の奥がきゅっと締めつけられる気がした。

「うん、ごめんね、お父さん。私……」

　胸の苦しさをこらえるように、手元のスカートを強く握り、言葉を続けようとする。

「とはいえ諦められるわけもないから、実はお前がそう言うと思って、見合い話を持ってきたんだ」

　パッと顔を上げて笑顔で告げられたのは思いもよらない言葉で、私は驚きのあまり固まってしまう。

「へ……？」

　お、お見合い!?

　いきなりなにを言いだすかと思えば、父は隣に置いてあった黒い鞄かばんからなにかを取り出し、鍋の横にどさりと積み上げた。

　それは数十枚はあろうかという茶封筒で、そのうちのひとつを手に取り、恐る恐る中身を見る。そこにはスーツを着た同じ歳くらいの男性の写真があり、名前や学歴、趣味などがつらつらと書いてあった。

　こ、これは……俗に言う、お見合い写真というやつでは。

　それをそっとしまい、また封筒の山へと重ねる。

「どうだ？　すみれ。取引先や友人、果てはうちの社員にまで声をかけて、そこから選りすぐったいい男たちだ！　書類選考から始めてもよし、全員と会ってみてもよし！」

「よし、と言われても……」

　自信満々に胸を張られ、自分の顔が引きつるのを感じた。

　ど、どうしよう……一度決めたらこちらの意見など聞かない人だ。こうなったら、きっと余程のことがない限り止まらない。

　このまま誰かしらとお見合いをさせられて、数度食事をしてしまったら最後。相手とお父さんに迫られたら、私の性格上断れずに丸め込まれてしまいかねない。

　それは困る。結婚なんて、したくない！　だけど、でも……どうしよう。断れそうないい理由ないかな。まだ仕事を頑張りたい、とか？　いや、『結婚してからもできる』って言われそう。独身を謳おう歌かしてる、とか？　いや、『そろそろいいだろう』と言われておしまいだ。ああもう、上う手まい言い訳が出てこない……！

　頭の中の焦あせりを表すように、冷や汗がたらりと背中を伝う。

　……あ！

　ふと名案を思いついた。すごく簡単で納得のいく理由。

「わっ私、彼氏がいるの！」

　狭い個室に、私の裏返りそうな声が響いた。それまで泳ぎっぱなしだった視線をしっかりと父に向けて言うと、父は目を丸くして首を傾かしげる。

「か……彼氏？」

「う、うん！　付き合って三ヶ月しか経ってないから、結婚とかはまだ全然わからないけど……彼に悪いから、お見合いとかはできないっていうか」

　実際は頬ほおを伝う冷や汗を拭ぬぐっているのだけれど、恥ずかしさで赤らむ頬を押さえるような素振りで「だから、その、ね」と説得をする。

　そう、先ほど私は『その気はない』とは言ったけれど、『相手がいない』とは言っていない。まぁ、実際には当然相手もいないけど……。でもこれならさすがのお父さんも、無理にお見合いをさせようとはしないはずだ。

「そうだったのか……それなら早く言いなさい。さすがに彼氏がいるのにお見合いなんてさせられないだろう」

　案の定、父は納得した様子で、テーブルの上に置いた封筒を鞄の中にしまい始める。

　予想通りに会話が運んでいき、安心感から笑みがこぼれた。

「あ、あはは……ごめんね。恥ずかしくてなかなか言えなくて」

　ふぅ、とりあえずこれでお見合いは回避できた。当分はこの嘘で乗りきっていくしかないかな。自分の親に嘘をつくなんて心苦しいけど……これ以外に方法はなかったよね。

　そう自分に言い聞かせ、動揺を誤ご魔ま化かすために食事を再開させようと箸を持つ。

「じゃあ、今度その彼と会わせなさい」

　けれど、ほっとしたのもつかの間、父が放ったひと言で、箸を持ったまま手がぴたっと止まった。

「へ？　あ、会わせなさいなんて、そんな、いいよ別に」

　必死に笑顔を作って断ろうとするものの、父は『よくない！』とでも言うように、両手でバンッとテーブルを叩たたき、眉をつり上げる。

「なにを言ってるんだ。すみれは大事な大事なひとり娘だぞ！　その彼氏がどんな相手なのか、向こうは結婚についてどう考えているのか、お父さんにも知る権利はあるだろう！」

　あぁ、どうしよう。

　ここにきて会うのを頑なに拒めば怪しまれてしまう。けど、会わせたくても実在しない人を会わせることなんてできない。でも今更『嘘でした』なんて言うのは、もっと無理……！

「そうだな……じゃあ、二週間後くらいにでも食事会をしよう！　詳しい日取りはまた連絡するから！」

　父は脇に置いてあった鞄から手帳を取り出し、メモをしながら一方的に話を進めてしまう。

「え!?　あ、えーと……」

「ん？　なにかダメな理由でもあるのか？」

　はっきりと返事をしない私の顔を、父は怪しむようにじっと見る。

　ダメな理由でも、というかダメな理由しかない……。だけど、言えない……！

「う、ううん、全然！　わー、楽しみだけど緊張しちゃうな～……」

　全く笑えていない顔で必死に明るく言う私の気持ちなどつゆ知らず、父は「あぁ、楽しみだな！」と豪快に笑った。

　あぁもう、どうしよう。全身から嫌な汗が止まらない。

　どう動いても逃げ場はない。絶体絶命とは、こういうことを言うのだろうか。




「あーもう、どうしよー!!」

　食事を終え帰宅した私は、ひとり頭を抱え、叫びながらベッドへと飛び込んだ。西にし馬ま込ごめの駅から徒歩三分の場所にある、小さなアパートのワンルームに、自分の情けない声だけが響く。

　どうしよう。どうしよう、どうしよう、どうしよう。

　彼氏なんていないし、今すぐ作れるわけもない。彼氏役を頼めるような友達もいない。そもそも私には、七年ほど前に一度恋人がいたことがあるだけで、異性に縁も免疫もほとんどない。けど、どうにかしなきゃまずい……！

　出会い系サイトとかで探してみる？　ううん、万が一を想像すると怖すぎる。友達にお願いして合コンをセッティングしてもらう？　無理だ、打ち解けられる自信がない。それに『彼氏のフリをして父に会ってください』なんて言ったら絶対引かれるよね……。

　あぁもう私、どうしてあんな嘘を！　いや、ああでも言わなきゃ乗りきれなかったけどさ。必要な時だけ彼氏役って割り切ってくれて、終わったらすぐ他人になれるような人いないかな……。

　縋すがるような気持ちで、寝転がったまま鞄からスマートフォンを取り出し、なにかヒントはないだろうかと『彼氏役　割り切り』と検索をかける。すると、画面にいくつかの検索結果が表示され、その中に『レンタル彼氏』という文字があった。

「レンタル彼氏……？」

　って、なに？

　疑問に思いながらそのサイトへ飛び、説明を読む。

「なになに……『レンタル彼氏とは、本物の彼氏のようにあなたにドキドキやワクワク、癒しや幸せを与えてくれる存在です』」

　つまりＤＶＤなどをレンタルするのと同じように、お金を払って〝彼氏〟をレンタルして、まるで本物の恋人のように過ごすことができるサービス。ということは、頼めばその期間だけ私の彼氏役を演じてくれる。お父さんにも会ってくれる。

「これだ……!!」

　願ったり叶ったりの存在を見つけた私は、スマートフォンを両手で掴つかみ、期待に目を輝かせた。

　そうだ、こうなったらお金を払ってプロに任せるべきだ。幸いちょっとは貯金もあるし、今回のピンチを乗り越えられるのなら多少の出費も痛くない。そうと決まれば即実行だ。

　私の会社は、土曜は交代で隔週休み。だけど他の社員の都合で私は今週も来週も仕事があるため、日曜日に店に行って話を聞いてくることに決めた。

　改めて『レンタル彼氏』というキーワードで検索をかけると、意外と沢山の店がヒットした。

　おお、こんなにいっぱい……！　怖いから、お店選びも慎重にしないと。

　知らなかった世界と出会い、大きな不安と少しの期待にドキドキしてしまう。

　なんていったって、見ず知らずのレンタル彼氏という存在に、今後の私の人生がかかっているのだから。




　そして、迎えた日曜日の午後。よく晴れた空の下、渋しぶ谷やの片隅にある六階建ての細いガラス張りのビルの前に、私は立っていた。

「えーと……名前は確か『mi amor』。ここの五階かぁ」

　沢山あるレンタル彼氏の会社の中から、一番評判がよく、料金も安すぎず高すぎないという理由でこの店に決めた。どこも電話やネットでの予約がほとんどだったけれど、『直接ご来店いただけます』と書いてあり、きちんとオフィスを構えている、という安心感も決め手のひとつになった。

　勢いで来ちゃったけど、大丈夫かな。中に入ったら最後、高額な美顔器や絵画を買うまで出られないとかないよね？　大丈夫だよね？　予約不要とあったけど、念のため連絡してから来るべきだったかな？　あぁ、ますます不安になってきた……。

　紺色のパンプスを履はいた足は怖気づき、帰ろうとしてしまう。

　けど、今逃げたらまた来るのにもっと勇気が必要になるだろうし……行け、私！　行くんだ！

　深呼吸をして、建物の中へと足を踏み入れた私は、入ってすぐの真正面にあったエレベーターに乗り五階へと向かった。ポンと音が鳴るのと同時にドアが開き、そっと降りると、もう逃げ場はないと言わんばかりにエレベーターはドアを閉めて下りていってしまった。

　目の前の白いドアには『mi amor』と書かれたプレートが飾られている。

　ここだ……。お店の人が親切でありますように。怖かったり胡う散さんくさかったりしませんように。

　祈る気持ちでドアへ向かい歩きだそうとした、その時。ガチャッとそのドアが開き、中から女性が出てきた。

　茶色い髪を大きくカールさせ、真っ赤なジャケットとミニスカートを身にまとい、ヒョウ柄のハイヒールを履いている。その姿は、まさしく〝ゴージャス〟という表現が一番しっくりくると思った。

　お客さん、かな？　それとも……。

「だーかーらぁ！　直接来いって言ったでしょ!?」

「わっ!?」

　考えを巡らせていると、突然女性が大きな声を出し、ビクッとしてしまう。

　見れば、彼女はスマートフォンで誰かと通話しているらしく、その言葉遣いは荒々しい。

「面倒くさい!?　そもそもあんたが持ってきた依頼なんだから、資料くらい自分で取りに来なさいよ！　わかったわね!?　すぐ来なさい！」

　こ、怖い……！

　舌打ちをして電話を切る女性の剣幕にたじろぎ、思わず後ろに一歩下がってしまう。その足音で私の存在に気づいたらしく、彼女の目はこちらへと向いた。

「あら……お客様？」

「えっ!?　あっ、えっと」

「客なの？　客じゃないの？　どっちなの？」

　警戒されているのか、『はっきりしなさいよ』と詰め寄るような目つきと、冷たい言い方で女性に問いかけられる。

　その態度が、また怖い……！

「あ、あの！　かっかかか彼氏をレンタルしたいのですが!!」

　声を裏返しながらも勇気を出して言うと、それまで睨にらむような目をしていた女性は表情を一変させ、にこっと笑顔を見せた。

「あら、お客様ね！　いらっしゃいませ～！　中にどうぞ！」

　発した声も、これまた先ほどとは違う上機嫌な甘い声で、その豹変の仕方にも恐怖を覚えた。

「お、お邪魔します……」

　本当に、大丈夫かな。

　心の中は不安で溢れ、恐る恐るドアの向こうへと踏み込んだ。
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　……というわけで、現在。

　震える手で記入した申込書を読むこの女性とふたり、向かい合って座っているわけだけれど。

「あ、そうだ。名乗るの忘れてたわね。アタシは桐とう子こ。こう見えても、ここの社長よ」

「そ、そうなんですか……」

　まさかいきなり社長さんが応対してくれるとは……すごいお店だ。

〝社長〟という響きに余計緊張してしまい、揃そろえた膝の上の拳にぐっと力が入る。

「っていっても、この店は趣味みたいなもので、本業はエステ会社の経営だけどね。ここはその本社ビルのワンフロアなの」

　彼女が「ふふ」と笑いながら差し出した名刺は、金色の縁取りに蝶ちょうの絵柄、というキャバ嬢ばりに派手なもの。そこには『ビューティサロン　bellezzaべレッツァ　代表取締役　浅あさ田だ桐子』と書かれている。

『bellezza』といえば、日頃美容にはあまり気を遣わない私でも知っている、有名なエステサロンだ。その会社を経営する傍かたわらでこのレンタル彼氏の店もやっているということは、やり手の女社長といったところだろうか。

「気軽に〝桐子〟って呼んでね、市原さん」

　けれど、濃く長いまつ毛をパチッと動かしウィンクをしてみせる社長……もとい桐子さんは、肩書きを感じさせない親しみやすい雰囲気だ。

　その人柄に多少なりとも安心する一方で、先ほどの電話での態度は見てはいけない一面だったのかもしれないと思う。

　桐子さんは目の前のテーブルに置かれた、金色の模様があしらわれた高級そうなティーカップを手に取り、ローズティーをひと口飲んだ。

「さっきは恥ずかしい姿見せてごめんなさいねぇ。息子がいるんだけど、その子相手になるとどうも素になっちゃって」

　笑いながら溜息混じりに言う桐子さんに、私は苦笑いをしながら「い、いえ……」と返す。

　息子さんと話してたから、あんな感じだったんだ。そうだよね、家族相手なら多少言葉遣いが荒くなることもあるよね。怖い人じゃないよね、うん。

　そう自分に言い聞かせ、私も続くようにカップを手に取ると、湯気からローズの匂いがふわりと香った。

「改めて、今回は初めての利用ね。いろんな理由のお客様がいるけど、父親からのお見合い話を断るため、なんてまた珍しいわねぇ」

「は、はい。その当日のみでいいので……」

　桐子さんは、さっき私が個人情報などを記入した申込書を持ちながら笑う。

「オーケー、じゃあお貸ししましょう。そのお父さんと会う日はいつ？」

「十日後の、来週の水曜日です」

「十日後？　あら、ちょうどよかった。今キャンペーンやってるのよ！　よかったらそれを利用してみない？」

　両手をパン！と合わせた桐子さんは一度席を立つと、近くの白いキャビネットの中のクリアファイルを手に取り、再度向かいに座り直す。

「キャンペーン……ですか？」

　内容が見当もつかず首を傾げていると、彼女はクリアファイルからチラシを取り出しテーブルに置いた。そこには、『期間限定　十日間パックキャンペーン』と、でかでかと書かれている。

「十日間パック……？」

「えぇ。一日五時間の十日間、合計五十時間のレンタルで料金は三十時間分……つまりうちは一時間四千円だから、本来なら二十万円が十二万円っていうお得なプランなの」

　八万円も安くなるなんて確かにお得だ。でも彼氏が必要なのは一日のみなのに、十日間借りてもしょうがない。金額的にも安くないし。

　そんな気持ちから、「うーん」と渋ってしまう。

「当日だけ彼氏のフリもいいけど、折角なら、期間限定で恋人気分を味わってみるのもいいんじゃない？　特にあなた、ちょっと人見知りっぽいし。それなら毎日少しずつ会って、時間をかけて恋人らしさを出していったほうが、より確実に完璧な彼氏を演じられると思うの」

　笑顔で説明する桐子さんの話は、親しみやすさのせいか、ただお金のためだけのセールストークには聞こえない。むしろ、本当に私のためを思ってくれているように感じられて、自然と頷けてしまう。

「確かに、そう言われてみれば……」

　相手はプロだから上手いことやれるだろうけど、問題は私自身だ。男性に免疫のない私が、その日に会っていきなり恋人のフリなんてできるかどうかわからない。

　今後の人生がかかっている以上、お父さんの前で失敗するわけにはいかないし……念には念を入れて十日間にするべきかも。

「そう……ですね、なら、それで」

　首を縦に振った私を見て、桐子さんは書類にすらすらとメモを取った。

「じゃあこの十日間パックね。好みの顔や性格とかあれば考慮するわよ。異性のタイプとかある？」

「えーと……普通の方なら、どんな方でも」

　我ながら、無難でつまらない答えだと思う。でもお金を出す立場とはいえ、人を選ぶなんて私にはできないし、特別好みもないからこれしか答えようがない。

　そんな返答をされるとは思わなかったのだろう。途端に桐子さんの表情は戸惑いに満ちたものになる。

「あらあら、本当にいいの？　体型とか雰囲気とか、年上年下とかは？」

「特には……あ、年齢はおじいちゃんや子供だとさすがに父が驚くと思うので、それ以外で」

「そもそも、うちの男の子たちにおじいちゃんも子供もいないから、心配しなくても大丈夫よ……。でも本当に〝彼氏〟って存在だけをお求めなのね」

　口元にシワを寄せ、苦笑いをしながらこぼされたけれど、私は返す言葉がなく、誤魔化すように手にしていたカップをテーブルに置いた。

「ま、そこもまた人それぞれよね。明日からの利用で、十九時に新しん宿じゅく駅の東南口でいいかしら」

「あっ、はい」

「じゃあそれで。その時間に彼氏役の男の子も向かわせるわね。契約内容の詳細はこの紙に記載してあるから、よーく読んでちょうだい」

　話しながら、桐子さんは先ほどのチラシ同様に、手元のクリアファイルから取り出した紙をテーブルの上に差し出す。そこには『契約書』という少し重みのある言葉が書かれていた。

「その〝彼氏〟との十日間でなにがどう変わるか、楽しみねぇ」

　唇の端を上げ「ふふ」と笑う桐子さん。『なにがどう変わるか』というその言葉に、私は下を向くと、スカートをきゅっと握った。

「……変わらないと、思います。きっと、なにも」

　なにも変わらない。私には恋なんてできないから。たとえ仮の恋人相手だとしても、ときめく気持ちなど持てやしないから。

　下を向いたままでいると、桐子さんは突然『こっちを見て』と言うようにトントンと指でテーブルを小突く。なんだろうと顔を上げると、彼女はなにを思ってか不敵な笑みを浮かべていた。

「そんな言い方しないの。なにが起こるかわからないのが人生よ。そして何事にも挑んでみるのも、また人生。十日後あなたに会えるのを楽しみにしてる」

　なにが起こるかわからない。

　皆がそれぞれ人生に向き合い挑む中、いつも逃げてばかりの私は、十日後にはどうなっているだろうか。

　変わっていないだろう、どうせ私なんて。

　そう諦めたように思うのと同時に、もしかしたらという可能性も感じながら、契約書にそっとサインをした。










不安な始まり




　人をお金で借りるという行為に感じる、後ろめたい気持ち。こんなこと、自分には絶対縁のないことだと思っていた。

　だけど、人生がかかっているんです。私には私の、生きる道があるんです。

　たとえ、それがひとりきりの道で、『なんて寂しい道だ』と、誰かに笑われたとしても。




　桐子さんのもとを訪れ、契約を交わした日の翌日。月曜日の憂ゆう鬱うつさを払うようにせかせかと動く皆の中、私は今日もひとりパソコンに向かい、入力作業をこなしている。

　今日もいい天気だなぁ……。

　窓の外の青空に視線を移し、ずっと画面を見続けて疲れた目を少し休ませたあと、またパソコンに向かった。

「市原さーん、さっきメール送ったんだけど読んだ？」

　そう背後から声をかけてきたのは、商品発注担当の先輩男性社員。彼が指すメールとは、先ほど受け取った『昨年度の打ち出し企画の実施内容や結果をまとめたものを送ってほしい』という依頼のことだろう。商品企画課は売り場の企画から、それの結果報告までが仕事で、商品発注担当はその内容を参考に商品の仕入れを検討して、取引先と交渉をするという流れがある。

　けれど……急ぎとも書いていなかったし、まずは先にきた仕事を片づけてから順番に取りかかろうと思っていたのだ。

「あっ、はい。でもまだ他の仕事が忙しくて、手をつけられていなくて……」

　そう正直に答えた私に、彼は不服な顔をしてみせる。

「えー？　俺は手が空いてるうちに、その仕事さっさと片づけちゃいたかったのに」

　あ、まずい。機嫌が悪くなりそう。

　眉間に寄りかけたシワを見て、慌てて笑顔を繕つくろった。

「す、すみません、今すぐやっちゃいますね」

「え？　できるの？　忙しそうだけど」

　疑うように私のデスクに広がるやりかけの仕事を見られたため、急いでその書類やファイルを片づける。

「はい、今から取りかかれば、これくらいパパーッとできちゃいますから。そのあいだにお昼ご飯食べてきちゃってください」

　ちょうどあと五分で十二時になろうとしている壁のかけ時計を指差すと、彼は「それもそうだな」とたちまち顔をほころばせた。

「んじゃ、行ってくるわ。市原さん、頼むな」

「はい、任せてください」

　笑顔で首を縦に振ると、先輩は鼻歌を歌いながら去っていく。その後ろ姿が完全に見えなくなったことを確認して「はぁ」と溜息をひとつついた。

　あの先輩、少し思った通りに仕事が進まないだけで、すぐ苛いら立だつから大変なんだよね。

　指示する際の言葉は足りないし、自分のペースが最優先だから、こちらの都合など一切考えてはくれない。けれど怒らせるとよりやっかいなため、結局いつも、こうして愛想笑いで必死に乗りきっている。

　目立たないように、機嫌を損ねないように。私はへらへらと笑うだけ。それが一番無難だし、安全だ。

「市原さーん、これお願ーい」

　ひと息つく間もなく再び名前を呼ばれた瞬間、バサッとデスクに書類を置かれ、顔を上げる。そこには、大きなピアスを揺らしながら笑う越谷さんがいた。

　今日も、来た。しかもこの忙しい時に。

　うんざりして顔をしかめそうになるけれど、それを必死にこらえ、ぎこちない笑顔で彼女を見る。

「越谷さん……あの、今日は私も仕事が、あったりとか、して」

「私もいーっぱい仕事があって大変なんだよねぇ。だから、これだけは市原さんに頼んでもいいよね？」

　恐る恐る、精一杯の勇気で一度は断ろうとするものの、彼女は「ね」と手を合わせ、甘えるように眉尻を下げる。相変わらずその表情に申し訳なさなどは感じられない。

　けどここで引き下がってはいけない、と自分を叱しっ咤たし口を開く。

「で、でも……」

　少し渋った途端に、彼女の顔は不満を露にした。

「え？　人がこれだけ頼んでるのに、やってくれないとかありえなくない？」

　反論すらまともにさせてもらえず、越谷さんはまるでこちらが悪いかのような言い方をする。

　そんな彼女の態度に私は『できません』の言葉を呑のみ込んだ。

「わ……わかり、ました」

　そして弱々しく答え小さく頷くと、越谷さんは先ほどの先輩と同様、途端に表情をコロッと変えて笑顔になる。

「ありがとー。じゃ、よろしく～」

　彼女は手をひらひらとさせながらカツカツとヒールを鳴らして去っていった。周囲の人々は憐あわれむように私を見る。そんな視線にももう慣れたけれど、目の前に溜まった仕事の量を見てげんなりする。

　結局あれもこれも引き受けてしまい、全部自分でやるはめになってしまった。いつものことだし、断れない故の自業自得だけど……今日は残業できないのに。

　そう、今日はレンタル彼氏と会う初日だ。十九時に新宿駅ということは、遅くとも十八時半過ぎには会社を出なければならないため、当然残業なんてしている暇はない。お昼ご飯を食べる時間などないのはもちろんのこと、それでも間に合うかどうか……。

　そんな私をよそに、フロア内の人は続々と休憩に行くべく席を立つ。

「越谷ー、お昼行こー」

「行く行く～、なに食べるー？」

　当然越谷さんもこちらを気にすることなく、昼食を取りにフロアをあとにした。

　……まぁ、いっか。私ひとりが我が慢まんすればそれでいい。相手の気分を害しもしないし、平和に話は進む。苛つかれたり怒られたり、嫌われたりして人間関係がこじれるくらいなら、笑って頷いていよう。

　諦めに近い気持ちで自分を納得させ、仕事を再開させる。

　そのうちにフロア内は全員いなくなり、そこには私ひとりだけが残された。

　もうちょっと切りのいいところまでやったら、せめてコーヒーくらい買いに行こう。飲まず食わずでは、さすがに夜まで持ちそうにない。

　そう考えながらエンターキーを押した時、突然背後からなにか柔らかいもので頭をパコンッと叩かれた。

「わっ!?」

　な、何事!?

　驚き振り向けば、そこには不機嫌そうな岬課長が立っていた。その手には筒状に丸めた書類がある。恐らくそれで私の頭を叩いたのだろう。

「み、岬課長……なんですか？　いきなり」

　叩かれるようなことをしただろうか。

　心当たりはないものの、不安が広がりオドオドしてしまう。

「なに昼飯も食わずに仕事ばっかりしてるんだよ。休憩くらいきちんと取れ」

　にこりともせず、ジロッとこちらを見る黒い瞳は厳しい。けど気遣ってくれているのであろうその言葉には、ちょっと優しさが含まれているようにも思える。

　すると岬課長の視線は、なにげなしに私の顔からパソコンの画面、そしてデスクの上の先ほど越谷さんが置いていった書類へと移る。

「ん？　それ、営業の仕事だろ？　なんでお前がやってるんだよ」

「えっ……あ、えと……頼まれ、たので」

　冷たい目で見られることを想像して、視線が合わないように下を向いてしまう。そんな私に対して、彼は「ふーん」と呆あきれたように言葉をもらした。

「任せられるのと押しつけられるのは別物だぞ。あれもこれもいいように言うことを聞いているのは、ただのバカだ」

　岬課長は、私が越谷さんに都合よく使われていることを知っているのだろう。はっきり『ただのバカ』と言われ、私はしゅんと一層俯うつむく。

「は……はい、すみません。残業にならないように、やりますので」

「あぁ、頼む。そもそも市原は前から『残業が多すぎる』って管理部からクレームがきてるからな」

『自分の仕事以外もやっているからそうなるんだ』と釘くぎを刺されるような言葉になにも返せないまま、私はまたパソコンへと向き直る。岬課長はそれ以上はなにも言わず、その場をあとにした。

　あぁ、呆れられてる……！　気まずい、情けない。仕事を人から押しつけられる、バカな奴だと思われているに違いない。これはますます、この仕事を手早く片づけて通常業務に戻らなければ……。

「市原」

「は、はい！」

　次はなに!?　さらに注意をされるのだろうか……。

　心臓を嫌な意味でドキリとさせ、返事をすると、少し離れた位置にいる彼からなにかをヒュッと投げられた。

「えっ!?　あっ、わぁっ！」

　慌てながら咄とっ嗟さにキャッチすると、それは個装されたお菓子のようなもの。袋に書かれた英字を見て、それがチョコレートだと気づく。

「これ、は……？」

「それでも食っとけ。ないよりマシだろ」

　私の手元を指差しながら、「ふっ」と微かにこぼされる笑み。それに目を丸くする私を尻目に、岬課長は営業部のほうへと去っていった。

　チョコレート、もらっちゃった……。

　甘いもののイメージのない彼がチョコレートを持ち歩いているとは思えないから、恐らく誰かからもらったものなのだろう。食べないからくれただけかもしれない。それでも、呆れられているとばかり思っていただけに、驚きは大きい。

　言い方は厳しいけど、怖いだけじゃないのかも。

　つい岬課長のあとを追うように立ち上がり、パーテーションの陰から彼が向かった先を覗のぞき込めば、フロア内をスタスタと歩いていくすらりとした後ろ姿がある。

　厳しいとはいえ、仕事はできるし、優しい一面もある。こういうところが、人望を集める理由のひとつなのだろう。

「岬課長ー、システム課でトラブルがあってデータやり直しだそうでーす」

「あぁ!?　ふざけるな！　責任者連れてこい！」

　ちらりと見えた彼の横顔は、キッと目をつり上げ、声をかけた男性社員を睨んでいた。

　……お、怒るとやっぱり、怖いけど……。

　こちらへ飛び火しないように、こそこそと自分のデスクに戻る。そして、もらったチョコレートの包みを開け、口に含んだ。

　甘いチョコレートと小さなナッツの味が、空腹の身体にじんわりと染みる。

「……美味しい」

　俯きがちな顔が、小さくほころんだ。




　お昼抜きで頑張った甲か斐いもあり、なんとか仕事を終わらせることができた私は、十八時過ぎに会社を出た。

　今は待ち合わせ場所のショッピングビルの入口前で、ひとりそわそわとその相手を待っている。十八時四十五分を指す腕時計を見て、辺りを見回し、ひたすら落ち着きなく動いてしまう。

　つ、ついにこの時間がきてしまった……！

　どんな人だろう。どんな人でも構わないとは言ったけれど、いかついお兄さんとかいかにも怪しいおじさんとかだったらどうしよう……。それに、向こうが私の顔を見て帰っちゃったりしない？　大丈夫？　あれっ、そういえば相手の連絡先も名前も聞いてないけどいいのかな。向こうも私の顔を知らないだろうし……。まず待ち合わせができるのか心配になってきた。

　考えれば考えるほどモヤモヤと不安が込み上げ、背中に嫌な汗をかく。

　へ、変なことを考えるのはやめよう！　それより身なりを確認しておかなきゃ。

　目の前にある店のショーウィンドウを見れば、そこに映るのはベージュ色のジャケットを着た自分の姿だ。いつも通り、毛先を少し巻いただけの髪型と、化粧の薄い地味な顔を見て思う。

　もうちょっとオシャレしてくればよかったかな。でも露骨にデートを意識した格好をするのも……どうなんだろう。

「うーん」と悩みながら、少し乱れていた髪を指先で軽く整える。

「なに自分の顔まじまじ見てるんだよ」

「わっ!?」

　突然声をかけられ、私はビクッと距離を取る。ガラスに映り込んだ人をよく見ると、紺色のスーツを着て茶色い鞄を持った、私より頭ひとつ近く背の高い男性……。

「みっ、岬課長!?」

　驚きのあまり、つい大きな声を出し振り返ると、彼は感心するように言う。

「おう、お疲れ。本当に残業なしで帰れたんだな」

　み、見られた……！　恥ずかしい！　自分の格好をショーウィンドウで確認している姿なんて、知っている人には見られたくない。

　恥ずかしさで、かあっと赤くなる頬を押さえながら、ふと思った。

　会社の最寄ではない駅前で行き会うなんて、すごい偶然だ。課長も誰かと約束があるのかな？　あ、もしかして……彼女とか？

　確か独身だったはず、と思い出しながら問いかける。

「こんなところで会うなんて、奇遇ですね。どなたかと待ち合わせですか？」

　頬に手をあてたまま、なにげない疑問を投げかけた私に、岬課長は「あぁ」と頷く。

「十九時に新宿駅、って言っただろ」

「へ？」

　誰に？　いつ？　一体なんの話？

　意味が全くわからずきょとんとしていると、岬課長はいたって冷静に、スーツの内ポケットから名刺のようなものを取り出す。

　反射的にそれを受け取り見てみると、そこには『レンタル彼氏 mi amor　Takato』の文字。

『mi amor』って……昨日行ったあのお店だ。彼氏役の人もこうやって名刺とかあるんだ……でもあの社長さんのとは違って、シンプルなデザインだなぁ……。

　って、ん？　んんん？　レンタル彼氏？　Takato？　それって、え？　どういうこと？

　意味がわからず名刺と目の前の顔を何度も交互に見ると、彼はいつも厳しい表情をたたえている顔に「ふっ」と不敵な笑みを浮かべた。

「今日からお客様の彼氏役を担当する、貴人と申します」

　私の、彼氏役を……岬課長、が？

「えっ……ええええ!?」

　目を見開き叫び声を上げた私を、周囲の人々が何事かと見る。けれどそれを気にする様子もなく、岬課長は私の腕を引き、歩きだした。

「わっ、えっ、あのっ!?」

　まだパニック状態なままの私は、言葉にならない声を発してしまう。

「ここにいても話が進まないから、とりあえず行くぞ」

　い、行くってどこに!?

　戸惑うものの、抵抗することも逃げることもできず、腕を引っ張りズカズカと歩く彼に、ひたすらついていく。

　ど、どうして岬課長がここに……そして、どうして岬課長がレンタル彼氏に!?

　なにひとつ理解できず、考えれば考えるほど頭はパニックに陥ってしまう。

　なんで、どうして、なぜ……どういうことー!?




「いらっしゃいませ、ご注文はお決まりですか？」

　やってきたのは、駅前の大通りから一本細道に入った奥にある、ひっそりとした佇たたずまいの小さな喫茶店。

　オレンジ色の照明と、茶色い木製のテーブルがレトロでかわいらしい店内には、一番隅の席で向き合い座る私たちと、離れたカウンターに中年夫婦がいるだけだ。その中年夫婦も、鼻の下に髭ひげを生やした店主であろう年配男性とのお喋しゃべりに夢中になっている。

　そんな中、オーダーを聞きに来た若い女性店員に、岬課長は慣れた様子でメニューも見ずに答える。

「ホットコーヒーひとつ。お前は？」

「あ、同じ……で」

　そう言うと、女性店員は「はい」と返事をして、カウンター奥へと消えていった。ふたり残されたその場には、ＢＧＭのクラシックだけが流れる。

　ようやく気持ちが落ち着いてきた私は、目の前の彼をじっと見た。

　……本当に、あの岬課長なのかな。

　実は顔が似ているだけの別人だったり？　双子の兄が岬課長のフリをしているとか？　いや、でも私のことを知っているようだったし、彼が双子だなんて聞いたことがないし……ってことはやっぱり、本人？

　いやいやいや。でも、でもね。あの岬課長だよ？　自分にも他人にも厳しく、仕事もできるあの岬課長だよ？　レンタル彼氏だなんて、しかも私の彼氏役だなんて……そんな。

　ありえない、そう何度も心の中で繰り返すものの、目の前の顔は見れば見るほど、目鼻立ちのはっきりとした私が知っている岬課長のものだ。

　そんな私の視線を感じたのか、彼の目がこちらを向く。

「なんだよ、人の顔よく見て」

「えっ!?　あっ、すみません……えーと、その」

　機嫌が悪いわけではないのだろうけれど、相変わらず愛想のない表情の彼と目が合い、ついすぐそらしてしまう。

　どう質問すればいいのだろうか、というか、聞いてもいいのだろうか。

　考えがまとまらず言葉が詰まってしまったけれど、それを読み取るように、腕を組んだ岬課長が口を開く。

「まぁ、お前の言いたいことはなんとなくわかる。俺だってまさか、部下が彼氏をレンタルするほど異性に縁遠いとは思わなかったよ」

「って、違います！　そういうわけじゃありません！」

　鼻で笑うように言われ、私は慌てて両手を振り、否定する。

「冗談だって。お見合いを断るため、だっけ？　お前が社長令嬢とは知らなかったな」

　少しも微笑むことなく、からかうように言う岬課長の発言は、冗談なのか本気なのか判断に困る。

　そんな会話をしていると、先ほどの女性店員がやってきて「お待たせしました」とコーヒーを置いていった。テーブルにふたつ向き合うように並んだカップからは、濃いコーヒーのいい香りが漂う。

「……あの、岬、課長。ちょっと頭がついていかないんですが……岬課長って、こういう仕事もしてたんですか？」

　思いきって問いかけたけれど、彼は眉ひとつ動かさずに、普通の顔でコーヒーをブラックのままひと口飲む。

「あぁ、あくまでも副業として、仕事のあととか休みの日とか、空いた時間に少しだけな。それでたまたま社長から受けた話が、お前の彼氏役だったってわけ」

「副、業……あれ、でもうちの会社って副業禁止ですよね？」

「あぁ。だから、バラしたらどうなるか……覚えておけよ？」

　ジロッとこちらを見るその目は鋭く、恐怖で「はひっ」と情けない声が出た。

　けど、これで確信した。この怖い目つきといい、威圧感といい……やっぱり、彼は本物の岬課長だ。普段は会社で仕事をして、空いた時間にはこうしてレンタル彼氏として働いて……純粋にすごいと思う反面、知ってはいけないことを知ってしまったような気もする。

　心の中でひやりと汗をかきながらコーヒーに砂糖を入れると、それは徐々に黒い水面に溶け込んでいった。続いてミルクを入れたところで、彼は「さて」と言い、改まって話し始めた。

「契約書にも書いてあったと思うが、もう一度簡単に確認させてもらう」

　まるで仕事中のような言い方をする岬課長に、おずおずと頷く。

　規約の確認……まぁ、そうだよね。こういう、人と人との仕事だし、むしろそうやってきちんとしてくれるほうが安心して利用できる気もする。

「期間は今日から十日間で、恋人として過ごすのは、仕事後の十九時から二十四時までの五時間のみ。たとえ残業とかで二十時からになったとしても、利用時間は二十四時までだからな」

「は、はい」

　うっ……。残業、気をつけなくちゃ。

　前々からなんとかしなければと思っていたし、昼間岬課長に注意されたこともある。お金を払って彼をレンタルしている意味をなくさないためにも、これからは残業しないように頑張ろう。

「もちろん、夜以外はいつも通り上司と部下だ。俺は会社にバレるとまずいし、お前も人に知られたい話でもないだろうから、お互いそこは気をつけること」

「はい、わかりました……」

　確かにこのことがバレたら、彼は会社にいられなくなるし、私は〝彼氏をレンタルする女〟というレッテルを貼られてしまう。それだけは避けたい。

　絶対にバレないように、と肝に銘じつつ、ふと思う。

「あの……恋人として、ってどう過ごすんですか？」

　コーヒーのカップを手に取り、なにげなく浮かんだ疑問を投げかける。すると岬課長は真顔で、しれっと答えた。

「どうって……恋人がすることといえばひとつだろ」

「え!?」

　こ、恋人がすることといえば!?

　そこからポンと思い浮かぶのはハグ、キス、そして……。それらの行為に、思わず顔がボッと赤くなり、持っていたカップを落としそうになってしまう。ところが、そんな私を見て、岬課長はおかしそうに「ふっ」と笑った。

「決まってるだろ。デートだよ、デート。それともなんだ？　もっと違うこと考えたか？」

　バカにしたように言う彼の言葉は、まるで私の心を読んだようで、図星を突かれた私は動揺してしまう。

「デ、デート……ですよね、はは、あはは……」

『わかってましたけどね』という素振りで言ってみせるけれど、それが嘘だとわかりきっているのか、岬課長は笑みを見せたままだ。私は恥ずかしさから、ますます顔を赤くして、カップを置きながら俯いた。

　岬課長はそれを狙ってからかったのだろうけれど、その思惑通り、違うことを考えてしまった自分がまるでいやらしい人みたいだ。穴があったら入りたい。

「心配しなくても、うちの店の規約ではハグ以上のボディタッチは禁止だ。キスもそれ以上も、頼み込まれたってできない。まぁ、料金を別に払うっていうなら、上司と部下のよしみでしてやらなくも――」

「けっ結構です！」

　面白がっているのか、提案してみせる彼の言葉を、私は赤い顔のまま遮り断る。

　完全にからかわれてる……。

　いつもはキリッとしている岬課長に、ふふんと意地の悪い笑顔を見せられ、私は「ふんっ」と少し拗すねながら、コーヒーをようやくひと口飲んだ。

「ちなみに料金は、あと払い。十日間が無事終了したうえでの支払いだ」

　私が利用するキャンペーンプランは、十日間で十二万円。背に腹は変えられないけれど、決して安いと言える金額ではないだけに尚更失敗できない。

　心の中で決意を新たにしていると、岬課長はコーヒーをまたひと口飲んで呟つぶやいた。

「あと呼び名。恋人同士で〝課長〟は変だから、ふたりの時は名前で呼ぶように」

「な、名前……ですか？」

　言われてみれば当たり前だけれど、呼び名のことまでは全く考えておらず、少しマヌケな顔をしてしまった。

　そんな私に岬課長は「そう」と頷く。

「〝貴人〟な。ほら、言ってみろ」

　言ってみろと言われましても……岬課長を〝貴人〟だなんて、そんなの無理。心の中で一度呼んでみるけれど、やっぱり声には出せない。

「で、できません……！」

　慣れないやら馴れ馴れしくて申し訳ないやら、いろんな気持ちから首を横にぶんぶんと振って拒否をすると、彼はジロリとこちらを睨む。

「はぁ？　呼べるだろ。呼べ」

「む、無理です！　仮の恋人とはいえ課長ですし、上司ですし、年上ですしっ……そんな、名前で呼ぶなんて……！」

　岬課長は『なに言ってんだ』と言わんばかりに眉間にシワを寄せる。

　その目があまりにも怖くて、私は逆らってはいけないと悟った。だけど、上司に名前を呼べと言われて気軽に呼べるわけがない。

　そんな私を見かねたように、岬課長は深い溜息をついた。

「へー……なら、そこからボロが出て父親にバレて、大金払って彼氏レンタルしたのに結局見合いすることになっても構わないんだな？」

「うっ！」

　確認するような言い方にもかかわらず、その言葉は私の痛いところを的確に突いてくる。

「お前のことだから、相手がどんな奴だろうと、周りに言われるまま断りきれずに結婚するハメになるんだろうなぁ。あー、大変だなぁ。人生変わるなぁ」

　憐れむような声色を出しつつも、その口角はほんの少し上がっていて、私を手のひらで転がしているのが目に見えてわかる。

　うう……確かに、恋人同士なら名前で呼ぶのが当たり前だ。当日いきなり呼べるわけもないし、そういう面の対策も含めての、この十日間だし……。万が一お父さんにバレてお見合い話になろうものなら、結果はきっと、今岬課長が言った通りのものになってしまうだろう。

　けど、呼べない。でも、呼ばなきゃ。なにより、『早く呼べ』と言わんばかりの彼の黒い瞳に、これ以上反抗できない。

　……これはもう、呼ぶしかない。そう観念して口を開いた。

「……た、たか、貴人……さん」

　ぎこちなさしか感じられないその呼び方。けれど彼は「よし」と満足げに笑った。

　岬課長って……もしかして、ドＳ？　これまで〝怖い〟という印象だけだったけれど、度々からかっては嬉しそうな顔をするあたり、そういう性癖の人なのかもしれない。

　そんなことを考える私の心をよそに、彼はそっと手を差し出した。

「じゃあ改めて、お互い、いい十日間にしよう。よろしく、すみれ」

　彼の呼ぶ〝すみれ〟の名と、握手を求める大きな手。それらが新たな道へ繋つながるものとなるのか、変わらないままのものになるのかはわからない。けど、今は目の前にある、彼の導く道を信じて行くしかない。

　そう心に決め、その手をそっと握った。

「……よろしく、お願いします」

「ってことで、説明は以上。まだ四時間近く時間あるから、どこか出かけるか？」

「い、いえ。もうキャパオーバーといいますか、帰って少し状況を整理したいといいますか……」

　とりあえず今日はもう家に帰りたい。まさかのことがありすぎて、どこかに出かけて恋人としての時間を楽しむ余裕など、今の私にはなかった。

　私が断ることは予想の範囲内だったのか、彼はすんなりと受け入れ、伝票を手に席を立つ。

「あっ、お金……」

「いい。俺が払っておく」

「えっ？　いいんですか？」

　こういう場合、当然私が払うとばかり思っていたものだから、その行動は少し意外だった。

　もしかして……ちょっと気遣って、くれているとか？

　そんな小さな期待をしてしまい、思わず心は嬉しさを感じる。

「ご、ごちそうさまです」

　お言葉に甘え、座ったまま小さく頭を下げると、彼は鞄を持ち、レジのほうへ歩きだす。

「どうせあとで代金と一緒に一括請求するからな、お前に」

「って、えぇ!?」

　そういうことですか!?

　驚き声を上げると、彼は振り向いて、また意地悪そうに笑ってみせた。

　こんな人と十日間、なんて……大丈夫なのかな。

　不安ばかりを胸に抱えて、彼、岬課長……もとい、貴人さんとの十日間が、幕を開けた。










〝仮の恋人〟のルール




〝彼〟と過ごすにあたって、大きなルールは五つ。

　一、期間は十日間。

　二、恋人として過ごすのは十九時から二十四時までの五時間のみ。

　三、ハグ以上のボディタッチは禁止。

　四、会社や他人には一切内緒。

　五、デートの際にかかる費用は後日一括請求。

　それらのいたって簡単なルールを守り過ごすだけ。きっと、難しいことじゃないはず。

　……相手が、岬課長じゃなければ。




　よく晴れた朝、会社の女子トイレで鏡を見る。

　そこに映るのは薄い化粧を施した、いつも通り地味な自分の顔。そう、いつも通りだ。寝不足で疲れきった、真っ赤な目とクマを除いては。

「全然眠れなかった……」

　昨日はあれから、岬課長とすぐに別れて、そのまま寄り道もせず帰宅した。

　けど、あまりにも衝撃的すぎて……『どうしよう』『なんで』とあれこれ考えていたら、ろくに寝ることもできず朝を迎えてしまった。

　夢……じゃ、ないよね。まさか、あの怖くて厳しい岬課長がレンタル彼氏だったなんて、むしろ夢だったらどんなにいいだろうか。ああもう、どんな顔で会えばいいのやら……！

　他に人がいないトイレの中、ポケットから取り出した名刺には『Takato』と書かれている。

　ていうか、どうしてレンタル彼氏なんてしているんだろう？

　うちの会社は、平均よりもお給料はいいほうだと思うし、役職についているから当然私たち平社員よりももらっているだろう。ブランド品など高価なものを身に着けても、贅ぜい沢たくをしてもいなさそうだし。それなのに、どうして副業なんて……しかも、よりによってこの仕事。

　はっ！　もしかして、目的はお金云うん々ぬんではなく女の人と過ごすこと!?　特定の相手を作らずに、女性と楽しい思いができるわけだし……だとしたらなんていけない男。

　考えるうちにとんでもない結論に行き着いてしまい、『けど、そんな』と頭を抱えながらトイレを出た。

「お、市原。おはよう」

「わぁっ!?」

　すると突然、ちょうど通りかかったところらしい岬課長が現れた。今日も右で分けられた前髪は左に流れるようにセットされ、ダークチャコール色のスーツを着ている。そんな彼は、いたって普通の顔で黒い瞳をこちらへ向けた。

「お、おは、オハヨウゴザイマス」

　口角をぎこちなく上げ、引きつった笑顔で挨あい拶さつする。

　あぁ、カタコトになっちゃった……！　昨日あんなことがあったのに、いつも通りになんてできないよー！

「市原」

「はっはひっ！」

　思わずマヌケな声が出てしまい、彼が持っているクリアファイルで軽く頭を叩かれた。

「なんだその返事は。変な声出してないで、この資料を今日中にまとめるように」

　呆れたように言う岬課長は、今日も変わらず笑顔ひとつない冷めた顔をしている。そしてそのままファイルを私へ手渡すと、スタスタとその場を去っていった。

　普段通り、だ。……まぁ、そうだよね。今は〝上司と部下〟の時間だ。オンとオフは、きちんと切り替えなければいけない。

　その後ろ姿を追うように歩きだし、彼に続いてフロアへと入る。すると岬課長がオフィスに現れるだけで自然と皆の目が向き、場の空気が微かに締まるのを感じた。

「岬課長、お疲れ様です。先日の件の報告書です」

「あとこれ、新しい企画案なんですけど……」

　商品企画課の人から他部署の人まで、男性社員も女性社員も皆、次々と書類やファイルを手に岬課長のもとへ向かう。

「わかったわかった、順番に聞くからちょっと待て」

　自然と人が集まり、皆に頼りにされる、眩しい存在だ。今日も彼は、輝いている。私とは、真逆の世界の人。

　私は私……仕事を始めよう。

　先ほど岬課長に渡されたクリアファイルを手に席に着いた。

「市原さん、おはよーございます」

　名前を呼ばれ顔を上げると、一年後輩の社員、津つ賀がくんがいた。

　店舗を見回るのが仕事の店舗管理部に所属する彼は、黒いスーツをきっちりと着ている。しかし、少し長めの茶色い髪と彫の深い外国人のような顔立ちから、どうしてもホストに見えてしまう。

「津賀くん。おはよう」

　笑顔で挨拶を返すと、彼はにこっと愛想よく笑い、書類を手渡す。

「早速なんですけど、この店舗の売り場陳列見てもらってもいいですか？　いろんな部署の人にアドバイス聞いて回ってるんで」

「うん、わかった」

　津賀くんとは業務でなにかと関わることが多く、日頃からよく会話する仲だ。打ち解けやすい人懐こい性格なため、同僚の中では数少ない話のしやすい相手。

　そんな彼から頼まれ、書類にある店舗の売り場写真へ目を向けた。すると津賀くんはなにかに気づいたように私の顔を覗き込む。

「あれ、すごい顔してますね。寝不足ですか？」

「えっ！　う、うん……まぁ、そんな感じ」

　ギク、と心臓が跳ねたけれど、平静を装い、笑って誤魔化す。そんな私のよそよそしさに、彼はピンときた様子で声をひそめる。

「あ、もしかして彼氏と朝までラブラブしてたんですか～？　市原さん、おとなしそうな顔してやるぅ～」

　冷やかすようにニヤニヤしながら肘ひじで小突く津賀くんに、「はは」と乾いた笑いを返した。

　朝までラブラブどころか朝までひとりで頭を抱えていたんだよ……。理由を聞かれると困るから、言わないけど。

　そう津賀くんと話をしていると、カツカツというハイヒールの音が近づいてきた。

「市原さぁーん、今日もこれお願～い」

　それは越谷さんの足音だったらしく、朝一番にやってきた彼女は遠慮なく私のデスクにドサッと書類を置く。しかも見た感じ、仕事量はいつもより多めだ。

「こ、これは……？」

「仕事よ、仕事～。私今日の昼間、取引先とランチミーティングなのよ。それなのにこんなに仕事があって困っちゃう」

　甘えた声で言う『困っちゃう』は全く困っているようには聞こえない。

「でも……あの」

　彼女の勢いに押されるけれど、すんなり頷くわけにはいかないのだ。というのも、さすがにこの量は多すぎる気がするから。常務の娘だからと、もともと仕事量が少ないのに、これだけ私に回したら越谷さんがやる分はほとんどないと思う。今からなら、またお昼にやればなんとかなるかもしれない。けどそれでいいものか……。

「えーと」と言葉を探す私より先に、隣の津賀くんが口を開く。

「いやいやいや、越谷さん。それはないんじゃないですか？」

　それははっきりとした性格の津賀くんらしい言葉で、年上なうえに常務の娘という立場の相手にも物怖じしない。

　そんな彼の態度が気に食わないのか、越谷さんの眉間には不快そうにシワが寄る。

「はぁ？　なによ、文句あるわけ？」

「大ありですけど。昼間外出なら、それまでと、戻ってきてからやればいいんじゃないですか？　これはどう見ても押しつけですよね？」

　彼は私と越谷さんのあいだに入るように立つと、しっかり彼女の目を見て言いきる。

　お、おぉ……！　すごい、津賀くん。越谷さん相手にここまではっきり発言できるなんて。しかも正論をしっかりと述べている。自分の不甲斐なさが浮き彫りになって余計に情けないけれど、頼もしい彼の背中を思わず押したくなる。

「人聞きの悪いこと言わないでくれる？　押しつけじゃなくて、手伝ってってお願いしてるだけだし。市原さんだって嫌だって言わないし」

　けれど越谷さんは堂々と反論し、津賀くんをよけて、背後にいる私に「ねー？」と笑顔で尋ねる。

「えっ、えっと、あの……」

　言わなきゃ。いつも嫌だって言わないんじゃなくて、言えないだけなんだって。じゃなきゃ、折角助け船を出してくれた津賀くんに申し訳ない。

　そう思い声を出そうとするけれど、彼女の鋭い目に見られ、言葉は詰まってしまう。

「市原さん、優しいもんねぇ。これだけ頼んでるのにやってくれないとかないよねー？」

　笑顔をたたえてはいるものの、刺すような彼女の視線から漂うのはピリピリとした雰囲気。今にも揉もめ事になりそうなのを察し、また私は変に空気を読んだ行動をしてしまう。

「わ……わかりました、大丈夫です」

　小さく私が頷くと、目の前に並ぶふたつの顔は、満足そうなものと信じられないというものに極端に分かれた。

「はぁ？　市原さん、本気で言ってるんですか？」

　津賀くんは眉間にシワを寄せ、少し苛立った様子で私に尋ねる。

「う、うん……ちょっとくらいなら、手伝えるかなって」

「だよねぇ。ありがと市原さん。よろしく～」

　その結果に越谷さんはコロッと上機嫌になる。そして津賀くんに対して『ほらね』と言わんばかりの誇らしげな顔を見せてその場をあとにした。

「ごめんね、津賀くん。ありがとう」

　折角庇かばってくれた津賀くんの優しさを無む碍げにしてしまい、申し訳ない気持ちで苦笑いを浮かべる。すると、彼は腑ふに落ちないといった顔をした。

「まぁ、市原さんがいいなら俺はいいですけど……本当に大丈夫なんですか？」

「うん、大丈夫。頑張る」

　津賀くんは越谷さんの去っていったほうを不満そうに見ながら歩きだし、そこには私と置かれた書類たちだけが残された。

　あぁ……私のバカ。折角、津賀くんが本音を言うチャンスをくれたのに。……やっぱり、きちんと断れない自分自身の性格が変わらないと意味がないよね。

「……はぁ」

　今日も残業できないし、お昼休まずにやろう……。

　いちいち顔色を窺って、機嫌を損ねないように、と空気を読んで自身を守っている。そんな自分が、嫌いだ。

　けどそれでも、人に嫌われたり冷たい目を向けられたりすることのほうが怖い。その度に、幼き日の記憶が頭の中にちらつくから。




　カタカタカタ、とキーボードの音が響く昼休み中のオフィス。今日も私ひとりが残り、他の人は全員休憩へと出ている。

「……ふう」

　キーボードを打つ手を少し止めて、疲れた目を指で押さえ、パチパチと瞬まばたきをして休める。

　やっぱり、自分の仕事に加えて越谷さんの分をやるとなると量が多いなぁ。まぁ、このペースなら今日も定時には上がれるはず。それにしても、目が疲れる……。ちょっと休もうかな、でも休んでいるうちにまた仕事が追加できたらどうしよう。

「まーたやってるのか、このバカ」

「ひゃあっ!?」

　悩んでいると、突然背後からうなじに冷たいものがぴたっとあてられた。

　な、なに!?

　大きな声を上げ身体の向きを変えると、岬課長が缶コーヒーを手に立っていた。

　つい昨日も似たようなことをされた気がする。この人はちょっかいを出さずに普通に話しかけるということができないのだろうか。

　うなじを押さえながら岬課長を見ると、彼は呆れた顔で私からパソコンへと目を向けた。

「昼休みは飯を食え、って昨日も言っただろうが。結局そうやって無理するなら、津賀が言ってくれた時にちゃんと断れよ」

　溜息混じりに言いながら、岬課長は私の隣に立つ。

「す、すみません」

　うぅ……。

　朝の私たちのやりとりを見ていたのだろう。もっともなその言葉に、当然反論などできるはずもなく俯く。

「……空気が、悪くなりそうだったので」

　ふたりきりの空間で、小さく拳を握り呟いた。

「なにが空気だ。そんなもん読んで仕事増やしてどうする」

　冷静に言いながら、その右手はガシッと私の頭を掴み、握り潰しそうな勢いで力を込める。

「わあぁぁ！　すみません、すみません、すみません!!」

　悲鳴を上げひたすら謝ると、彼はようやく手を離してくれた。じんじんとする頭を手でさすりながら涙目で仰ぎ見れば、その口元は小さく笑っていた。

　ひ、ひぃぃ……！　やっぱりこの人はドＳだ！　意地悪だ！

「ま、いいや。お前それちゃんと終わらせて、残業にならないようにしろよ」

　そう言いながら、岬課長は先ほど頭を掴まれたせいで乱れた私の髪を、指先でそっと整える。

「えっ……あ、はい」

「今夜も十九時に新宿駅。店予約してあるから遅刻しないように」

　私の黒い髪を指に絡ませて、少しひそめた声で交わす約束。なんだか早速恋人のような雰囲気が漂い、異性に不慣れなこの胸の奥は小さくドキッと音をたてた。

　それにしてもお店を予約って……すごい、デートっぽい。いや、デートなんだけどさ。あれ、でも社内でこんな話をして大丈夫なのかな。

　てっきり話題に出すことも厳禁だと思っていただけに、つい辺りをキョロキョロと見渡してしまう。

「ん？　なんだよ」

「いえ……会社でこんな話をして、大丈夫なのかなって」

「大丈夫だろ。昼休みに、飯抜きでフロアに残ってる物好きなんて、俺らくらいだよ」

　鼻で笑うと、彼は私の髪から手を離した。

　……って、さっき私には『昼休みは飯を食え』って言ったくせに、自分もご飯抜きで仕事をしていたんだ。

　けど、つまりふたりきりの時なら、職場でもその話をしてもいいということだろう。

「好みも聞かずに店決めたが、お前嫌いなものとかあったか？」

「いえ、ないです」

「そうか。よし、いい子だ。うまいもの食わせてやるから、それ楽しみに頑張れよ」

　笑うことのないまま優しい声でそう言うと、岬課長は私の肩をポンポンと叩いた。

　励ますような、応援するようなその頼もしい手に、胸の奥がまたほんの少しだけ、小さな音をたてる。

「は、はい」

　そして岬課長は私のデスクにコン、となにかを置き、そのままドアのほうへ向かう。それは先ほど私のうなじにあてた缶コーヒーで、『これって？』と問いかけようとした時にはすでに、彼はフロアを出てしまっていた。

　飲んでいい、ってことなのかな。

　そっけない言い方だけれど、昨日も今日も、こうしてなにかをくれたりして……なんというか、甘やかさず、励ますのが上手な人だ。彼が若くして人の上に立てる理由が、わかった気がする。

「いただきます……」

　嬉しさを感じながら、お言葉に甘えてパッケージをろくに確認もせず缶を開けひと口飲む。その瞬間口の中に広がったのは、甘さの一切ない濃いコーヒーの苦味……。

「ぶほっ！　ってこれっ……ブラック……!!」

　昨日喫茶店で私がコーヒーにミルクと砂糖を入れるのを見ていたのに、ブラックの差し入れ!?　優しさに見せかけた意地悪だった!?

　優しいんだか、意地悪なんだか……。

　コーヒーの苦味で、ゲホッゴホッとむせながら、やっぱり彼はわかりづらい人だと思った。




　腕時計が十九時を指そうとしている頃。私はバタバタと、必死に新宿駅の構内を走っていた。

　ま、まずい……遅刻する！

　結局あのあと追加で仕事がきてしまって、必死にやったものの、終わった時には会社を出る予定の時間を過ぎてしまっていた。化粧を直す時間すらなく会社を飛び出し、電車に駆け込み、降りてからも待ち合わせ場所に向かい、また走っている。

　岬課長はとっくに上がっていたし、もう来てるよね。レンタル彼氏とはいえ上司なわけだし、待たせるわけにはいかない。

　平日夜の人で混み合う駅の中。いつもならぶつからないように、ゆっくり流れに乗って歩くけれど、今はそれどころではない。少し長めの丈のスカートを揺らしながら、人と人のあいだを素早く抜けていく。

　東南口、東南口っ……。

　すると、駅を出たところに先ほどまで社内で見ていたものと同じ、ダークチャコール色のスーツを着た背の高い岬課長が見えた。予想通り彼は私を待っており一瞬焦るものの、ふと気づく。

　こちらに目を向けることなくスマートフォンを操作しながら立っている。それだけにもかかわらず、すらりとした足と小さな顔、通った鼻筋、と全てが整っている彼のオーラはただのサラリーマンには見えず、会社で見る以上に目立つことに。

　現に、近くを通る女性は自然と視線を向けているし、「かっこいい、待ち合わせかな」なんて噂うわさ話をする声まで聞こえてくる。

　さ、さすが岬課長……待ち合わせをしているだけで、こうも注目を集めるだなんて。確かに、オーラがあるというか、他の男性とはどこか違うというか……。

『かっこいい』というのは会社でも当たり前に聞く言葉だし、私もそう思うけれど、外だとこうも違って見えるのかと、驚くとともにたじろいでしまう。

　あ、あんなすごい人と、仮とはいえ恋人だなんて……いいのかな。隣を歩くことさえ恐れ多い気がしてきた。あぁ、どうしよう。帰りたい。でもお父さんと会う日までに本物の恋人っぽくなるためには行かなければ。

　そう思うのに、あれこれ考えてしまい足は進んだり戻ったりしてしまう。

　けれどそんな妙な動きのせいで目に入ったのか、岬課長はスマートフォンをポケットにしまい、こちらへ近づいてきた。

「遅い。なに人を待たせてウロウロしてるんだよ」

　少し不機嫌そうな彼が口を開けば、いつも通りのそっけない言葉が発せられる。

「すっすみません、岬課長！」

「課長、じゃなくて？」

　そう言ってジロッと睨まれ、はっと思い出す。

　つい、いつものように呼んでしまったけれど、そうだ。今は〝恋人〟としての時間だ。呼ぶ時は名前で呼ばなきゃ。

「えっと……た、貴人、さん」

　おどおどと、ぎこちなく名前を呼ぶと、彼……貴人さんは満足げに頷いた。

「で？　なんでウロウロしてたんだよ？」

「あ、あの……貴人さんがかっこよくて。近寄りがたくて」

「はぁ？」

　ペコペコと頭を下げて謝り、思ったままのことを口にすると、彼からは意味がわからないとでもいうような気の抜けた声が出る。

　はっ！　つい言い訳が考えつかなくて本音を言っちゃった！　違うんです、ふざけているわけじゃなくて、本当にそう思ったから……！

　けれど彼は怒るどころか、心の中で必死に弁解する私の前で、「ぶふっ」とおかしそうに笑った。

「へ？　なんで……」

　貴人さんが噴き出すという予想外の反応に驚き、顔を上げると、彼は口元を押さえ笑いをこらえている。

「なんでって……お前、それ普通本人に言うか？　あー、面白い」

「あ……」

　自分の発言のおかしさにようやく気づいて恥ずかしくなってしまう。

　言われてみれば……！　怒られなくてよかったけれど、またマヌケなところを見せてしまった。

　でも、こらえきれずに笑い続けるその表情は、普段の無愛想な彼からは想像もできない笑顔で、ちょっと珍しい。

　ようやく収まったらしく、貴人さんは咳せき払ばらいをひとつすると気を取り直し、身体の向きを街のほうへと向ける。

「じゃ、行くか」

「あっはい！」

　いつもは数歩先を行く彼と、並んで歩く。

　岬課長ではなくて、貴人さんとの時間の始まりだ。そう、実感する。

　店の明かりや電光掲示板で、キラキラと光る夜の街。若者からお年寄りまで沢山の人が行き交う、がやがやとした駅前を抜け、彼は迷うことなく近くの大きなビルへ入った。

　エレベーターに乗り、最上階である五十階のボタンを押す。そしてあっという間に着いた先にあったのは『創作フレンチ』と書かれたレストランだった。

　貴人さんに続いて一歩店内へ踏み込めば、黒い柱や天井にダークブラウンの椅子やテーブルと全体的に落ちついた内装だ。カウンターもテーブル席もお客さんで埋まっており、ここが人気店なのだろうことはひと目でわかった。

「いらっしゃいませ」

「予約した岬ですけど」と貴人さんが名乗ると、笑顔で出迎えた黒いスーツのウェイターは、私たちを奥の個室へと通した。

「お食事はお任せのコースでよろしかったでしょうか」

「はい。飲み物は……俺はグラスワインの赤で。すみれはどうする？」

「あ……じゃあ、同じで」

　席に着いて早々、ついさっきまでオフィスでは〝市原〟と呼んでいた彼はさりげなく、自然に〝すみれ〟と名前を呼んだ。まだ聞き慣れないその響きになんともいえないくすぐったさを感じるものの、それを隠すように小さく頷く。

　お酒は正直あまり強くないけれど、どんなものがあるのかもわからないし、メニューを見てすぐに決められる自信もない。注文を受けたウェイターは静かにその場をあとにした。

　きょろ、と辺りを見回せば、そこは黒いドアと壁で仕切られており、ふたりの頭上にある照明がその場をほんのりと照らしている。決して広くはない席だけれど、横を見れば大きな窓から東京の夜景が一望でき、窮屈さや息苦しさは微み塵じんも感じられない。

　微かな音楽と穏やかな明かり、そしてこの景色。どれを取っても居心地のいい店だと思った。

「素敵なお店ですね。こういうところ、よく来るんですか？」

「うちの店のマニュアルに載ってたんだよ。『女心を掴むのに打ってつけのレストラン』って」

　ほれぼれとしながら尋ねるものの、おしぼりで手を拭く彼から返ってきたのは『マニュアル』という、できれば聞きたくなかった、正直すぎるひと言。

「それ、一応お客の私の前で言います……？」

　つい突っ込まずにはいられず、苦笑いをしながら私もおしぼりを手に取った。

　マニュアル通りに動いている、なんて普通の恋人気分を楽しみたいお客さんたちの前では言えないだろう。けどそういうわけじゃないからといって、ネタばらしをするなんて、ちょっと扱いが雑だと思う。

　マニュアルに載ってるお店で喜んじゃうなんて……。単純な奴だと思われただろうなぁ。でも、やっぱり店内の雰囲気は素敵なんだから仕方ないよね。

「失礼致します。お飲み物をお持ち致しました」

　ウェイターは、私たちの目の前でグラスに赤いワインをそっと注ぐ。

「じゃあ、乾杯」

「か……乾杯」

　コン、と小さくグラスを合わせると、中の赤い波が小さく揺れた。

　まるで宝石を散りばめたような素敵な東京の夜景を横目に、こんなことをするなんて、本当のデートみたいだ。ワインに口をつけた彼を見るだけで、変に錯覚してしまいそうになる。

「お父さんと会う日の俺たちの設定だが、確か付き合って三ヶ月って言ってあるんだったな？」

　けれど、『設定』という言葉で、その錯覚もすぐに覚めた。

「あ、はい。まずかったですか？」

「いや、ちょうどいい。三ヶ月ならまだ結婚には早いし、あとで別れたって言っても誤魔化せるくらいだしな」

　確かに……。あの時はなにも考えずに言ったけれど、そう言われると納得できる。

　貴人さんは話しながらワイングラスをテーブルの上へ置いた。

「けど、三ヶ月付き合った恋人同士なら、まぁそれなりに親密な関係になってるわけだ。ってことは、俺たちもそれなりに打ち解けておかないとダメだと思う。特にお前、人に対して警戒心強いだろ」

　彼は、まつ毛を伏せて小さく笑う。

　うっ、さすが貴人さん。日頃の私の態度だけで全てお見通し……。

　けど言われてみればそうだ。大人の男女が三カ月も付き合えば、当然キスもそれ以上も済ませているわけで、他人のような距離感でいては、きっとすぐに見破られてしまうだろう。

　その距離感を縮めるために、こうしてデートを重ねるわけで……。

「つまり」

　貴人さんは真っ黒な瞳で私の目をじっと見つめながら突然、グラスを置いた私の右手に自分の左手をそっと重ねる。

　私の手を覆ってしまうくらい大きな彼の手。少し体温の高い、ごつごつとしたその手の感触に、ついドキッと心臓が跳ねた。

「たっ貴人さっ、なっなにをっ、いきなりっ」

　真っ赤な顔でパニックになりながら問う私に、彼はニヤリと片方の口角を上げる。

「これくらいで意識してちゃ、先が思いやられるな」

「なっ！」

　それは『つまり』の言葉の続きだ。『つまりこれくらいで意識をしていたらダメだ』ということだろう。

　か、からかわれている。そう気づいて手を引っ込めようとするものの、彼は一向に離してくれない。

『これくらいで』と言われても、いきなり触れられたらびっくりもするし、意識もする。レンタル彼氏として女性慣れしている彼とは経験量が違うのだ。

「す、すみませんね……レンタル彼氏さんと違って、経験豊富ではないものですから」

　からかわれたことに対し、拗ねたように視線を彼から外す。尖とがらせた口でちょっと嫌味っぽく返せば、彼はよりおかしそうに笑った。

「経験豊富じゃない、ねぇ。そもそも経験自体あるのか？　これだけで耳まで真っ赤にしてるくらいだ、てっきり処女――」

「わっ、わー!!」

　って、なんてことを口走ろうとしているの!!

　個室だから周りに聞こえてはいないだろう。けれど堂々とそんな発言をされるとは思わず、一層顔を赤くして大きな声でその言葉を遮った。今この瞬間も、まだ手は重ねられたままだ。

「デ、デリカシーがなさすぎます……」

　そんな反応も予想の範囲内だったのか、真っ赤な顔の私に対して、岬課長はしれっと返す。

「はいはい、悪かったよ」

　あぁもう、本当にデリカシーがない。セクハラで訴えたら勝てる気がする。けど経験がないのは事実だ。下へ手たに誤魔化しても、彼のような人なら簡単に見破ってしまうだろうし……。

「……か、彼氏ができたことはあるんです。ひとりだけ。でも大事なのは経験人数じゃないですから、中身ですから」

　貴人さんから目をそらしながら、開き直るように言ってみせると、彼は重ねていた私の手の甲を指先でそっと撫なでた。

「ならそのひとりとは、さぞかしいい恋愛をしたんだろうな」

　彼からの『いい恋愛』というひと言に心が引っかかり、返す言葉を失ってしまう。

「失礼致します。前菜をお持ち致しました」

　ほんの少しの沈黙を破るようにウェイターがドアを開け、貴人さんは重ねていた手をそっと離す。

　テーブルには小瓶に入った冷たいコーンスープと白い皿が置かれた。その皿には、綺麗に盛りつけられたエビとアボカド、トマトのマリネに、ふんわりとしたセロリのムースが添えられ、バジルソースでハートが描かれている。

　それを見た私は、美味しそうという感想より先に「かわいい」という言葉を出してしまう。

　これは女の子が喜ぶわけだ……！　このお店がマニュアルに載っているのも納得。

「うまそうだな」

「はい。じゃあ早速、いただきます」

　フォークでエビをすくうと、そっと口に含む。プリプリのエビとソースの味がほどよく絡んでおり、つい顔がほころんだ。

「美味しい！」

　口元を手で押さえながら感激を伝えると、貴人さんは落ち着いた様子で同じくマリネを食べる。

「一応有名店だからな。うちの社長がここのオーナーと知り合いだとかで、なかなか取れない予約を優先的に取らせてくれるんだ」

「へぇ、さすが桐子さん……」

　顔の広そうな彼女なら、レストランのオーナーと繋がりがあってもなんら不思議ではない。納得しながら、皿の上の料理を次々と食べていく。

　うん、やっぱりどれも美味しい。

　顔を緩ませながら、なにげなく目線を前へ向けると、貴人さんはフォークを持つ手を止め、こちらを見て笑っていた。

　その笑顔の理由がわからず、私は食べるのをやめ、彼に尋ねる。

「どうかしましたか？」

「いや、うまそうに食うなと思って。『美味しい』って顔に思いきり書いてある」

　私の表情は思っていた以上に緩んでいたのか、彼は自分の顔をツンツンと指差しながら言う。

「えっ！　本当ですか!?」

　また恥ずかしいところを見られた！とフォークを置き、顔を押さえる。すると、貴人さんは「ふっ」と笑って野菜をひと口食べた。

「別に照れる必要ないだろ。素直でなにより」

「い、いえ、恥ずかしいです……！　いい歳して子供みたいで……」

　先ほどから赤くなってばかりいる顔を、覆うように手で隠した。

　一方で、からかったつもりなどはなく、思ったことを発しただけだったのだろう彼は、こともなげな様子で話す。

「子供だって大人だって、正直が一番だろ。気にせず食え」

　そう言われても……意識すると、気にしてしまう。

　一度少し落ち着こう、とグラスの中のワインを口にした。その瞬間、それまでの味をかき消すような予想以上の苦味が広がり、これまた正直に眉間にシワが寄ってしまった。

「……本当、素直でなによりだな」

　そんな私を見た貴人さんは、苦笑いを見せると、個室のドアを開けウェイターさんを呼ぶ。

「すみません、彼女になにかノンアルコールを」

「えっ、いえっ、そんな……」

「苦手なもの飲んでも仕方ないだろ。甘えておけ」

　いいの、かな。

　こんな風に甘えることに慣れていないものだから、どうしていいかわからない。けれど、呆れたわけでもなく、嫌な顔をするわけでもなく、私に合わせた注文をしてくれる彼の優しさにほんの少し安心した。

　そしてウェイターさんが手早く持ってきてくれたのは、シャーリーテンプルというノンアルコールカクテルだった。それは、一見オレンジジュースのような色をした爽やかな見た目のドリンクだ。

　わざわざ申し訳ないと思いながら飲んでみると、先ほどのワインとは打って変わって、カシスの甘みとレモンの酸味がほどよく、またつい顔がほころぶ。

「美味しい……」

「みたいだな。よかった」

　私の気持ちはまた顔に出ていたのだろう。こちらを見る彼は、疑うことなくすんなりと納得する。

「すみません、わざわざ……」

「いいよ、別に。お前がアルコール苦手なのがわかったから、今度から俺も考えやすい。こうやって、ひとつずつ知っていくんだよ」

　そう言った時の表情は初めて見る優しい笑顔で、その瞳には照明の明かりが輝いていた。

　こうやってひとつずつ、彼が私を知ってくれる……なんて、なんだか恥ずかしくて、だけどくすぐったい気持ち。

　その気持ちを隠すように、またフォークを手に食事を再開させた。

　厳しい中に真っ直ぐさがあるところは、いつだって変わらない。だけどその瞳はいつもよりどこか優しくて、その穏やかさに戸惑ってしまう。

　なんだか、不思議。

　いつもの私なら、相手の顔色に合わせて発言をして、自分の気持ちなんて隠してしまう。なのに貴人さんの前では、『美味しい』も『苦い』も素直に顔に表れて、そのうえ彼には全てが伝わってしまった。

　ほんの少し、いつもより呼吸がしやすく感じるのは、彼がレンタル彼氏という非日常的な存在だからなのか。それとも、貴人さんだからなのかは、わからない。けれど、どこか居心地のよさを感じている気がした。

「それにしても、お前は食べ方が綺麗だな」

「え？　そう、ですか？」

　綺麗……？

　不意に振られた話題に、小さく首を傾げる。

「普段の仕事でもいろんな人間と食事をするが、姿勢が悪かったりマナーを知らなかったり、女でも品のよくない奴も多いからな。お前、両親からいい教育を受けたんだろうな」

『両親からいい教育を』……か。伸びた背筋も、フォークとナイフの使い方も、今までは当たり前のことだったから気にもしなかった。

「……そう、ですね。姿勢やテーブルマナーは、ひと通り」

　けれどその言葉で思い出すのは、猫背だった背筋を必死に伸ばして、持ち方も使い方もわからないナイフとフォークを、あれこれと触ってみた幼き日の自分のこと。

「父の、自慢の娘になりたかったんです」

　ぼそっと呟くと、今度は向かいの貴人さんが不思議そうに首を傾げた。

「私の両親は、私が幼い頃に離婚して……私は一度母についていったんですけど、いろいろあって、中学生の時、父に引き取られたんです」

　あまり人に話したことのない過去。だけど今、言葉が自然と出てきてしまうのは、きっと彼が食べ方を褒めてくれたから。

「父はその頃から会社を持っていたので、すごく忙しくて。だけど、父は父なりに私と過ごそうと、二ヶ月に一度は必ず、時間を作って一緒に食事をしてくれたんです」

　当時のことを思い出すと、父とふたりで過ごすのはいつも外だった。時にはフレンチレストラン、時には日本料亭など、いつも高そうな店ばかり選んでいたのは父なりの見栄だったのだと思う。

「その父に、少しでも立派な娘だと思われたくて、一生懸命練習したんです」

　なんだってひとりでできるくらい、私は大丈夫だよ。マナーだって行儀だって、自分で学習できるんだよ。という主張と、私を思って時間を作ってくれる父をがっかりさせたくなかった私なりの努力だった。

「……なんて、すみません。個人的なことを、ペラペラと」

　そう言って「へへ」と笑うと、貴人さんは納得したように小さく頷く。

「そうか。ならお前のその綺麗な仕し草ぐさは、証だな」

「証……？」

　言葉を繰り返すと、彼は優しく笑みをこぼした。

「父親のためのすみれの努力と、すみれへの父親の思いの証だ」

〝証〟。私とお父さんの、互いのための証。

「……はい」

　微笑みとその言葉が嬉しい。そんな気持ちを表すように、私の顔にも笑みがこぼれた。




「ふぅ……美味しかった」

　レストランを出て、夜の街を歩きながら口から漏れるのは、至福の溜息と満足感からの言葉。

　あれから、次々と出てきた料理はやはりどれも美味しくて、それをひとつひとつ食べながらゆっくり時間をかけて楽しんだ。すっかりリラックスをした今となっては、最初の緊張が嘘のようだ。

　穏やかな気持ちで彼と並んで歩く二十三時近くの街は、まだまだ人が多い。

「お前、本当に好き嫌いないんだな。全部食ってて感心した」

　少し高い位置にある彼の横顔が、思い出したように不意に呟く。

「はい。あ、貴人さんはさりげなく玉ねぎ残してましたよね。苦手なんですか？」

　それに答えながらなにげなく問いかけると、彼は鋭い目でジロッと私を見た。

「……誰かにバラしたらシメる」

「えっ!?　い、言いませんよ!?　ちょっと子供みたいでかわいいな、って思っただけで……」

　彼の皿の端に残されていた玉ねぎを思い出しながら、慌てて首を横に振りフォローをする。

「誰が子供だ。喧けん嘩か売ってんのか」

　恥ずかしそうに顔を背ける貴人さんの態度が珍しくて、くすっと笑ってしまう。すると、ますます恥ずかしくなったのか、彼は早足で歩きだした。

「あっ！　待ってください！」

「うるさい。隣を歩きたいなら追いついてこい」

　ずんずんと先を行く後ろ姿は、人と人のあいだを自然に縫って歩いていく。

　す、拗ねた……！

　意外と子供っぽいところもあるんだなぁ、なんて思いながら、必死に追いかける。

「待ってくださいってば……わぁっ」

　ところが慌てたのがいけなかったのか、なにもない場所にもかかわらずつまずき、私はその場に前のめりになって転びかける。そんな私の身体を、少し前を歩いていた貴人さんは咄嗟に手を伸ばし、そっと抱きとめた。

「っ……と、大丈夫か？」

「す、すみません。大丈夫です」

　び、びっくりした……。

　驚きながら振り仰げば、すぐ近くに貴人さんの顔があり、身体がぴったりとくっついていることに気づいた。スーツ越しに感じるたくましい腕は、しっかり私の身体を支えてくれている。

「わっ、あっ、えっと」

　ふ、触れてしまった！

　恥ずかしくなり急いで身体を離すと、今度は貴人さんがくすっと笑う。

「そんなに思いきり離れるなよ、傷つく」

「え!?　あっ、すみません、そうじゃなくてっ……」

『別に嫌だということではなくて』と伝えたくてまた慌てると、貴人さんの長い指が私の額をピンッと軽く弾いた。

「嘘だよ。いちいち意識して、子供みたいでかわいい」

　また意地悪な言い方をして、口角を上げる。それはきっとさっきの私の言葉に対しての仕返しで、こういうところもちょっと子供みたいな人だと思った。だけど、嫌だとは思わない自分がいて……。

「ほら」

　そんな心を知ってか知らずか、不意に大きな手が差し出された。その手の意味を問うように、貴人さんへと視線を移す。

「恋人なら、手くらい繋ぐだろ？」

　黒い瞳はしっかりと私を映し、柔らかな笑みをこぼした。

　恋人なら……。そう、だ。

　恐る恐る手を伸ばし、彼の手に重ねると、長い指先で包むようにぎゅっと握ってくれた。

　これは、彼との恋愛ごっこ。彼氏のフリをした彼と距離を縮めるための行為だ。だけどその温かさで、最初の不安はどこかへいってしまった。

　思えば、誰かと手を繋ぐなんて久しぶり。手と手の感触がこんなにも心地いいと感じるのは、どうしてだろう。

　……わからない。

　だけど、〝午前〇時〟を迎えるまでは、この手は繋がれたままでいる。










ひとつ　ひとつ




『ならそのひとりとは、さぞかしいい恋愛をしたんだろうな』

　昨夜の彼のなにげないひと言で思い出すのは、たったひとりの恋の相手のこと。

　二十歳でした初めての恋は、恋愛と呼べるものなのか今でもよくわからない。

　好きだった。確かに、好きだった。だけど、この心の壁を崩すことはできないまま。

『すみれの気持ちが、俺にはわからない』

　頭の中に大きく響いた声でばっと目が覚めた。そこにあるのはいつもと変わらぬ白い天井だった。大きな窓のカーテンの隙間から差し込む、穏やかな日差しとは裏腹に、心臓はドッ、ドッと不穏な音をたてる。

「……はぁ、はぁっ……」

　急激に冴えた頭に反応するように、気持ち悪い汗が噴き出す。息が上がって、苦しい。それはきっと、今でも心に重くのしかかるもののせいだろう。

「……泣き、そう……」

　父と離婚した母を見て、『恋は人をダメにする』と思った。私には、あの人と同じ血が流れているのだから。

　幼い頃に心に刻んだそのことが、あの日も今も私を縛りつける。それ故に、抱いていた気持ちを彼に伝えることができなかった。

　だからもう、繰り返さないように。人に嫌われたくない、たとえ愛することも愛されることもなくても。無難な私のままで、いい。

　そう、思っていたのに。

　ベッドに横になったまま、太陽に照らされた自分の白い手を見つめた。




　彼氏をレンタルして、三日目。

　普段より少し早い時間に目を覚ました私は、始業時間は九時なのにもかかわらず七時半に出社した。

　今日も無難な紺色のスカートの裾すそを揺らし、まだ人ひと気けのあまりないエントランスをひとり歩く。その手には、新聞紙で包まれた小さな花束を持っている。

　趣味で自宅のベランダや窓際で花を育てている私は、時折こうして綺麗に咲いた花を会社に持ってきて、フロアや応接室の隅に花瓶に生けて飾っているのだ。

　誰かが気づいてくれるわけでも、褒めてくれるわけでもない。だけど、折角咲いた花もあんな小さな部屋で終わるより、なにげなくでも沢山の人の目に入るほうがきっと幸せだと思うから。

　誰もいないエレベーターに乗り込むと、商品企画課がある六階のボタンを押した。その指先を、まじまじと見つめる。よみがえるのは昨夜の彼の手の感触。

「……手、大きかったなぁ」

　夜の街中で繋いだ貴人さんの手は、熱くごつごつとしていて、男の人の手だと実感した。

　けど、ああやってすんなり手に触れて、簡単に繋いでしまうあたり、慣れているなぁ。やっぱりプロは違う。それに比べていちいち意識してしまう私は、なんて男性慣れしていないのだろう。経験が乏しいのがまるわかりだ。

　思い出し、またポッと頬を赤くしていると、エレベーターが目的地に着いた。

〝レンタル彼氏〟だとわかっていながらも、昨夜の貴人さんとの初めてのデートを振り返ると、どこか浮かれそうになる自分がいる。意地悪で、意外と子供っぽくて、優しさを持っている。そんな一面を初めて見て、彼へのイメージが少し変わった。

「おはようございます……」

　誰か来ているだろうかとフロア内に入るけれど、そこはがらんとしていて静かだ。

　まだ誰もいない、か。

　とりあえず荷物を置き、小さな花瓶と花を手に、廊下の端にある給湯室へと向かう。すると、ドアが微かに開いたままの給湯室から、なにやら人の声が聞こえてきた。

　あれ、誰かいる？

　勢いよく開けて先輩や上司だったら気まずいよね。

　そう思い隙間から中を覗き込むと、ふたりの男女が向かい合って立っていた。

　女性は後ろ姿しか見えないけれど、ウェーブのかかった茶色いロングヘアと背の高さから、恐らく総務課の若い子だろう。

　それに対して正面を向いているのは……黒いスーツを着た、彼。貴人さんだ。

　って、いけない、いけない。会社では〝岬課長〟だ。咄嗟に言ってしまわないように気をつけなくちゃ。

　一度呼ぶまではあんなに大変だったのに、昨日数時間呼んでいただけで、今度はそっちが癖になってしまう。オンとオフの切り替えが難しいなぁ……。

　そんなことを考えながら、入って大丈夫だろうかとふたりの会話を窺う。

「あの……私、岬課長のことが好きなんです！」

　って、えぇ!?

　聞こえてきた女性の言葉は、予想外のものだった。

　み、岬課長のことが……好き？　って、これって、もしかして、もしかしなくても告白シーン？　と、とんでもない現場に出くわしてしまった……！

　当事者である彼女のほうが、当然緊張しているだろう。けれど、見ているだけの私にも緊張が走る。

　どっどうしよう。見ちゃいけないシーンだ。けど今ここから逃げ出そうものなら、私のことだから足音をたててバレてしまうかもしれない。

　そう思うと動くことができず、一層こそこそと気配を消す。

　けど、人の告白シーンという人生で初めて遭遇する出来事に、興味は抑えきれない。見ちゃいけない、そんなことはいけない、けど……やっぱり気になる！

　そう心はグラリと揺れ、悪いとは思いつつも給湯室の中を覗き続けた。

「入社してからずっと憧れてて……もしよかったら、私と付き合ってください！」

　真剣に思いを伝える彼女に対する、青いネクタイをきっちりと締めた彼。その表情は同じく真剣で、眉ひとつ動かさない。

　昨夜も思ったことだけど、岬課長ってやっぱりモテるんだ。まぁ、確かに見た目もいいし仕事もバリバリできる。若いのに出世しているし……むしろモテない理由がない、か。仕事中は怖い人だけど。

　でもやめておいたほうがいいですよ……ドＳだし、お金で彼氏になるような人ですよ！

　心の中でそう叫びながらも覗き続けていると、岬課長は不意に小さく頭を下げる。

「……悪い。気持ちは嬉しいけど、お前のことは後輩としてしか見てない」

「そう、ですか……」

　それはきっと、残酷だけれど率直な彼の気持ちなのだろう。

「けどありがとな。気持ちだけ、受け取らせてもらう」

　顔を上げた彼からこぼされたのは、彼女を気遣うような優しい笑み。

　応えられないけど、だからといって捨てたりしない。気持ちをきちんと受け止める。そんな彼の応対は、これまで持っていた怖いイメージとは少し違って、本当はいい人なのかもしれないと思った。

「……ありがとうございます。失礼します」

　女性はそう涙声で言うと、給湯室を出ようと踵きびすを返す。

　はっ！　ま、まずい！　見ていたことがバレたら気まずすぎる！

　慌ててドアに背中を向けて、『私は全く聞いていませんでした』とアピールする。すると女性は私に気づかず足早に去っていった。

　ふ、ふぅ……なんとか乗りきった。

　ひと安心して、さて花瓶に花を飾ろうと再度くるりと身体の向きを変える。すると真正面に岬課長が立っていた。その顔は、いつも通り冷静な表情をしている。

「わっ!?　みっ岬課長!?」

「朝から覗きとはいい趣味してるな」

　驚き、飛び跳ねそうになる私に、彼は口の端を上げて嫌味な笑いを見せた。

「のっ覗きなんて……してない、ような、していた、ような……」

　必死に笑顔を作るけれど、視線を合わせることはできず目は明後日あさっての方向へ泳いでしまう。『してない』と言いきりたいけれど、どう考えてもただの覗きだ。

　しどろもどろに認めながら、逃げるように岬課長をよけ、給湯室に入ろうとする。しかし、通さないとでもいうように彼はその手を壁についた。通路を長い腕に塞ふさがれ、逃げることは諦めて彼と向かい合う。

「……岬課長、モテるんですね」

　先ほどの光景を思い出し、ぼそっと呟く。

「まぁな。それなりに」

　って、否定しないんだ。

　自慢げに言うでもなく、謙けん遜そんをするでもなく、普通の顔で頷いた彼は私の手元に目をやった。

「それ、いつも飾ってくれてるよな」

「え？　あ……知ってたんですか」

「朝早く来て仕事してる時に、たまに見かけてたから」

　そして細い指先で私の手の中にあるアリッサムの白い花びらに触れた。

「この花、いつもどうしてるんだ？　まさか買ってきてるわけじゃないだろうな」

「自宅で育ててるんです。折角なので会社にも飾ろうと思って」

「自宅で？　へぇ、すごいな」

　彼は感心したように花を観察する。その視線が少し照れくさくてくすぐったい。

「そういえば今夜だけど……」

　そう言いかけたところで、岬課長はちらっとエレベーターのほうを見たかと思えば、突然言葉を止めて私から離れる。

　あれ、どうしたんだろう……？

　不思議に思いその目線を追いかけると、ちょうど今出勤してきたらしい男性社員がこちらに歩いてきていた。

「あっ、岬課長おはようございます。市原さんもおはよー」

　いつも通りの様子で声をかけてくる彼に、「おはようございます」と挨拶を返す。そんな私の一方で、岬課長は挨拶から会話を始め、そのまま彼と一緒にフロアへと向かっていく。

　……一気に、他人の距離。そう、だよね。今は上司と部下の時間だもん。

　日頃あまり接点のない私たちがやけに近づいて話していて、万が一バレたら大変。そう納得し、給湯室へ入った。

「岬課長ー、早速ですけど昨日の件確認してもらっていいですか？」

「あとこっちもお願いします」

　花瓶に花を飾っているあいだも、廊下から〝岬課長〟を呼ぶ声が聞こえてくる。

　やっぱり、違う世界の人だなぁ。

　もともと同じ世界の人だとは思っていなかったけれど、昨日あれだけ近くに感じたせいか、今日の距離はいつも以上に遠く感じる。

「……はぁ」

　小さな溜息をついた私は、花を応接室に飾ってからフロアへと戻った。

「市原。これよろしく」

「え？　あっ、はい！」

　すると突然、岬課長から通りすがりに書類を手渡された。驚きながらも慌ててそれを受け取ると、彼は慌ただしくフロアを出ていった。

　仕事モードになると忙しい人だなぁ……。

　手渡された書類にふと視線を落とすと、水色の細長い付箋が一枚貼ってあった。

　そこには、丁寧な字で『今夜は映画な』と、ひと言書かれている。それは恐らく、先ほど彼が言いかけた『今夜だけど』の続きだ。

　たった一枚の付箋がなんだか特別なもののように感じられて、ちょっと嬉しい。

　映画、かぁ。どんなのだろう。洋画かな？　それともラブストーリー？　アクション？

　想像すると、楽しみで心が踊りだす。

　って、楽しみ？　……違う違う、楽しみなのは映画で、デートのほうじゃない。デートは、ただの恋人としての練習でしかないんだから。

　そう思いながら、緩む口元を書類で隠すようにして席に着いた。




「よし」

　十五時半になろうとしている頃、私は目の前の画面に表示されている、入力途中のデータから顔を上げた。

　今のところ今日の仕事は順調。このデータも残りの時間を使って仕上げれば、明日の提出期限には間に合いそうだ。越谷さんからの仕事もこないし、今日はなかなかいい感じに終わりそうな予感……。

　珍しく平穏に時間が過ぎ、安心感と嬉しさで笑みがこぼれた。

「市原さーん、この仕事お願ーい」

　……が。タイミングがいいのか悪いのか、油断した途端にデスクに書類が置かれた。

「……あの、越谷さん。今日は……その」

　座ったまま、笑顔の彼女を見上げ、今日こそは断ろうと勇気を出して、声を震わせる。けれどそんな私の小さな勇気など気に留めることはなく、越谷さんはまた甘えるように眉尻を下げて手を合わせた。

「私、今日すっごく忙しくてさぁ。頼れるの市原さんしかいないの～。ね？」

　うっ……またいつものパターン。

　越谷さんがすごく忙しいと言う時は、仕事ではなくお喋りで、の意味だ。以前はまともに信じてしまっていたけれど、さすがにもう騙だまされない。わかっていても、いつも断りきれず引き受けてしまうのだけれど。

　でも今日は、このデータを終わらせないと……。

　残業になれば、今晩の分のレンタル彼氏代がもったいない。データが遅れれば明日岬課長に怒られるだろう。安くはない代金と岬課長の『おいコラ、市原！』と怒る顔を想像してぞっとする。

　どちらも譲ることはできないため、越谷さんのお願いには当然頷けない。

「すっ、すすす、すみません！　でっ……できません！」

　両手を合わせて勢いよく頭を下げる。まるでどちらが頼み事をしているのかわからなくなっているけれど、なりふりを構っている場合ではない。

「はぁ？　できないとかないでしょ」

　頭上から越谷さんの不機嫌な声が聞こえ、その顔が不満で歪んでいるのが想像できた。それでも、顔をがばっと上げて縋るように手を合わせ続ける。

「できないんです！　私、今日はこれを終わらせないとっ……岬課長に本気で怒られるんです！　すごく怖いんです！　本当に怖いんです！」

　上司として怒る彼がどれくらい怖いかというと、具体例が出てこないくらい。それほど怖いのだと力説する私を見て、いつもなら引き下がらない越谷さんも、その怖さを知っているからか表情を少し緩める。

「な、なのですみません！　お返しします！」

　そして一度はデスクに置かれた書類を越谷さんへ突き返すと、彼女は不服そうながらも「あっそ」とその場をあとにした。

　や、やった……断れた！　やりました！

　岬課長のおかげが大きい気もするけれど、それでもこうしてきちんと断れたのは初めてで、私は安あん堵どで胸を撫で下ろす。

　これで自分の仕事も今日中に終わらせられるし、ひと安心だ。

「ふぅ……」

　これだけのことにもかかわらず、ほっとしたらなんだか気が抜けてしまった。

　一旦トイレに行って気持ちを切り替えよう。

　席を立ち、フロアの近くにある女子トイレへ向かい、ドアを開けようとする。すると中からなにやらにぎやかな声が聞こえてきた。

「あーもう、断られたぁ」

「あはは、今日は観念して自分でやるしかないね～」

　それは越谷さんと、よくつるんでいる女性社員たちのもの。どうやら、私に仕事を押しつけられなかった彼女は、その足でふてくされるようにトイレに行き、愚ぐ痴ちをこぼしているらしい。

　うぅ、この状況ではトイレに入りづらい。仕方ない、おとなしくデスクに戻って仕事の続きを……。

「ていうかさぁ、市原のくせに断るとか、本当むかつく」

　足の向きを変えようとした時、耳に入ってきたのはできれば聞きたくなかった言葉。

「どうせなんの役にも立たないんだからさ、へらへら笑って頷いてればいいのに」

「うわ、その言い方ひどすぎ。うけるわー」

　冷たい口調で言う越谷さんの言葉を、女性社員たちは否定せずおかしそうに笑う。

「だって本当じゃん。あいつ事務仕事以外なにができるわけ？　人として価値なさすぎ」

『なんの役にも立たない』『人として価値なさすぎ』……それらの言葉から感じるのは、むき出しの敵意だ。

　あぁ、どうしよう。怒らせてしまった。

　私は震える拳をぎゅっと強く握った。




「すみれ？」

　名前を呼ばれ、現実に引き戻される。

　気づけばそこは、がやがやと人が行き交う夜の新宿駅で、貴人さんが私の顔先で手をひらひらとさせていた。

「わっ！　えっ？　あっ！」

　突然の光景に驚きつつも、すぐに記憶が戻ってくる。あのあとなんとか仕事を終え、定時に上がった私は、今日も十九時に駅前で彼と待ち合わせをしていたのだ。

「なにぼーっとしてるんだよ。大丈夫か？」

　余程ぼんやりとしてしまっていたのだろう。貴人さんは私の様子を窺うように顔を覗き込む。そんな彼を安心させるために、私は髪を耳にかけながら小さく笑った。

「あ……はい、大丈夫です」

「ならいいけど。悪かったな、少し遅れた」

　そう言われて腕時計を見れば、時刻は十九時十五分。

　大急ぎで来てくれたのか、貴人さんは少し息苦しそうに、首元のネクタイを緩めた。

「珍しいですね、残業だったんですか？」

「あぁ。ここ何日か残業にならないようにやってたんだけどな、今日は予定より少し長引いた」

　そう、だよね。もともとすごく忙しい人で、普段は朝早くから夜遅くまで働いている。ここ数日はレンタル彼氏として過ごすから定時で上がっているようだけれど、そのために余程仕事をハイペースでこなしているのだろう。

「お疲れ、様です」

　改めてその苦労を知った私に、彼は「おう」とそっけなく答えた。

「よし、じゃあ行くぞ。すみれ」

〝すみれ〟と彼が呼ぶ。その響きにまだ耳が慣れない。その声とともにそっと差し出されるのは、昨夜と同じ大きな手だ。

「……はい」

　そっと手を繋ぎ、歩きだす。それだけのことで、この瞬間から私と彼は恋人同士になる。




　カジュアルなイタリアンレストランで簡単に食事を済ませた私と貴人さんは、その足で駅からそう遠くない場所にある大きな映画館にやってきた。カップルや学生がまばらにいる、赤い絨じゅう毯たんの広々とした館内で、私たちは並んで上映作品の一覧を見上げる。

「なに観ましょうか？」

「俺はどれでも構わない。すみれは？」

「私もどれでも大丈夫です」

　今上映している作品は、ラブストーリーにアクション、ミステリーにアニメ、と様々だ。もともと映画はどんなジャンルも好きだから、『これ』と選ぶことができない。

　そんな気持ちから貴人さんに託すと、彼は「うーん」と少し悩む。

「じゃあ、今から一番近い上映時間の映画にするか」

「いいですね、そうしましょう」

　見たいものではなく時間で決める。そんな映画の選び方はしたことがなくて、少しワクワクしながら腕時計を見た。

「えーと、今が二十時半、一番近いのが……あ、ありました。二十時四十五分からですね」

　そう言って、私は指をさした。そこにあるタイトルは『どす黒い家の底から』。

「ホラー映画みたいですね、面白そう」

　壁に掲示された、黒く長い髪の女性が目を見開いているデザインのポスターを見て、浮かれた声を出す。

　こう見えて、お化け屋敷やホラー映画はわりと得意だ。

　ところが、ポスターから隣の彼へ視線を移すと、その顔は眉間にシワを寄せ、固まっていた。

「あれ……貴人さん？」

　下から顔を覗き込んで見るものの、彼はやはり固まったまま。

　この反応は、もしかして……えーと。

「……貴人さん、ホラー苦手ですか？」

「なっ、なわけあるか！　平気だ！　全然大丈夫だ!!」

　険しい顔で『苦手』の言葉を否定する彼は、〝堂々〟とではなく〝必死〟に近い言い方をする。

　けど貴人さん、その必死さが裏目に出てますよ……！

「苦手なようでしたら、別に他のものでも……」

　私なりの気遣いでそう提案するものの、彼は首を横に振った。

「いや、決めたことだからな。全然平気だ。全然大丈夫」

「けど……」

　彼はそう言いきると、チケット売り場へずんずんと向かい、戻ってきた。その手には『どす黒い家の底から』と書かれたチケットを二枚持って。

「行くぞ」

「は、はいっ」

　本当に大丈夫なのかなぁ……。

『平気』『大丈夫』という言葉を自分自身に言い聞かせるように繰り返す貴人さんに、不安だけが感じられた。

　小さめのホールに入り、パラパラと人が座る中見つけたチケットの座席番号の席は、仕切りのないふたり用のペアシートだった。

　ぺ、ペアシート……緊張する。

　普通に座る貴人さんに続きふたり並ぶと、狭いスペースのため肩が触れた。スーツ越しの感触に反応して、つい身体が強張る。

　異性とこんな近い距離に座るなんて、何年ぶりだろう。

　意識しないように、そう思っても心はやっぱり言うことを聞いてはくれない。行き場のない手を膝に置き、小さくなった。

　そのうちに場内は暗くなり、予告とお決まりのカメラのキャラクターの映像が流れだす。辺りを見渡すフリをしてちらっと右隣に目をやると、貴人さんは肘置きを使って頬杖をつきながらスクリーンを眺めていた。

　あの格好、癖なのかな。

　思えば仕事中も、同じ体勢で書類やパソコンを見ていることが多い。姿勢がいいせいか、偉そうやだるそうには感じなくて、まるで雑誌の中のモデルみたいだ。

　綺麗な横顔。高い鼻と小さな顎あご、きめの細かい白い肌。それらがスクリーンの明かりに照らされ、一層美しい。

　つい見とれちゃうなぁ。

　こんなにもまじまじと観察していることに気づかれたら恥ずかしいため、私は始まった映画へと視線を移した。

　その時、膝の上に乗せてあった私の手が、不意に彼の手にそっと握られる。

　わっ……!?

　先ほどまで繋いでいた手。けれどこの場でこうして突然触れられるとは思いもせず、大きな声が出そうになるのをぐっとこらえた。

　い、いきなり……なに？

　バクバクとうるさくなる心臓を押さえながら彼を見るものの、その顔は先ほどと変わらずスクリーンに向いている。

　暗い中で触れているからか、歩きながら繋ぐのとはまた違い、大きな手のひらから長い指先まで、しっかりと意識してしまう。

　熱い。握られている手も、染まる頬も、熱い。全身の温度が上がっていく。

　……ドキドキ、しちゃうよ。

　目の前がホラー映画っていうのがちょっと残念だけど……。

　なんてことを苦笑いで思っていると、スクリーンには、突然わっと驚かせるような女性の幽霊のアップが映る。その途端、重ねられた手はビクッと怯おびえたように一層強く私の手を握った。

　あれ？　この反応から察するに、やっぱり。

「……あの、貴人さん？　やっぱり怖いの苦――」

「ち、違う！　少し驚いただけだ！」

　周りの迷惑にならないように小声で尋ねると、貴人さんは同じく小声で答える。必死に否定するものの、手を握る力は先ほどより強い。

　手を握った理由は、恋人とか関係なく怖いからだったんだ……。

　自分の感じたドキ、と彼の感じたドキ、の違いに、つい笑ってしまう。

「おい、笑うな。本当に俺はただ少し驚いただけで……」

　強がりというか、意地っ張りだなぁ。でも怖いの苦手なんだ。

　いつも堂々としている彼を知っているだけに、その姿はちょっと意外だ。

　またひとつ初めて見ることができた彼の一面は、決してかっこいいとは言えない部分。だけどそれを知って、少し嬉しい自分がいる。

　昨日の彼の言葉通り、こうやってひとつひとつ知っていくんだ。

　ひとつ、ひとつ。




「あー……な、なかなかいい映画だったな」

『いい映画』と言葉にしながらも青ざめた顔をしている貴人さんを見た私は、左手で自分の口元を押さえ、彼から視線を外して隣を歩いた。

「……そう、ですね……本当、なかなか……ふふっ」

「笑うな」

　こらえきれず笑い声が漏れてしまい、貴人さんはキッとこちらを睨む。

　二時間後、映画を観終えた私たちはそんなやりとりをしながら、ロビーへと出てきた。額にじんわりと汗をにじませる彼は、この手をしっかりと握ったまま。

「すみません……笑うつもりはないんですが……貴人さん、上映中ずっと……ビクッ、ビクッて……」

「うるせーな！　悪いか!?　あぁ認めるよ、怖いの苦手なんだよ！　あの女の顔も登場の仕方もいちいち怖すぎるんだよ!!」

　自分で言いながらまた思い出してしまったのか、さらに額に汗をにじませ声を荒らげる。そんな彼を見ていると、笑いが一層込み上げてくる。

　そう、映画が流れているあいだ、貴人さんは常に手を震わせ、幽霊が出る度にビクッと驚き……。クライマックスの幽霊が主人公に襲いかかるシーンでは、恐ろしさのあまり顔を右方向へ背けてしまっていた。

　普段からは想像できない、あまりに怖がる彼の姿を見てしまっては、なかなか笑いは止まらない。

「あはは……すみません、あぁ、苦しい」

「ったく、笑いすぎだ」

　思い出して、また涙が出るほどお腹を抱えて笑う私を、貴人さんは恥ずかしそうにしながら怒る。かと思えば、彼はふとなにかに気づいたように、私の顔をまじまじと見つめた。

「どうしたんですか？」

「お前もそうやって腹の底から笑えるんだと思って。いつも人の機嫌取るように愛想笑いしてるところしか見たことなかったから」

　少し驚いたような、意外そうな顔で言われて、自分自身でもようやく気づく。

「あ……」

　言われてみれば、そうだ。

　こうして人前で思いきり笑うことなんて、ほとんどなかった。ましてや会社の人相手では絶対できなかったこと。だけど今、どうしてか、彼の前ではこうして思いきり笑えている。

「す、すみません……調子に乗りました」

　自分を恥じるように、視線を下に向けて小さく口にする。

「なんで謝ってるんだよ。いいだろ、笑いたい時に笑うのが一番だ」

　すると彼は繋いでいた手を離し、その手でくしゃくしゃと頭を優しく撫でてくれる。

「人の顔色窺って見せる表情より、素直な笑顔のほうが絶対いい。そのままでいい」

　優しい声と包むような手、向けられる微笑み。それら全てが温かい。

　顔色を気にせず、そのままでいられる。そして、そんな私を受け入れてくれた。

『そのままでいい』という、彼のくれた言葉が胸に染みる。

「ありがとう、ございます……」

　溢れる嬉しさを表すように笑みをこぼす。

　過去の過ちを繰り返したくない、誰かに嫌われたくない。

　臆病な心は、今も必死にそう願う。

　けれど、触れた彼の温かさになにかが変わろうとしている。

　そんな気が、したんだ。










強くなりたい




　頬が痛くなるくらい思いきり笑えたのは、何年ぶりだろう。

　誰かの顔色を見て笑顔を作るのではなく、笑いたいから笑うってこんなに心が軽くなるんだ。

　その笑顔を受け入れてくれる人がいる。それだけで、そのままの私でいいと、許されたようで嬉しい。貴人さんの言葉が、笑顔が、臆病な私の心を変えていく。前に進む、小さな一歩を踏み出す勇気をくれる……。




「市原さん！」

　貴人さんと映画を観に行った日の、翌日。

　突然響いた声で我に返ると、隣で女性の先輩が冷や汗をかき、気まずそうな顔をしていた。

「す、すみません。ちょっとぼーっとしてました」

　いつもなら『なにぼんやりしてるのよー』と笑う先輩が、小声で「向こう！　向こう！」と言い指をさす。そちらに目をやると、そこにはいつも通り皆がバタバタと仕事をするオフィスがある……はずが、皆ヒヤヒヤとした目で壁際のデスクにいる私ともう一方を見ていた。

「ん？　なに？」

　不思議に思いながら目を向けたそのもう一方には、向かいの列の一番端にあるデスクで頬杖をつき、こちらを睨む貴人さんがいた……。

「ほう、ぼーっとしてたか。人がさっきから何度も何度も何っ度も呼んでるのになぁ？」

　冷ややかに怒る彼の言葉を聞いて、この空気の原因は自分にあることを知り、サーッと全身の血の気が引くのを感じた。

　ひ、ひぃー！　気づかなかった!!

　何度呼んでも返事をしない私に対して段々怒りを募らせる貴人さんを見て、周りの皆は戦せん慄りつし、見かねた先輩が声をかけてくれたのだろう。

　状況を把握した私は「す、すみません！」と謝りながら慌てて席を立ち、彼のデスクへと駆け寄った。

「お前に任せた企画の参考資料をメールで送っておいたから、確認しておくように」

「あっはい！　ありがとうございます！」

　ぺこりと頭を下げた私は、バタバタとまた自分のデスクに戻り、パソコンの受信フォルダを開く。

　あぁもう、よりにもよって貴人さんに呼ばれた時にぼーっとしていたなんて……！　仕事に身が入ってないって、絶対呆れられたよね。ああ、情けない。

『そうじゃないんです、今たまたまちょっとぼんやりしてしまっていただけで……』そう強く否定したいけれど、言葉を重ねるほど言い訳がましくなってしまう気がしたので、私はすぐに仕事に取りかかろうと気を引き締める。

　今は仕事中！　シャキッとしないと！

　自分に活を入れ、貴人さんからの社内メールに添付された『参考資料』と書かれているファイルをクリックする。ところが、そのファイルは一向に開く様子がない。

「あれ……たか、じゃない、岬課長。ファイル、壊れてるみたいなんですけど……」

　少し距離のある貴人さんのデスクに届くくらいの大きな声で言うと、こちらを見た彼の眉間にはシワが寄る。

「あぁ？　そんなわけがあるか」

「でも……」

　マウスを片手にカチカチとファイルをクリックする私をまどろっこしく思ったのか、貴人さんはこちらへ来ると背後から画面を覗き込んだ。

「あれ、本当だな。おかしいな、そんなに重いデータでもないはずだが」

　そしていたって自然に、私の右手に自分の右手を重ねてマウスを操作した。その手は、昨日の感触を思い出させ、また私の心臓をドキッとさせる。

　ち、近い！　近いです！　貴人さんー!!

　この状況だけでもドキドキしてしまうのに、私の顔のすぐ横に貴人さんの顔があることに気づく。髪が揺れ、匂いがほのかに香り、一層強く彼を意識してしまう。

　微かな香水と、そこに混じるアイロンののりの匂い。耳元で響く低い声は、脳の奥へと響いて……。

「市原、ちょっと」

「はっはいいっ！」

　フロアの入口のほうから男性の声に呼ばれ、私の意識は現実に引っ張り戻された。勢いよく立ち上がると、ゴツ！と肩になにかがぶつかる。

「いっ～……！」

　肩に痛みが走り、声を上げたけれど、隣の貴人さんは私以上に痛そうに顎をさすっていた。考えてみれば、私の顔のすぐ横に彼の顔があったのだから、いきなり立ち上がれば肩がその顎にぶつかってしまうのは当然で……。

「すっすみません！　重ね重ねすみませんー！」

　慌てて頭を下げると、貴人さんは私の肩をポンッと叩き、顔を近づける。

「……お前、今夜覚えておけよ」

　周囲に聞こえないように耳元で囁ささやくそのひと言に、言いようのない恐怖を感じ、冷や汗が全身の毛穴からぶわっと噴き出す。それを拭う暇もなく、逃げるように先ほど私の名前を呼ぶ声がしたほうへと駆けだした。

　ひ、ひぃー！　さらにやらかしてしまった!!　あぁ、絶対あとで思いきり叱られる！　全力で謝ろう、土下座しよう……！

　そう心に決め廊下へ出ると、そこには険しい顔をしたふくよかな中年男性……営業部の部長と、越谷さんが待ち受けていた。それまで自分がいたフロア内の空気とは一変して、なにやら不穏な雰囲気が漂っている。

「……どうかされたんですか？」

　部長と越谷さんという意外な人物に呼び出され、純粋に浮かんだ疑問を投げかける。

「市原、これはどういうことだ？」

「え？」

　部長が険しい顔のまま私に見せてきたのは、一枚の紙。営業事務の仕事のひとつである、大手製薬会社宛ての発注書だった。全店舗から希望数を聞き取って、本社からまとまった個数で発注をかけることで、値下げ交渉を行うという、よくある取引内容のものだ。

　ところがよくよく見れば、それはどの商品も空欄で……締め切りはもう数日前に過ぎているというのに未完成のままだった。

「これ……」

「取引先から『まだ発注がきていない』と連絡があって確認してみればこれだ。取引先には謝って、明日の朝まで待ってもらえることになったが……」

　眉間にシワを寄せる部長の手から発注書を受け取り確認すると、右端の担当者欄には『越谷』と書かれている。これを私に見せる意味がますますわからない。

「聞けばこの仕事、お前が受け持ったそうだな？」

　真剣な顔で部長が唐突に言ったひと言を聞き返すように、首を傾げた。

「え……？」

　私、が？　ううん、そんなわけない。そもそも営業事務の仕事だし、仮に越谷さんから頼まれたとしても、引き受けたものは全てその日のうちに終わらせている。ましてやこんなに大きな仕事、やり忘れるはずがない。

「わ、私、知りません！　頼まれた仕事は漏れなくやっていますし……これは頼まれてもいません」

　自分の仕事に対する自信から、首を横に振り、はっきりとした口調で強く否定する。

「だが、頼んだんだろう？　越谷」

　部長が少し戸惑った様子で越谷さんを見ると、彼女は瞬きひとつせず頷いた。

「はい。その日、私すっごく忙しくて、市原さんのほうから『手伝おうか？』って言ってくれたからお願いしたんです。……でも市原さん、自分の名前の仕事じゃないからってあと回しにして忘れたんじゃないですか？」

「そんな……」

　越谷さんはまるで事実のようにすらすらと述べてみせる。けれどそんなことを言った覚えはないし、絶対に私のもとへはきていない仕事だ。

『違う、私じゃない』と反論しようとするものの、自分の部署のメンバーである越谷さんを信じきっているのか、常務の娘だから庇っているのか、部長は私に疑いの目を向けた。その隣にいる越谷さんからも鋭い視線を投げつけられ、言葉が喉のどで詰まる。

　否定しなきゃ。違うって言わなきゃ。私ひとりのせいになって、また同じことを繰り返す。そうわかっているのに。

『どうせなんの役にも立たないんだからさ、へらへら笑って頷いてればいいのに』

　昨日の越谷さんの言葉がよみがえり、声が出ない。

　……空気を、読まなきゃ。こんな役立たずの私は、聞き分けよく、頷かなきゃ。

「……すみません、でした……」

　目に涙がにじむのを隠すように、頭を深く下げた。絞り出す声は、静かな廊下に情けなく消えていく。

「謝るより先に仕事を片づけるべきだろう。今日中に終わらせてくれればそれでいいから」

「……はい、必ず終わらせます」

　約束させたことで納得したのか、部長はその場を去っていった。ゆっくり頭を上げた先には、腕を組む越谷さんがニヤリと笑みを浮かべ立っている。

「いやー、市原さんありがと！　助かったわ！」

　責めるような目つきが、途端に安心しきったものに変わった。

「……越谷さん、やっぱり」

「あの仕事ついうっかり忘れちゃってさぁ。でも今日中とか言われても私今夜も予定あるし、市原さんならやってくれるって信じてたから！」

　やっぱり、彼女のミスだった。それを隠すことも悪びれることもなく、彼女は笑って私の肩をポンッと叩く。

「ま、今日中に終わらせればお咎とがめなしだからさ！　よろしく～」

　そしてまた全てをこちらへ押しつけると、なんてことないように手を振り去っていく。

　その景色を見て、あぁ、やっぱり私はこういう役目の人間なのだと思い知った。

　悔しい、腹立たしい。

　だけどそれは、押しつける彼女に対してでも、疑う上司に対してでもない。正直に、自分の意見を言えない自分自身に対してだ。

　なのに心の奥には、『悔しくても諦めろ』と言う自分もいる。私が黙って頷いていれば、余計こじれることもなく終わる話だ。私が全て請け負えば、誰も嫌な思いをしない。嫌な空気にもならないし、平和に収まる。なら、それでいいじゃないか。

　自分の意思を示して嫌われるくらいなら、平気なフリをして全てを背負おう。

　……それで、いいんだ。




　壁にかけられた時計が十九時を指す頃、しんとしたフロアの中で、私はひとり無言で昼間の発注書を片づけていた。一店舗ごとの発注内容が細かいうえに量も多い。肩にも目にも疲れが溜まってきているけれど、手は止めず、店舗ごとに品番と個数、納期を細かく指定していく。

　このペースだと、終電までに終わるか微妙だ。電車がなくなったらタクシー……は、さすがにちょっと料金的に痛いな。

　今日はさすがに貴人さんとのデートは無理だと判断した私は、あのあとすぐ社内メールで【本日、発注書のミスで残業します】と、業務的な言い方で夜の約束を断った。彼からの返信はなかったけれど、『あれほど残業にならないようにと言ったのに』と呆れていることだろう。

「……はぁ」

　小さく溜息をついた時、ガチャッとフロアのドアが開く音がした。

　まだ誰かいたのかな、となにげなしに目を向ければ、そこには書類の束を手にした貴人さんの姿があった。

「あれ……残業、されてたんですか？」

「どっかの誰かにデート断られたからな。仕方なく仕事だ」

「うっ、すみません」

　チクッと刺すように言われ、気まずくなった私は視線をパソコンへと移す。すると、彼は革靴をコツコツと鳴らし、こちらへと近づいてきた。

「営業部の部長から聞いた。お前、頼まれてた仕事やり忘れてたんだって？」

　きっと、文句を言うように聞かされたのだろう。『お前のところの市原が……』とくどくど話す部長の姿が簡単に想像できた。

『違う、そうじゃない』という言葉をまた呑み込んで、へらっと笑う。

「そうなんです。つい、うっかり。すみません」

　けれどそんな愛想笑いを吹き飛ばすように、後ろに立つ彼は私のデスクをバン！と叩いた。

　それに驚き、彼を振り仰ぐ。

「なんで否定しないんだよ、お前は」

　その目はいつも以上に冷ややかに、腹立たしげな鋭い目つきで私を映していた。

「な、んで……」

「お前がそんなミスをしないことも、頼まれた仕事はその日のうちに全部やることも知ってる。だから、お前じゃないんだろ」

　彼は全てわかっていた。私の都合のいい嘘と愛想笑い。だからこそ余計に、苛立ったような感情をむき出しにして、こちらへぶつけるのだろう。

「……私のせいになれば、上手く話が収まりますから。誰も嫌な思いをしなくて済みますし」

　逃げるように目をそらし、頼りない声で取り繕う。けれど、彼は逃がしてはくれない。

「へぇ。人の顔色見てご機嫌窺って、ミスもかぶって、そこまでして人に嫌われたくないか？　そこまでして好かれて嬉しいのかよ」

　こちらを睨むような瞳と率直すぎるほどの言葉が、心の奥にグサリと刺さる。

　そこまでして嫌われたくないか？　好かれて嬉しいか？

　なんで、そんな言い方をするの。あなたは、全てを持っているくせに。

「貴人さんにはわかりません!!」

　勢い余って出た大きな声は、誰もいないフロアに思いきり響く。

「皆に好かれて、いつも中心にいる……私とは違う世界にいるあなたには、私の気持ちなんて理解できない……！」

　自信、勇気、信頼、私の持っていないものを全て持っている、私とは真逆の世界の人。皆が信頼していつも名を呼ぶ、眩しい、遠い、世界の人。そんなあなたには、関係のないことだろう。

　今にも泣きだしそうになりながら、彼を睨むように見つめ返す。

「……わかりたくもねぇよ、お前みたいな臆病者の気持ちなんて」

　先ほどまでの感情的な様子から一転、一気に冷めた目になった貴人さんは、突き放す言葉を残してフロアを去っていった。

　ひとりきりになったその場で、私はパソコンに向き直り、仕事を再開させる。

　……嫌な言い方。やっぱり冷たい、きつい人。

　貴人さんみたいな強い人には、私の気持ちなんて知る必要はないのだろう。そんな彼に構っている暇はない。臆病者は臆病者らしく、おとなしく仕事をするだけだ。

　そう思うのに、視界は涙でにじみぼやけてしまう。

「っ……」

　ぽた、とひと粒こぼれた涙は、ぽた、ぽた、と次々に溢れだす。

　……わかってる。彼の言葉が、正しいこと。私はただの臆病者で、それを言い訳に楽なほうへ逃げているだけ。

　彼が皆に好かれて中心にいるのは、自分の役割にプライドを持って、人の倍以上の仕事をこなしているから。実力が伴っているだけ。

　世界が違う人？　そうじゃない。誰にでも拒むことなく真摯に向き合うから、周りも同じように向き合い惹ひかれるだけ。

　全て、彼の努力がもたらした結果だ。

　心を閉ざして本心ひとつ言わない、そんな私を誰も信頼などするわけがない。嫌われないように空気を読んで取り繕っていることなど、きっと周りにだって本当はバレている。上辺には、上辺でしか返ってこないから。

　そんな自分と彼を勝手に線引きして、『どうせ世界が違うのだから』と言い訳をしているだけ。本当はこんな自分が情けなくて、かっこ悪くて、悔しくて……こんな自分が、大嫌い。

「っ……うっ……、ぐすっ……」

　変わりたい。変わりたいよ……。

　誰にどう思われても平気でいられるくらい、凛りんとした人になりたい。だけど怖くて、どうしたらいいかわからないの。

　本当は、ずっとずっと、心の中で願っていた。

　強く、なりたい。

「……終わった……」

　疲労感に満ちたふらふらとした足取りでフロアを出る。

　あのあと、泣きながらもひたすら必死に仕事をした私は、なんとか予定よりも早い二十三時に終わらせることができ、ようやく帰路へ就つこうとしていた。

　窓ガラスに映った自分の顔は、涙で化粧がにじみ、おまけに疲れも出ていて、それはひどい顔をしている。

　この顔で電車乗るの……嫌だな。

　とは思うものの、電車に乗らなければ帰れない。手の甲で目の下についたままだったマスカラの繊維を拭い、ビルを出ようとエレベーターへ向かう。

「終わったか？」

「え？」

　この声は……？

　もう誰もいないはずの廊下から聞こえた声のほうへ視線をやると、そこには先ほど背中を向けて去っていった貴人さんがいた。

　どうして……彼が、ここに？

「もう、帰ったんじゃなかったんですか？」

「そのつもりだったんだけどな。おい、今何時だ？」

「え？　今……二十三時、五分です」

　いきなり時間を聞かれたことに戸惑いながらも、腕時計を見て伝えると、彼は「よし」と頷いた。

「なら二十四時まではあと一時間くらいあるな。来い」

「え？　わっ」

　そして私の手を引き、やってきたエレベーターに乗り込む。押されたボタンは最上階を示す『十』の数字だ。

「あの、どこへ行くんですか？」

「上だよ、上」

　貴人さんはそう言って小さく笑う。

「上……？」

　そして十階へと着くと彼は手を引いたまま歩き、そこから階段でさらに上へとのぼるとドアノブに手をかけた。

　ガチャ、と開けたドアの向こうに見えたのは、広々とした屋上。このビルはあまり高いほうではないけれど、柵から見渡せば、街の明かりがチカチカときらめき、頭上には満月が浮かんでいた。

「屋上……初めて来ました」

「だろうな。屋上に上がれるって知ってる奴も、ほんの一部だろうし」

　ひゅうと吹く涼しい夜風に揺れる髪を押さえると、彼は手にしていた鞄から缶コーヒーを二本取り出し、そのうちの一本を私へと差し出した。

「お疲れ。ほら、ご褒美だ」

　彼の手から受け取ったそれは、少しぬるくなったホットコーヒーで、熱すぎず冷たすぎない温度が五月の夜にはちょうどいい。

　私は缶を握りながら、パッケージの『ミルク多め』という文字を確認した。

「……今日は、ブラックじゃないんですね。この前はびっくりしてむせちゃいました」

「はは、この前気づかずに飲んだのか？　バカだな」

　先日の優しさに見せかけたブラックコーヒーは、やはりわざとだったらしく、貴人さんはからかうように笑っている。そんな彼を横目に、私はプルトップを開け、コーヒーをひと口飲んだ。ミルク多めの甘い味に、少しほっとする。

「この時間まで、待っててくれたんですか？」

「あぁ。二十四時までは、お前との恋人の時間だからな」

　ふたり並んで街を見下ろしながら、会話を交わす。

「……二十四時までに終わらなかったら、どうするつもりだったんですか？」

「そりゃあ置いて帰るに決まってるだろ。けど、終わるって信じてたよ。丁寧なのに早いのが、お前の仕事の長所だから」

　柵に寄りかかりながら、彼もコーヒーの缶を開けて口に運ぶ。

　貴人さんは信じてくれていた。私を、私の仕事を信じて、待ってくれていた。私は、彼にあんな最低な言い方をしたのに。

「……貴人、さん」

「ん？　なんだよ」

　その瞳がこちらを向いた瞬間、私は思いきり頭を下げた。

「さっきはごめんなさいっ……！　自分勝手な、八つ当たりでした」

　図星を突かれて、恥ずかしかった。そんな自分の気持ちを一方的に彼にぶつけてしまっただけだ。

「貴人さんの言う通りなんです。私は、ただの臆病者で……人の顔色を窺って、自分が損をするとしても、それ以上に嫌われるのが怖くて」

　頭を上げると、彼は少し驚いた顔で私を見ていた。

　謝ったところで、貴人さんを嫌な気持ちにさせたことも、自分のダメなところを正当化しようとしたことも変わらない。

　だけど、伝えたいと思った。こんな私を信じてくれたあなたに、この心のほんの一部でも、知ってほしいと思ったんだ。

「本当は……こんな自分、大嫌いなんです」

『大嫌い』、そのひと言を夜空の下で小さく呟く。

「人目を気にしないくらい、強くなりたいんです。でも、上手くいかなくて……貴人さんが羨うらやましいからって、あんな言い方をしてしまって、本当にすみませんでした」

　ごめんなさいも、すみませんも、言い訳にしか聞こえないかもしれない。けれど、私も知っているんです。貴人さんの努力や苦労を。だからこそ、ごめんなさい。

　そんな心の奥の気持ちをひとつひとつ言葉にすると、また涙が溢れてきて、下を向いてしまう。

　すると、不意に頭をポンッと撫でられた。

「俺こそ、一方的に言いすぎた。ごめん」

　まさかの出来事に、思わず涙で濡ぬれた顔を前に向ける。

「えっ、そんな……あれ、貴人さんって人に謝ることあるんですね」

「お前なぁ……」

『ごめん』と言われるのが予想外で、つい失礼な発言をしてしまう私に、彼は苦笑いをした。

「ウジウジして言われるがままになってるお前見てたら、腹立ってきたんだよ。……けどあれは俺の一方的な意見で、お前の気持ちを考慮してなかったって、あとからちょっと反省した」

「貴人さん……」

　頭に触れた彼の手は、そのまま頬に添えられて、溢れる涙を親指で優しく拭う。

「今日の仕事も、越谷のことも、俺が手を出して助けてやるのは簡単だ。だけどそれじゃ意味がない。すみれ自身が変わって乗り越えなくちゃ、根本的な解決にならない。ただ、それをどう伝えれば伝わるだろうかとか、そうやってすみれのことを考えてるだけで、待ってる時間なんてあっという間だったよ」

「ははっ」と笑う彼の黒い髪を、夜風が優しくなびかせる。

　私のことを、考えてくれていたなんて……。

　彼の思いに、心はまた温かさを増す。

　大切なものに触れるように、もう一度彼の指先は私の目元の涙をそっと拭った。

「嫌われたくないとか、そういう気持ちもわからなくはない。俺だって同じだ。自慢じゃないけど、俺は嫌われやすいからな」

　そう言って、貴人さんは自じ嘲ちょうするように笑う。

「え？」

　嫌われやすい？　あんなにも皆から慕われているのに？

　誰かに怖がられることはあっても、嫌われているイメージはないので不思議に思った。

「上司とか先輩とか、まぁ出る杭くいは打たれるってやつだな」

　ふんっと鼻で笑う彼に、涙は止まり、代わりに苦笑いがこぼれた。

「自分で言っちゃうんですね……」

「それくらい自分の仕事には自信があるってことだ」

　自信満々なその言葉は、彼らしいといえば彼らしい。

　けど、言われてみればそうかもしれない。私たち部下や後輩から見れば、頼もしい上司であり先輩でも、貴人さんより上の立場の人からすれば気に食わない存在にもなりえるのだろう。だけど、彼がそのことで落ち込んでいるところなど見たことがない。

「嫌われたくなくて、悩んだりしないんですか？」

　私だったらきっと、へこんで立ち止まってしまうだろう。そんな思いから尋ねると、貴人さんは「うーん」と少し考え頷く。

「そうだな。悩む暇があるなら仕事でもするかな」

「え？」

　悩む暇があるなら？

　意味を問うように首を傾げると、彼はじっと私の目を見つめる。

「地道に真面目に仕事をやっていれば、信頼も結果もついてくる。人に誠意を持って接すれば、誠意になって返ってくる。いつだってその繰り返しだ」

「繰り、返し……」

「悩んだり媚こびを売る暇があるなら、そうやってひとつひとつ戦って、力にしていく。きっとそれは俺だけじゃない。誰だって、どこかで毎日、なにかと戦ってるんだよ」

　そう言いながら、彼の視線はきらめく夜の街へと向けられた。

　戦っている。

　皆、思いややり方はそれぞれ違えど、毎日どこかで、なにかと。それは、私が弱い自分から変わりたいと願うように。

「だから、お前がなににそんなに怯えてるのか知らないけど、そのままでいい」

「そのまま……？」

「すみれが思うままに笑っていれば、人は惹かれて寄ってくる。素直な気持ちを言えば、素直な言葉が返ってくる。それは時に傷つくものかもしれないし、嬉しいものかもしれない。でも、全部ひっくるめて、ひとつひとつ力にしろ。糧にしろ」

　街から私へ視線を戻すと、言い聞かせるように、しっかりと伝えてくれる。

　人から返ってくる素直な気持ちは、きっと都合のいいものばかりではない。皆が皆、私に共感してくれるとは限らないから。そうだとしても、全部を自分の力にする。いいことも悪いことも受け止めて、へこんで立ち直って、そうやって強くなっていくんだ。

「いざという時は、俺がいてやる。だから大丈夫だ」

　貴人さんはしっかりとそう言いきると、両手で私の顔を包み、笑う。その瞳は、街の明かりでキラキラと輝いていた。彼の心の眩しさを表すように。

　ずっと、怖い人だと思っていた。だけど今、確信した。

　貴人さんは、優しい人だ。温かく真っ直ぐな心で包んでくれる人。そんな彼の言葉は、するりと全身に染み渡っていく。

〝思うままに〟なんてきっと簡単なことじゃない。勇気がいるし、怖いことばかりだ。

　だけど、あなたがいてくれるのなら、あなたが大丈夫だと言ってくれるのなら、単純かもしれないけど、大丈夫かもしれないって思えてしまう。

「……はい」

　弱い私と向き合って、強くなりたいという願いを笑うことなく聞いてくれた。そんな彼の温かさに、一層涙が込み上げる。

　彼の優しさが嬉しい。だけど、甘えてばかりじゃきっとダメだ。前を向いて、頑張らなくちゃ。少しずつ、少しずつでも、その心に応えるために。

　思いを見守るように、頭上の夜空にはチカチカと星がきらめいていた。










「踏み出せ」




『どうせなんの役にも立たないんだから』

　自分の価値を決めつけて、嫌われることを恐れ、逃げてばかりいた自分。

　だけど、彼の言葉が勇気という魔法をかけてくれた。

『いざという時は、俺がいてやる』

　それはこの心にしっかりと刻まれた、解けることのない魔法となる。




　朝六時半。自宅の洗面所の鏡に映る私の顔は、涙で浮む腫くみ、少しブサイクだ。だけど、心はどこか清々しい。

　その顔を、両手で挟むように、軽くパンッ！と叩いた。

「よしっ」

　彼氏をレンタルして五日目の朝。今日は自宅を出る一歩目を、いつもより大きく踏み出してみた。眩しい太陽の下、道を歩く足の力強さは、精一杯の気合いの表れだ。

　昨夜はあのあと、貴人さんと屋上でコーヒーを飲みながら話をした。

　貴人さんの入社当時のこと、上司からされた理不尽なこと、仕事でその仕返しをしたこと。今まで知らなかった彼の話を聞いているうちに、いつしか涙は乾いていて、思いきり笑えていた。

　二十四時になる前に会社を出て、電車だと遅くなるからとタクシーで自宅まで送ってくれた貴人さん。きっちりとタイムリミットを守るところが彼らしいと思ったけれど、どこか寂しさを感じてしまっている自分がいた。

　……って、あれ。あのタクシー代もあとで請求くるのかな。いったい全部でいくらかかるんだろう、恐ろしい！

　一瞬現実的なことが頭をよぎってしまうものの、歩きながらオフィス街を見上げれば、高いビルとビルのあいだから真っ青な空が見えた。

「いい天気……」

　この街は今日も、沢山の人が行き交っている。きっと皆それぞれ、なにかと戦っている。私も戦うんだ。非力でも、逃げ出しそうでも、私なりに。

　また一歩踏み出せば、心にまとわりつく鎖が少しずつ解けていく気がした。

　会社に着き、エントランスを抜けると、奥にあるエレベーター前に男性の後ろ姿があった。

「……あ」

　それは、紺色のスーツを着た貴人さん。

　下りてくるエレベーターを待つ彼は、今日もすらりと細く、黒い髪もきっちりとセットしている。昨日のことを思い出すと、少し恥ずかしくて声をかけられず、遠目からじっと見つめてしまう。

　こちらに気づくことなく立っている彼は、不意に「ふぁ」と大きなあくびをこぼした。

　あくびなんて、珍しいかも。眠いのかな？

　思えば、毎日夜遅くまで私といて、朝はこの時間に出勤して……ゆっくり休めていないのかもしれない。サラリーマンをしながらレンタル彼氏をするなんて、きっと大変だろう。

　まじまじと見ていると、数メートル後ろからの視線を察したのか、彼はこちらを振り向いた。

「おう、市原。おはよう」

「おっおはっおはようございます！」

　突然声をかけられたことで思いきり動揺した私を、彼はおかしそうに笑う。

「なにしどろもどろになってるんだよ。朝から変な奴だな」

　ちょうど来たエレベーターに乗る貴人さんに続き駆け込むと、小さな密室の中ふたりきり。六階のボタンを押す彼の指先は白く綺麗で、つい目を奪われる。

「大丈夫ですか？　お疲れじゃないですか？」

　突然そう問いかけた私に、貴人さんは少し驚いた様子を見せた。

「え？　なんだよ、いきなり」

「さっき大きなあくびをされていたので」

　気遣いから言ったけれど、彼は「見られてたか」と少し恥ずかしそうに頭をかく。

　はっ、あくびをしている姿ってあんまり見られたくないよね。わざわざ言うべきじゃなかったかも……！

　余計なことを言ったことに気づき落ち込んでいると、貴人さんはいたって普通の口ぶりで首を横に振る。

「別に、夜遅いのも朝早いのもいつものことだ。気にするな」

「でも……あっ、でしたら今日はデートなしでも」

「なに言ってる。金もらってる以上そんなことできるかよ」

　それはそうなんだけど……それでもやはり貴人さんの身体が心配になってしまう。なにか私にできることはないだろうか。

　悩んでいると、彼は「ふっ」と笑みを見せ、私の腕を引っ張る。

「わっ」

　そして私を囲うように壁に手をつき、顔を近づけた。

「えっ、あっ、えっと」

　ち、近い！

　触れそうなほどの距離に急接近され、ドキッと心臓が強く跳ねる。

「それなら、デートなしより身体で癒してくれるほうが嬉しいんだけどなぁ」

　私の顎を指先でクイッと持ち上げ、その唇は小さく笑う。

「え!?」

　か、身体で!?

　近づく顔と、逃げられないように伸ばす腕、極めつけは『身体で』のひと言。それらに恥ずかしくならないわけがなく、かあっと顔が赤くなっていくのを感じた。

「か、身体でと言われましても……癒せるほどの技量は、私にはないといいますか、むしろ貴人さんにご苦労をおかけしかねないというかっ……」

　耳まで真っ赤にしてパニックになっていると、エレベーターはポン、と音をたてて止まった。途端に貴人さんはスッと身体を離して平然と降りていく。

「えっ!?　あ、あのっ!?」

「じゃ、今日も十九時なー」

　背中を向けたまま言う楽しげな声色から、またからかわれたということにようやく気づいた。

　そうだ、彼がいきなり距離を詰めるのは大抵私をからかう時だ。わかっているのに、いちいちこうしてドキドキしてしまう。

「はぁぁ～……」

　朝は上司と部下の時間。恋人じゃない。なのに、こうして不意に近づくから、私の心臓はうるさくなる。




「市原さん、おはよーございます！」

「ひゃあっ！」

　いつも通りデスクに着き、仕事を始めていると、フロアへやってきた津賀くんが、今日も長めの毛先を揺らし、元気よく私の背中をバシッ！と叩いた。

「つ、津賀くん……おはよう」

「いやぁ市原さん聞きましたよ～。昨日、山のような仕事をひとりで片づけたらしいですね！　さっき向こうで営業部の人たちが『さすが市原』って噂してましたよ！」

　彫の深い綺麗な顔を緩ませて、子供のように無邪気に笑う津賀くんが言うのはあの仕事の件だろう。周囲の反応をわざわざ教えに来てくれた彼は、高いテンションを伝えるようにバシバシと私の背中を叩く。

「しかもあれ、越谷さんの仕事だったんですよね？」

「え？　どうして知ってるの？」

「越谷さんが市原さんに押しつけてるの有名ですから。部長以外、皆ちゃーんとわかってますよ。それでもちゃんとやっちゃうから、市原さんはすごいねって」

　津賀くんは笑顔でそう言い、同意するように頷く。

　皆、わかってる。見てくれている。そのことが嬉しくて、「へへ」と笑みがこぼれた。

「市原さーん、おはよ～」

　津賀くんと話をしていると、今日も越谷さんがやってきて、バサッとデスクに書類を置かれた。

　濃い黄色と白のビタミンカラーのトップスを着た彼女は、きつめの顔立ちを一層際立たせる真っ赤な口紅を塗った唇で笑う。

「昨日はお疲れ様、ってことで今日もこれお願いね！」

　まさか昨日の今日でまたこうして仕事を持ってくるとは思わず驚いていると、私の横で津賀くんが先日以上に顔をしかめる。

「ちょっと、それはないんじゃないですか？　昨日自分がなにしたか覚えてます？」

　彼は当人である私より先に不満を発し、越谷さんに冷たい目を向けた。

　それでも、彼女に悪びれる様子は一切なくけろっとした顔で堂々と話す。

「えー？　私はなーんにもしてないけど？　自分のミスを自分でやっただけでしょ？　ね、市原さん」

「お前なぁ……」

　人のことながらも津賀くんの怒りは頂点に達しそうだ。

　越谷さんはそんな彼を鬱うっ陶とうしそうに見ると、ふんと鼻で笑う。

「それに市原さん自身がやるって言ってるんだから。あんたにあれこれ口を出される筋合いないもの」

『断るわけないでしょ？』とでも言うような威圧的な笑みが、私の拒否のひと言によって歪むかと思うと、やっぱり尻込みしてしまう。

　責められるのも、嫌われるのも、怖い。だけど……。

『誰だって、どこかで毎日、なにかと戦ってるんだよ』

『全部ひっくるめて、ひとつひとつ力にしろ』

　昨日の彼の言葉と真摯な眼まな差ざしが頭に浮かび、自分の心の中の強い気持ちを思い出す。

『変わりたい』って、思ったじゃないか。

『勇気を出す』って、決めたじゃないか。

　戦うんだ、私も。貴人さんのくれた言葉とともに。

「……お断り、します」

「え？」

　椅子から立ち上がり小さく呟くと、ふたりは意外だったのか、きょとんとこちらを見る。

「わ……私にも、仕事があるので。自分の仕事は、自分でやってくださいっ……」

　裏返りそうな声で言い訳せずにしっかりと伝えた私を、越谷さんはきつい目でキッと睨む。

　けど、ここで怯ひるんじゃダメだ。そう心に決め、私は逃げ出したい気持ちをぐっとこらえて真っ直ぐ彼女を見た。しっかりと視線を合わせた途端、越谷さんの強気な目は段々と威勢を失っていく。

「な、なによその目……わかったわよ、もういい！」

　いつも通り、ここで折れると思ったのだろう。まさか私が見つめ返すのは予想外だったようで、彼女は動揺しながら書類を手に去っていった。

「……ふぅ」

　言え、た……。

　安堵で、大きな溜息をつくと、隣で一部始終を見ていた津賀くんが、正面から私を抱き締めた。

「わっ、津賀くん？」

「よくやった、市原さん！　偉い偉い！」

　彼はまるで自分のことのように喜んで、バシバシと私の背中を叩く。

　仮にも女性が男性に抱き締められているというのに、まるで子供か犬を褒めるような光景だからか、周囲の人々は「なにやってんだよ津賀～」と笑っていた。

「いやー、今のかっこよかった！　見直した！　ちゃんと言えて、超進歩したじゃないですか！」

「う、うん……すごく緊張したけど」

　津賀くんは興奮気味に感動を伝えてくれるけれど、私はまだ少し鼓動が速いままの心臓を深呼吸で落ち着けるのに精一杯だった。

　って、これじゃあ、どっちが年上かわからない……。

　だけど、ここまで褒めてもらえるほど勇気を出せたのは、貴人さんのおかげだ。

　彼の言葉が、あったから。彼が私を、変えてくれた。

「おい、津賀。今日は店舗巡回の日じゃないのか？」

　すると、突然貴人さんの低い声が聞こえてきた。

　津賀くんの腕から離れ、目を向ければ、貴人さんは眉間に深くシワを寄せ、鋭く私たちを睨みつけている。

　って、なんか怒ってる……!?

　先ほどの越谷さんとのやりとり以上にその場に緊張感が走り、ビクッと身を正す。その一方で、津賀くんは気づいていないのか、普通の顔で「あ」と思い出したように頭をかいた。

「やべ、もうこんな時間。んじゃ行ってきまーす」

　津賀くんはスタスタとその場をあとにしてしまい、彼の鋭い目は残された私ひとりに向けられる。

「市原。お前はあっちで資料作りを手伝え」

「え!?　あっはい！」

　そう返事をして、手招きをする彼の背中を追った。




　フロアから少し離れた位置にある小さな会議室では、紙のめくれる音とホチキスのパチンという音だけが延々と続いている。

　……き、気まずい。

　私と貴人さん、ふたりきりのこの部屋の中、長テーブルに並べられた資料たちを一枚一枚重ね合わせる彼の隣で、私はそれをパチンとホチキスで留める。そんな私たちに目立った会話はない。

「あ……あの、さっき怒ってました？」

　表情を窺うように顔を覗き込むと、彼はそっけなく背けてしまう。

「別に、怒ってない」

　その声の低さが、すでに怒っている気がするんですけど……。

「つーか、津賀。いちいち異性と距離が近いんだよ、セクハラだろあれ」

「へ？」

　それは先ほどの津賀くんのハグのことだろうか。突然彼の名前が出てきて、首を傾げてしまう。

　そんな私に、貴人さんは一層厳しい目を向け叱るような口ぶりで言った。

「お前もお前だ。一応先輩なんだからシャキッとしろ、どっちが年上かわからないだろうが」

「あっ、はい！　すみません！」

　ピンと姿勢を正し、気を引き締める。

　あぁ、さっき貴人さんが怒っていた理由がなんとなくわかったかもしれない。私が津賀くんに対して先輩らしくないから怒っていたんだ……！

　そっか、だからかと納得する私を、彼は眉間にシワを寄せながら、意味がわからなそうに見た。

「けど、今日はちゃんと断れてたな」

　貴人さんは手元の資料に視線を落としたまま、ぼそっと呟いた。

「えっ、見てたんですか？」

「あぁ。言い訳もせずよく向き合えた。偉い偉い」

　まるで子供を相手にするかのように、くしゃくしゃと頭を撫でる。

　偉い、って……私、一応もうそれなりの年齢なんですけど。

　とはいえ、優しいその手に嫌な気分になるはずなく、むしろ嬉しさが湧き上がる。

　心をあと押ししてくれた彼の言葉に、救われて、励まされて、思う。

　沢山の気持ちをくれるあなたに、私はなにが返せるだろう？

　なにかひとつ、小さなことでもいい。そう考えた末に思いついたのは、私なりの気持ちの返し方。

「……あの、私のことをお話ししてもいいでしょうか？」

「え？」

　突然の私の申し出に、当然貴人さんは意外そうな顔をする。けれど作業を続けたまま、「あぁ」と頷いた。

　知られることも、少し怖い。けれど、本当の自分で向き合うことが彼に対する誠実さだと思うから……。

　私は勇気を出して口を開いた。

「……私、貴人さんが言ってた通り、ずっと人の顔色を窺って生きてきたんです」

　話すことで自ずとよみがえってくるのは、小さなアパートの部屋の隅で、ひとり座っていた幼い頃の記憶。

「私が六歳の時に親が離婚して、最初は母に引き取られたんですけど……母は、その、異性関係がだらしないタイプの人で」

　自分にとっての母は、他の人から聞くものとは違う存在。いつも濃い化粧をして、きつい香水を漂わせ、高いヒールを履いている派手な人だった。

　母は夜になるといつも男性のもとへ出かけたから、私は毎晩ひとりで過ごしていた。朝方に酔いつぶれて帰ってくるのは日常茶飯事で、時折深夜に男性を家に連れ込んだ。

　そんな母に感じたのは、母性や温もりではなく〝女〟そのもの。

「男の人と付き合って、すぐ別れての繰り返し。相手と上手くいかなくなる度に、母は『あんたがいい子にしないから』って、私を責めました」

　抱き締められた記憶も、手を繋いだ記憶もない。その手に与えられた感覚は、痛みだけだった。

「……言っちゃ悪いが、なんでそんな母親が子供を引き取ったんだ？　親権は父親でも取れるだろ」

「その頃から父は仕事で忙しくて母のほうが有利だったのと、本人いわく〝離婚して女手ひとつで頑張って子供を育ててる私〟を演出するための道具、だったそうです」

　自分で言った『道具』という言葉が、胸にずしりと沈んでいく。

　そう、私の存在価値は、あの人にとってその程度のものでしかなかったんだ。

「母と母の恋人の機嫌を取るために、空気を読んで、愛想笑いばかりしていました。子供だった私には、頼れるのは母しかいなかったから……嫌われたくなくて、怒られたり見捨てられたくなくて、必死だった」

　声を絞り出すのに精一杯で、ホチキスを持つ手が止まってしまう。そんな私に合わせるように、貴人さんも手を止めて、真っ直ぐな目でじっと見つめた。

　どんなに責められても、私には母しかいなかった。

　父もいない、祖父母も亡くなっていていない。友達や学校の先生には、どう頼ったらいいかわからない。この人に見捨てられたら、おしまいだ。

　自分の意思を持つことも許されずに、感情を強制されても、見捨てられたくないという一心で頑張って笑った。

「でも結局私が中学生の時、再婚を決めた相手に『前の男との子供なんていらない』と言われて、母は迷わず私を父に譲りました」

　散々責められ、利用され、見放された。その頃のことを思い出すと、情けないけれど今でも泣きたくなってしまう。

　涙をぐっとこらえると、鼻の奥にツンとした痛みが走った。

「……結局は、男次第か」

「でも引き取ってくれた父は、忙しい中かわいがってくれて、この歳まで十分幸せに暮らしてこられたので。それだけで、なによりでした」

　小さく笑って「ちょっと過保護なんですけどね」とつけ足すと、貴人さんもそれまで強張らせていた顔を少し緩める。

　お父さんは、娘の結婚を心配してお見合い相手を用意してしまうくらい、すごく大切に育ててくれた。

『あんな母親のもとへ行かせてごめん。あの時、すみれのことをもっとよく考えて、意地でも親権を取っておくべきだった。父さんのせいだ……』

　そう私のために泣いて抱き締めてくれたあの日から、一緒に過ごせる時間は少なくても目一杯の愛情を示してくれた。その愛情があったから、そのあとの人生や今の自分がある。

「でも、子供心に知ったんです。恋は人をダメにしてしまうこと。……私には、あの人と同じ血が流れているのだから、尚更」

　笑顔のまま話を続けようとするけれど、母の話題に戻った途端、上手く笑えなくなってしまう。

　恋に狂う母を見て、『恋は人を、ダメにする』と嫌というほど思い知った。彼女と同じ血が流れている私も、同じようになるかもしれない。恋をして、周りが見えなくなって、誰かを傷つけるかもしれない。そう考えると、恋をすることに恐怖しか感じられなかった。

「でも、そんな私にも二十歳の頃初めて恋人ができました。優しくて誠実で……恋をすることに不安もあったけど、彼となら大丈夫かもしれないって」

　持ったままでいたホチキスを、そっと机の上に置きながら話すのは、一度だけした恋愛のこと。

　好き、かどうかはまだよくわからなかったけど、穏やかな彼と一緒にいることに居心地のよさを感じ、彼とならきっと、という期待があった。

「だけど私は彼の顔色を窺うことしかできなかった。……いつしか好意の気持ちより、嫌われたくないという気持ちばかりが強くなっていって」

　好かれたい、見損なわれたくない。情けないところ、ダメなところは見せたくない。弱音も愚痴も聞かせたくない。否定をして嫌な気持ちにさせたくない。

　その思いはいつしか、私をあの頃と同じに戻らせた。

　いつも笑顔でなんでも頷いて、ただひたすら同調することしかできない。その度にどんどん分厚くなっていく仮面と、心の壁。

「……いい自分を作り上げていった結果、彼には『気持ちがわからない』って、振られてしまいました」

　不意に向けた視線の先には、窓に映る自分の姿。頼りなくて、弱い、下を向いてばかりの顔。

　彼のために、好かれる自分でいたい。そう願い続け演じたけれど、彼には全てバレていた。彼のためにではなく、自分のために好かれる自分でいたいと必死になっていたこと。

『……俺、すみれの気持ちがわからない』

　私の、気持ち。嫌いにならないでほしいという、気持ち。それはいつしか、彼を愛いとしいと思う気持ちを見失わせていたんだ。

　恋というものがなんなのか、一層わからなくなってしまった。

　嫌われたくない。その願い以外、どうしていいかわからない。

　不安を乗り越えてやっと見つけた愛しいという感情にも、縋ることしかできない私には、やっぱり恋なんて夢のまた夢。

「……まぁ、そういういきさつで嫌われたくないと思うのもわかるけど。お前のは、少し過剰だな」

　貴人さんはこちらを見ないまま、冷めた目で呆れたようにこぼす。

「うっ……」

　彼がはっきりと言いきった『過剰』という単語が耳に痛い。

　ついまた『すみません』のひと言が出そうになった時、貴人さんは突然私の手をぎゅっと握った。

「俺は、もっと肩の力抜いて相手を思うことも、恋だと思うけど」

「肩の力、を……？」

「嫌われたくないから、相手の言うことに頷いて、いい人なままでいる。じゃあ逆にお前はそれくらいで相手を嫌いになるのか？」

　肩の力を抜いて、自分の身に置き替えて考えてみる。もし私が言ったことに、相手が否定や、思ったものとは違う反応をしたら……私は彼を嫌いになった？

「相手が気遣ってなんでも頷いてくれればそれで十分か？　そうすれば好きになるのか？」

　もし、私が言ったことに、彼がなんでも頷いてくれたら……そんな彼だから、好きになる？

　……答えはどちらも、『ノー』だ。

「……ならない、です。それくらいで相手を嫌いにも、好きにもならない」

　小さく首を横に振り、貴人さんの手をぎゅっと握り返す。

「嫌なことも嬉しいことも、素直に伝えてほしいです……その意見が自分と違っても、一緒に考えて、分かち合いたい」

　目を見てしっかりと言葉にした私に、貴人さんは微笑みかける。

「あぁ。きっとその相手も、それを望んでいたんだと思う」

　そして私の腕を軽く引っ張り、右腕で頭を抱き寄せた。

　突然のことに少し驚き戸惑ってしまうものの、彼の匂いと体温が心地よく、その胸元に顔をうずめた。

「恋はつらいことも不安になることもある。中にはそれで、ダメになる人もいるだろう。けど、いいことも沢山ある」

「いいこと……？」

「例えば、その人がいるだけでいつもの景色が輝いて見えたり、知らない自分を知ることができたり。些さ細さいなことが幸せに思えて、弱くもなるがそれ以上に強くもなれる」

　抱き締めたまま貴人さんが教えてくれるのは、恋の意味。

　不安が募り、ダメなところが露呈してしまうかもしれない。でも、それ以上に溢れるのは眩しい日々と新しい自分、そして愛しいという気持ち。それが、彼の思う恋。

「だから、諦めるな。前を向け」

　耳元で響く低い声は、心の奥へじんわりと流れ込んでくる。それだけで、俯きがちなこの心は素直に前を向けてしまう。恋をすることって素敵なのかもしれない、そう思えてしまうんだ。

「……私、なんだか貴人さんに与えてもらってばかりですね」

　胸元から顔を上げ、彼を見つめてそう言うと、頭上にあるその顔は「ふっ」と優しく笑った。

「そんなことない。俺もお前からちゃんともらってるものがある」

「え？」

　私から、もらっているもの？

　一体なにを、と尋ねるように見上げたままでいると、貴人さんは顔を近づけて互いの額をこつんと合わせた。

「すみれといると楽しくて、穏やかになれる」

　そっと微笑む眼差しと、触れる鼻先がくすぐったい。

「……また、そんな冗談でからかう」

「本当だって。疑うなよ」

　本気にしてはいけない。彼が距離を詰める時はからかう時だと、今朝学んだばかりのはずだ。だけど、そうわかっていても、数センチ先に迫る顔に胸は高鳴ってしまう。

「ひとり占め、したくなる」

　真っ黒なその瞳に、熱いものを感じた。

　その時、突然コンコンコンとノックする音が聞こえてきた。

　それと同時にすぐさま身体は離され、立ち上がった貴人さんがドアを開ける。

「はい？」

「あ、岬課長やっと見つけた。ちょっと向こうで相談したいことがあって……」

　現れた女性社員に、貴人さんは「わかった」と頷き、部屋をあとにした。

　ひとり残された私の心臓は、まだドキドキとうるさいまま。

『諦めるな。前を向け』

　恋をすることを諦めない。どんなに不安でも、その気持ちすらも愛しさに変えていこう。

　……今夜は、自分から手を繋ごう。

　沢山の思いや言葉をくれる彼に、少しでも伝えたい、伝わってほしい。

　だから自分から、彼に触れよう。

　溢れる愛しさは、留まることを知らない。










世界は回る




　よく晴れた、土曜日の午後。いつもより若干人の少ないオフィス街を窓から見下ろしながら、私はフロアの片隅のパーテーションで仕切られたスペースで、ひとりコピーを取っていた。

　昨日の夜は、二日目の夜と同じように貴人さんと食事に行った。

　ふたりでご飯を食べて、少し街を歩いただけのこと。だけど、繋ぐ手も距離も、確実に変わってきているように感じた。

　結局昨日も休ませてあげることはできなかったけど、『休んでください』と言って聞いてくれる人ではないからなぁ。あんまり言うと怒るし。けど、一緒に過ごす時間を大切にしてくれているのかもとか、想像すると嬉しい自分もいて……。

　はっ、でも貴人さんにとっては仕事だもんね。私のためではなくて、お金のため。そう、そうだ。勘違いしてはいけない。

　けど、そうわかっていても胸はときめいてしまう。

　昨夜一度だけ、勇気を出して自ら繋いだ手を、彼は優しく受け入れて握り返してくれた。そのことに愛しさを感じ、込み上げてきたのは、手を離したくないという気持ち。

　思い出しながらだらしなく顔をにやけさせる私に、『我に返れ』とでも言うかのように、コピー機がピーと音をたてた。

「はっ！　いけない、仕事中……ってあれ、止まっちゃった。なんでだろう」

　どうやら紙詰まりを起こしてしまっているらしく、コピー機はひたすらピーピーと鳴り続けている。私はなんとか解決しようと、隙間から機械の奥のほうを覗き込んだ。

「ん？　なにか困りごとかね？」

　すると、近くを通りかかったところだったらしい、店舗管理部の部長が声をかけてきた。

「あ、お疲れ様です。コピー機が……」

　うっすらとした頭部の髪を微かに揺らしながら、メガネをかけた痩せ型の部長が、目尻を下げてフロアへ入ってきた。

「あぁー、紙詰まりか。どれ、直してやろう」

「すみません。ありがとうございます」

　早速部長はコピー機の給紙カセットを開き、ローラーに絡まってしまっていた紙をゆっくりと引っ張り出す。ようやく静かになった機械にひと安心していると、部長はまじまじと私を見つめた。

「どうかされましたか？」

「いや～うちの津賀が言ってた通り、市原さん最近綺麗になったと思ってなぁ」

　自分の顎に手をあて、にこにことした笑顔で私を上から下まで見ながら言う。

　そういえば、店舗管理部の部長ということは津賀くんの上司だ。知らないうちに彼がいつもの様子であれこれと話したのだろう。

　そう思うと、恥ずかしくなってしまい、少し目を伏せた。

「あ、ありがとうございます」

「もともと控えめな美人だとは思っていたが、最近はやけに色気が出てきたというかなんというか……さては彼氏だな～？」

　冷やかすように言いながらこちらへ一歩距離を詰める部長に、私はぶんぶんと首を横に振って否定した。

「い、いえいえ！　そんな！　いないです！」

　彼氏、だなんて。でも貴人さんのおかげで、雰囲気も変わったのかな。色気も出てきたなんて、ちょっと嬉しいかも……。

　彼氏の存在を否定しながらも、「えへへ」とつい頬が緩んでしまう。

　が、その嬉しい気持ちはほんの一瞬で、突然さわっと腰を撫でる感触がした。

　……ん？　んんん!?　こ、これは一体、なにが……。

「あ、あの……部長？　すみません、えっと……」

　動けず固まっていると、部長は顔を近づけ、耳元に息を吹きかけるように囁いた。

「なぁ、今夜どうだ、よかったら一緒に食事でも行かないか？　なぁに、心配はいらん。仕事の話をするだけだ」

　い、いやいやいや、腰撫でられながらそんなことを言われても、説得力がないんですけど！　でも他部署とはいえ上司だし、断りづらい……。けど行ったら仕事の話だけじゃ終わらなそうだし……。

　どうしよう、と悩んでいるあいだに、その手は腰から下へと移動する。そして私の白いフレアスカートに触れかけた、その時。

「市原ー、コピー終わった、か……」

　声がした入口のほうに目を向ければ、少し驚いた顔の貴人さんが立っていた。

　わ、わー!!　よりによってこんなシーンを彼に見られるなんて！　私と部長がこういう関係って誤解されたらどうしよう！　違うんです、そうじゃないんです。私なりにも悩んでこの結果なわけで……。

　心の中であれこれ言い訳をする私を見た貴人さんは、状況を読み取ったような表情をしてこちらへと歩いてくる。

「なんだ、まだコピー終わってないのか。それだけのことに時間かかりすぎだ」

「す、すみませ……」

　そして私の腕をぐいっと引っ張ると、身体を寄せるように腰を抱き、顔を近づけた。

　わ、近い……！

「ところで今夜のことだけど、どこ行きたい？　すみれ」

「え!?　えっと……」

「明日は休みだからな、少しゆっくりするか」

　そう言って微笑んだ貴人さんは、まるで本物の恋人がいちゃつくように、顔を近づけてくる。

　な、なにをいきなり……!?　しかも部長の前で！

　突然のことに身動きが取れず硬直していると、彼はふと思い出したように顔だけを部長へと向けた。

「あ、すみません、部長の前で。ついうっかり」

「い、いや、別に……」

　部長は今目の前にある光景に、私同様、いや私以上に驚き、ぽかんと口を開けて答える。

「それで、彼女になにかご用ですか？　仕事の話でしたら、自分もぜひご一緒しますけど」

　にこっと見せた微笑みは、威圧感の固まり。そんな彼に圧おされ、それまで呆ぼう然ぜんとしていた部長は「いや、その、あの」と口ごもりながらその場をあとにした。

　それを見届け、貴人さんは呆れたように溜息をひとつつく。

「ようやく行ったか、スケベオヤジ」

「ス、スケベ……？」

「あいつおとなしそうな女性社員見つけると、片っ端から声かけてセクハラ三昧って噂だからな。ったく、店舗管理部はセクハラ野郎しかいないのかよ」

　不快そうに眉間にシワを寄せて言う、『セクハラ野郎』という言葉。その中に津賀くんも含まれてしまっているのだろうことを察し、思わず苦笑いがこぼれる。

　けど、そっか。今の急接近は、部長に誤解をさせて追い払うためだったんだ。そうだよね、じゃなきゃ会社であんな風に接したりしないだろうし……。

「でも大丈夫なんですか？　もし噂にでもなったら……」

「別に、好きに噂させておけ。どうせ皆、あいつの言うことなんて〝セクハラを注意された腹いせの嘘だ〟としか思わないだろ」

　あの部長は私が思っていた以上に信頼のない人らしい。でも、心配だなぁ。私は別に構わないけれど、貴人さんは私なんかと噂になったら困るんじゃ……。はっ、普通に抱き寄せられているけれど、意識してみるとこれはなかなか恥ずかしい！

　まだ身体を抱き寄せられたままということに気づき、心臓がうるさく音をたて始める。

　ぴったりとくっついた身体に、普段人が触れることのない腰に回された手。先ほど部長に触れられた時はぞわぞわとした不快感しかなかったのに、貴人さんだとドキドキしてしまう。

「あ、あの貴人さん……そろそろ、手を……」

　意識した途端顔が赤らみ、遠慮がちに言うと、彼は思い出したように私を見る。

「ん？　あぁ、忘れてた。悪いな」

「い、いえ……」

　忘れてた、って！　全く気にされてないのに、ひとりで動揺しちゃうなんて恥ずかしい……。

　そっと手が離されたので自然と身体も離すと、ほのかに彼の香りが漂い、つい鼻が反応してしまう。

「そういえば、今日はこれまでとちょっと違うところに行くから、楽しみにしておけよ」

　コピー機に寄りかかるように手を置く貴人さんから、不意に今夜の話が切り出された。

「ちょっと違うところ、ですか？」

「あぁ。だから待ち合わせは、新宿じゃなくて秋あき葉は原ばら駅な」

　しかも秋葉原駅？　って……一体どこに行くんだろう？

　その時、廊下の奥のほうから「岬課長いますかー？」と貴人さんを呼ぶ声が聞こえてきた。

「じゃあ俺行くから。さっさとコピー済ませろよ」

「は、はい……あっ！　貴人さん！」

　そんな彼の腕をぐいっと引っ張り、伝えたいのは……。

「助けてくれて、ありがとうございました」

　部長から庇おうと、迷わず抱き寄せてくれた手に、安心感と嬉しさを感じたから。

　頬を染めて伝えると、貴人さんは小さく笑い、ポンポンと頭を撫で去っていった。『気にするな』とでも言うかのような、優しい瞳にまた胸の奥で音が鳴った。

　あぁもう、ほらまた。ドキ、ドキ、と心がうるさいよ。




　そしてバタバタと過ごすうちに今日も一日の仕事を終え、秋葉原駅で待ち合わせた貴人さんと電車に乗り、やってきたのは水すい道どう橋ばしにある遊園地だった。

　大きなドームやビルなどが建つ東京の街のど真ん中にある、イルミネーションで飾られたジェットコースターや観覧車を見上げれば、自然と目はキラキラと輝く。

「わ、わぁぁ～……すごい、夜の遊園地……！」

　感激で声を震わせ、辺りを見上げたまま園内を進む私の隣を、貴人さんはいたって落ち着いた様子で歩く。

「明日のこと考えないで思いきり楽しめるほうがいいと思ってな。土曜まで取っておいた」

「私、夜の遊園地に来たの初めてです。すごーい……綺麗」

　私はきっとマヌケな顔をしてしまっていたのだろう。それを見て、彼はおかしそうに笑った。

「それだけいい反応してもらえればなにより」

　土曜の夜ということもあり、それなりに人は多く、園内はがやがやとにぎやかだ。どこか現実とは違う雰囲気のせいか全てが珍しく感じて、ついそこら中をキョロキョロと見渡してしまう。

「おい、迷子になるぞ」

「あっすみません！　つい……」

　夢中になるあまり、貴人さんが進む方向から外れそうになってしまう。それを呼び止めると、彼は「こっちだ」と手招いた。

「迷子になったら、容赦なく園内放送で呼び出しかけるからな」

　ジロッと私を見た彼の目には真剣さが感じられ、その発言が本気であることを察した。

　そ、それは嫌だ……！

『都内からお越しの、市原すみれさん二十七歳が迷子になっておられます』と、インフォメーションのお姉さんの綺麗な声で呼ばれるのを想像して、それはまずいと浮かれる気持ちを落ち着ける。

　そんな私の手を、貴人さんは笑みをたたえながらそっと握った。迷わないように、離れないようにと、繋ぎ止めてくれる。その大きな手を私もそっと握り返す。

「なにに乗りたい？　すみれの好きなものでいい」

「えっ、本当ですか？　じゃあ、あれがいいです！」

　私が迷うことなく指差したのは、正面にある大きなメリーゴーランド。馬や馬車がゆっくりと回るメルヘンな作りのそれは、キラキラと輝きとてもかわいらしい。

「これ？」

「はい、実は今まで一回も乗ったことがなくて、いつか乗りたいと思ってたんです」

　はしゃぐように言いながら隣を向けば、メリーゴーランドを見る彼の顔は少し恥ずかしそうだ。

　はっ！　そうだよね、私も貴人さんもいい歳した大人なのに！　ましてやお互い仕事帰りの服装だし……。

「な、なんて、すみません。子供みたいなこと言って……」

　口にしてから自分の発言の幼さに気づき、慌てて撤回する。けれど貴人さんは「ふっ」と笑って、私の手を引きメリーゴーランドのほうへ歩きだした。

「いいよ、乗るか」

「えっ！　い、いいんですか？　恥ずかしかったり……」

「まぁ恥ずかしくないといえば嘘になる。けど、すみれがしたいことをしたいからな」

　そして、メリーゴーランドの中へ入ると白い馬に手をかける。

「仰せのままに、お姫様」

　微笑みながら、からかうように言われた言葉に照れてしまう。けど、その手に導かれるようにゆっくりと馬に乗れば、彼はエスコートするようにそっと肩を抱き、支えてくれた。白馬の上に横向きに座る私は、貴人さんに抱き締められ、緊張で少し俯く。

　クラシックのＢＧＭが流れる中、発車のブザーとともにメリーゴーランドは回りだした。

「わっ、意外と速い」

「しっかり掴まって。ほら前見てみろ」

　言われた通り前を見ると、キラキラと光る飾りや馬が上下に揺れてとても綺麗だ。メリーゴーランドの外の景色は見えず、そこはまるでふたりきりの世界のよう。

　スーツとオフィス着の大人ふたりがくっついてメリーゴーランドに乗るなんて、周りから笑われてしまうかもしれない。

　だけど、この目に映る世界は眩しく輝く。

　貴人さんと過ごすようになって、自分自身と向き合えるようになった。ほんの少し強くなって、思いきり笑えることが増えた。そんななにげない時間を、幸せに思えるようになった。

　貴人さんは、恋をすると知らない自分を知ることができる、些細なことが幸せに思えると教えてくれた。

　なら、この気持ちはそう呼んでもいい？　恋だと、呼んでもいい？

　あなたに恋をしている、と、そう認めてもいいですか？




　あっという間に回り終えてしまったメリーゴーランドから降り、私たちはまた園内を歩いていく。

「楽しかったですね」

「あぁ、たまにはいいな」

　満面の笑みを見せる私に貴人さんは頷くと、そっと私の手を取った。言葉がないまま自然と繋ぐ手に、愛しさを覚えてしまう。

「次はどれにする？」

「えーと、じゃあお化け屋敷……」

　視界に入ったお化け屋敷の看板を、空いているほうの手で指差すと、彼の手にすぐ下ろされる。

「ほう？　お前いい度胸だなぁ」

　調子に乗って冗談を言う私に、彼は口角を無理やり上げ「ははは」と乾いた笑いを見せた。

「あれ、貴人くん？」

　するとその時、聞き慣れない高い声が彼の名を呼んだ。

　貴人、くん？

　ふたりで振り向くと、そこにはパーマのかかった茶色い髪の女性がいた。

　男の人を連れたその人は、ヒョウ柄のカーディガンに黒いタイトなミニスカートを合わせ、セクシーな雰囲気を漂わせている。

　友達……にしては貴人さんよりちょっと年齢が上そう。でも、名前呼びってことは仕事関係の人ではないだろうし……。

　彼との関係を探るように見る私の視線に気づくことなく、女性は笑って貴人さんに近づく。それに対し、彼も笑顔を浮かべた。

「美み嘉かさん。お久しぶりです」

「久しぶり～、そんなかわいい彼女連れちゃって、デート？」

　髪を耳にかけながら、こちらをちらっと見た女性に小さく会釈をすると、彼女も自然とそれに応えた。

「えぇ。美嘉さんもデートですか？」

　貴人さんの問いかけに「そうなの」と微笑む彼女を、隣に立つ男性はにこにことした笑顔で見守っている。

　美嘉さん、って……貴人さんも名前呼びだ。どんな関係なんだろう。ますます気になってしまう。

「まだあれやってるの？　レンタル彼氏のお店」

「えぇ、おかげさまで」

「そっかぁ、私は彼がいるからもう利用できないけど……また友達にお店紹介しておくから！　桐子さんによろしくね～」

　そう笑って手を振ると、ふたりは仲睦まじく手を繋ぎその場をあとにした。

『もう利用はできないけど』……ってことは、もしかして、前のお客さん？

「あの、貴人さん……今の人って」

　恐る恐る尋ねると、彼はいたって普通の顔で答える。

「ん？　あぁ、うちの店の常連客だった人。前はなかなかひとりの男と続かなくて、しょっちゅう、レンタル彼氏を利用してたんだ」

「へ、へぇ……」

　ということはつまり、こうしてあの人の相手をしたことも、ある？

　そこまで考えて、ようやく思い出す。私と彼を結ぶこの関係を。

　……そう、だよね。これが貴人さんの仕事だもん。私以外にこれまで沢山の人の〝彼氏〟をやってきたのだろう。誰にだって優しくするし、手にも心にも触れる。それが当たり前なのに、私が錯覚していただけ。

　この気持ちは、恋？　ううん、違う。

　だって忘れちゃいけない。この十日間が終われば、私と貴人さんはただの上司と部下。ただの他人に戻るんだから。

　優しい言葉も笑顔も、全て演技。彼氏の、フリ。

　今だけの、もの。

「すみれ？　どうかしたか？」

「えっ！　あっ、わっ！」

　ぼんやりとしてしまった！

　はっと我に返ると、貴人さんが不思議そうな顔でこちらを見ていた。

「す、すみません……ちょっとぼーっとしてしまって」

「ったく、しっかりしろ。次行くぞ」

　貴人さんは呆れたように言いながら、繋いだ手を引いて歩きだす。

　忘れちゃいけない。彼は、〝レンタル彼氏〟。

　いつか魔法は解けて、現実は必ずやってくる。

　わかってる。だけど今だけ、〝午前〇時〟を迎えるまでは、手を繋いでいたいよ。

　あなたの、恋人として。










彼のこと




　……わかっていたのに。

　彼は、レンタル彼氏。レンタルしたものは、必ず返す日がきて、決して私のものにはならないということを。

　だからこそ、必要以上に関わりを持つことを拒んでいた私はそれを選んだはずなのに。彼と仲良く話す昔のお客さんという女性を目にして胸が痛い。その優しさが他の人にも当たり前に向けられているということに、落ち込んでいる。

　おかしな、自分。

「はぁ……」

　よく晴れた、日曜の昼。自宅の大きな窓から見上げた空は青く、白い雲が流れていた。

　レンタル七日目の今日は、日曜日。だけど契約上、デートができる時間はいつも通りの十九時からだから、こうしてひとり休日を過ごしているわけだ。

　一週間仕事をしていると、洗濯や掃除などは最低限のことしかできない。それを補うため、念入りに家事を済ませた私は、余ってしまった時間の使い道に頭を悩ませる。

「ちょうど十二時、かぁ」

　どうしようかな。折角だし、ひとりで買い物にでも出かけようか。服を見てから本屋さんに寄って、軽くお茶をするのもいいかもしれない。

　いつもなら、あまり家から出ることもなく終わってしまう休日。けれど夜に待ち合わせを控え、どうもそわそわと落ち着かない私は、身支度を整えて昼間のうちに家を出た。




　やってきたのは港みなと区・青あお山やま。ブティックやカフェなど様々な店が立ち並ぶここは、人通りはあれどどこか閑静で、私の好きな街のひとつだったりする。

　青い花柄のトップスに、白いミモレ丈のスカートという、いつもとあまり変わらない格好で人の行き交う通りを歩く。よく行くアパレルショップのショーウィンドウには淡い水色と白のバイカラーのワンピースが飾られていた。

「あ、かわいい」

　けど裾の広がったデザインが、少し幼いかな？　貴人さんの隣を歩くなら、もうちょっと大人っぽいほうがいいかもしれない。

　……って、私！　なに普通に貴人さんのこと考えてるの！　〝隣を歩くなら〟なんてそんな想像までして……。

　自分で考えて恥ずかしくなった私は、妄想を振り払うようにワンピースから目をそらし、店の前を通り過ぎる。

　ダメだ、休日まで貴人さんのことばかり考えちゃう。レンタル彼氏、わかってる、そう散々言い聞かせているのに……あぁ、もう。

　気を取り直し、今度は近くの本屋さんに寄り、店頭の雑誌をパラパラとめくる。すると、ある一ページに目が留まった。それは『私のおすすめセルフケア』という読者モデルが自分のお気に入りのケアを紹介するというものだった。

　その中のひとりの女の子が紹介しているビタミンのサプリメントに見覚えがある。

　確かこれ……うちの店舗で一時期かなり推していたものだ。最初はいまいち売れなかった商品なのに、貴人さんが目をつけて販促企画を立ち上げて売り出したら爆発的にヒットしたんだよね。本当、ものを見極める目がある、すごい人だ。

　って、はっ！　また貴人さんのこと考えてた！

　また頭の中に浮かぶ彼の姿を消すかのように、パンッと雑誌を閉じた。

「あら、そこのかわいいお嬢さん」

　突然、この街でも少し目立つ格好をした女性に声をかけられた。

「へ？」

　ボディコンシャスなゼブラ柄のワンピースにゴールドのストールを羽織り、大きなサングラスをかけ、黒い女優帽をかぶっている。その姿に強烈なインパクトを受けギョッとしていると、彼女は真っ赤な口紅を塗った口元で笑った。

「やだ、そんなに驚かないで？　アタシよ、アタシ」

　サングラスを外してそう言ったのは、貴人さんの働くレンタル彼氏の店の社長……桐子さんだ。

　顔を見たことでようやく思い出した私は、「あっ」と声を上げ挨拶をする。

「こんにちは。お世話になっております……」

「どうも～。今日はお休み？」

「はい。夜、貴人さんとお会いする前に、ちょっと買い物でもと思って」

　にこにこと笑い、香水のツンとした匂いを漂わせながら、桐子さんはつけまつ毛のついた目元をパチパチとさせる。

「じゃあ、よかったら少し一緒にお茶しない？　アタシも待ち合わせまで時間潰してたところなの」

「えっ、でも……」

「ね、そうしましょ！　うん決まり！　向こうに素敵なカフェがあるのよ～」

　手をパンと合わせ、ひとり頷き一方的に話を進める桐子さんは、私の腕を引き、赤いピンヒールでコツコツと歩きだした。

　私なんかとお茶をして楽しいかな、と心配になる私の気持ちを気にすることはない。

　マ、マイペースな人……！　けどその積極性は見習いたい気がしなくもない……。

　そんな気持ちで、戸惑いながらも慌ててついていった。




　桐子さんに連れられるがままやってきたのは、本屋さんのある道から一本入った先にある小さなカフェ。白いテーブルと椅子が太陽に照らされるオープンテラスの席で、私は桐子さんと向かい合って座った。

　目の前にはアイスレモンティーと、チーズケーキが置かれている。

「ここのチーズケーキは絶品なのよ！　食べて食べて！」

「い、いただきます」

　艶めくチーズケーキをフォークで取りひと口食べた瞬間、しっとりとした食感と濃厚なチーズの味が口の中に広がった。

「ん……！　美味しい！」

「でしょう？　最高よね～」

　思わず顔をほころばせると、桐子さんは嬉しそうに笑い、同じようにひと口食べた。

「すみれちゃん、って呼んでもいいかしら」

「あっ、はい……どうぞ」

　社長と客という関係を取り払うかのような、距離を詰めた呼び方。この歳になるとなかなか言われない〝すみれちゃん〟の響きに少し照れた私を、桐子さんはにこにことした笑みのまま見た。

「貴人が言ってた通り、なんだか品があるわねぇ」

「えっ、そんなこと、おっしゃってましたか!?」

『貴人が』のひと言を聞いた途端、つい食いつくように前のめりになってしまう。

「えぇ。毎日どんな風に過ごして、どんなことがあったかレポートを提出させてるの。その中に書いてあったわ」

　レポート……そういう単語を聞くと、本当に仕事なんだと今更ながら思う。業務的に感じるものの、それくらいきっちりしている会社のほうが確かに安心はできる。

「でも社長令嬢なのに普通に働いてて偉いわねぇ。アタシの知り合いの社長の娘なんて、ほとんどが仕事せずに自分磨いてばっかりで嫌になっちゃうくらいなのに」

　よその娘さんたちを思い出しているのか、桐子さんは呆れたように溜息をつき、私は苦笑いをこぼした。

「あはは……偉いのは父で、私ではないですから。私は私で、生きていかないと」

　世間一般の社長令嬢たちがどんな人かはわからないけれど、私は自分が社長の娘だと意識したことはあまりない。だから、この生活は当たり前なのだ。

　私の言葉を聞いた桐子さんは「しっかりしてるわねぇ」と感心してストローに口をつけた。

「貴人はどう？　ちゃんと彼氏できてる？」

「は、はい。私にはもったいないくらいすごく優しくて……時々、怖いところもあるんですけど、でも真っ直ぐな人なんだろうって伝わってきます」

　彼の話になると、不思議と笑みがこぼれてしまう。

　最初はどうなるかわからなくて、不安しかなかった。だけど、温かくて真っ直ぐな彼に今感じるのは、まるで違う思いばかりだ。

「ふふ、それならよかった。すみれちゃんも、この前と全然顔が違うものね」

「え？」

「よく笑うようになったわ。いい時間を過ごしてる証拠ね」

　そう微笑むと、桐子さんは爪の長い指先で私の鼻をツンとつついた。

　いい時間を、過ごしている。それはきっと、貴人さんのおかげで変わったことのひとつ。

「あの……聞いても、いいですか？」

　ずっと知りたかったことを、膝に手を置き改まって切り出す。

「ん？　なに？」

「貴人さんは、どうしてレンタル彼氏として働いているんでしょうか」

　彼以外の人に聞くのは、反則かな。

　おずおずと問いかけると、その質問が意外だったのか、桐子さんは少し驚いて、レモンティーの入ったグラスをテーブルに置いた。

「貴人さんは会社でも役職についていますし、副業をしなければいけないほど生活に困っているとは思えなくて」

　それは、ずっと抱えていた疑問。どうして彼は、レンタル彼氏をしているのか。

　会社でも若くして課長になるくらい優秀で、毎日忙しくて暇を持て余しているようには見えない。そんな彼が、どうして？

　真剣な顔で尋ねた私に、桐子さんも真剣な顔で答える。

「それはね……貴人、パチスロ好きで何千万って借金があるのよ。その返済のために会社とバイトをかけ持ちしてるの」

「えっ!?　そうなんですか!?」

　パ、パチスロ!?

　まさかの回答に驚き上げてしまった大きな声が、静かな店内にこだまする。何事かと店員さんや他のお客さんの視線が集まり、はっとして口を塞いだ。

「やだ、嘘よ～」

　そんな私に、桐子さんはおかしそうにくすくすと笑ってみせる。

　……って、からかわれた。

　桐子さんが真面目な顔で言うものだから、すっかり信じてしまった。でも、よくよく考えれば、いや考えなくても、貴人さんはどう見てもギャンブルにハマるタイプでも借金をするタイプでもない。

「ですよね」と呟きながら苦笑いをこぼすと、桐子さんは少し思案してから口を開いた。

「理由はね、わからないの。聞いても言わないのよ」

「言わない……？」

「けどね、生活に困ってるわけでもないあの子が、自分から『やりたい』って思うくらい、この仕事にはこの仕事の価値がきっとあるのよ」

　その言葉とともに見せたのは、優しい柔らかな微笑み。

　世間の人に堂々と言えるような職業ではないかもしれない。それでもやりたいと思うほどの価値が、レンタル彼氏という仕事にあるのだろう。

「世の中には、いろんな理由でレンタル彼氏を利用する人がいるの。すみれちゃんのように事情がある人や、人肌恋しくて彼氏を望む人、中には恋人や旦だん那なもいるけどたまにはドキドキしたいっていう人も」

「そ、それは大丈夫なんですか？」

「どうなのかしらねぇ。でも優しくて素敵な男の子と、限られた時間の中で恋人になる。その時間を経て、次の恋への新たなステップにする人もいるし、やっぱり恋人や旦那が一番だと再認識する人もいる」

〝彼〟と過ごして、恋の素敵さや、勇気を与えられる。日頃当たり前になってしまう存在の大切さを、改めて知る。

　それらは、レンタル彼氏と過ごす時間があったからこそ、得ることができるもの。

「ただの彼氏なら、誰にだってなれるわ。けど、そうじゃない。貴人を含めうちのお店の子たちは全員〝女性の人生を変えるくらい最高の彼氏〟になるの」

　長いまつ毛を伏せて語る桐子さんは、自信に満ちている。

　ただ隣を歩くだけじゃない。言葉で、思いで、人生を変えるくらい、最高の彼氏になる。

　それは、彼も同じ。

「貴人も誰かにとってそんな存在になりたくて、やってるんじゃないかしら。あくまで、アタシの予想だけど、ね」

　そう言って、小さくウィンクをすると、またチーズケーキをひと口食べた。

　桐子さんの話を聞いて、貴人さんのあの真っ直ぐな言葉の理由が、少しわかった気がした。

　自分で知りたくて聞いたのに、胸が小さく痛む。

　彼の真っ直ぐな言葉。それは、ひとりの人としてではなく〝最高の彼氏〟として発せられたものだったのかな。貴人さんが私の彼氏で、私が貴人さんの彼女だから、くれた言葉なのだろうか。

　そう思うと、嬉しいのに心は苦しくて、段々と欲張りになっている自分に気づく。彼の言葉が心からの思いだったらいいのに。なんて、ずうずうしいことを、願ってしまう。




　それからも女同士の会話に花を咲かせ、すっかり打ち解けた桐子さんと手を振り別れた頃には、空は夕暮れ色に変わっていた。

　十八時半になりようやく暗くなりだそうとしている空を見て、日が延び始める季節なのだと実感しながら、私はいつも通り新宿の駅前でひとり彼を待っている。

　待ち合わせより三十分も早く着いちゃった。けど家に帰る時間はないし、どこのお店も混んでいるだろうし……。

　そんな思いで立っている私の前を、日曜日だからか普段以上に沢山の人が行き交っている。道行く人を見ていても、思い浮かべるのは彼のこと。

　貴人さんは、悩める女性にとっての最高の彼氏になりたくて、レンタル彼氏をしているんだろうか。

　それは優しい彼らしい理由で、とても納得できると思った。けど、それと同時に寂しさを感じている、自分もいる。

　彼の優しさは私ひとりに向けられるわけじゃない。先日も感じたそのことが、より一層強く胸に刺さる。

　なんか昨日から私、変だ。嬉しいのに、苦しくて、心がぐちゃぐちゃ。頭を抱え下を向くと、不意に私の前で止まる茶色い革靴が視界に入った。

　あれ、貴人さん来たのかな。随分早い……。

　そう思い顔を上げると、そこには貴人さん、ではなく見知らぬ男性が立っていた。

「あの……？」

　だ、誰？

　きょとんと首を傾げると、二十代前半くらいの茶髪の男性は、私の顔を見て微笑む。

「お姉さん、なにしてんのー？　ひとり？　一緒にご飯行かない？」

「へ？　あ……人と、待ち合わせをしているので……」

『だからごめんなさい』と言うように小さく頭を下げた。けれどその人が動く気配は一切ない。

「へぇ～、じゃあ相手来るまでちょっとお話しない？　ていうか連絡先交換しよーよ」

　れ、連絡先って……もしかして、これはいわゆる、ナンパというやつ!?

　人生で初めての経験に驚き、どうすればいいのか戸惑ってしまう。そんな私を気にすることなく、その人はスマートフォンを片手に「ね」と笑った。

　ど、どうしよう、断りたい。けど変な断り方をして逆ギレされて刺されたりしたら困る……！

　ここはおとなしく連絡先を教えるべき？　でも個人情報が……けど、でも、あぁ～世の中の女の子たちはどうやってナンパを断っているんだろう。

　必死に考えを巡らせていると、突然後ろからぐいっと肩を掴まれた。

「悪いけど、あいにく予約済み」

　そう言って私の肩を抱いたのは、貴人さんだった。いきなりの彼の登場に、男性は私以上に驚き、怯んだように素早くその場をあとにする。

「た、貴人さん……」

　まさかこんなにいいタイミングで現れるなんて、と目を丸くしていると、貴人さんは遠ざかっていく男性の背中を冷ややかな目で見ながら口を開く。

「悪いな。待たせたか」

「いえ、私が早く来すぎただけです」

　そして男性の姿が見えなくなったことを確認し、肩から手を離した。

　よくよく見れば、今日の彼はグレーのＴシャツに、七分袖の白いシャツ、黒いズボンという、初めての私服姿だ。

　いつもは隠れている首筋と鎖骨がちらりと覗き、つい視線を向けてしまう。

　ま、眩しい……！

　私服でも相変わらずかっこいいなぁ。でもスーツの時より若く見えるかも。それにしても、身体細いなぁ、でもほどよく筋肉がついていて……って、なにまじまじと観察してるの、私！

　ひとり心の中で叫び、慌てて目をそらす。すると、貴人さんは不思議そうな顔をした。

「どうかしたか？」

「い、いえ、私服姿が新鮮だなぁと、思いまして……」

　よくわからないといった様子で「そうか？」と首を傾げながら歩きだす彼に、私も続いた。

「今日は特に行き先は決めてないし、予約もしてないけど、どこか行きたいところはあるか？」

「あっ、じゃあ今日桐子さんにお会いした時、おすすめしてもらったお店に行きましょう！　ちょうどこの近くみたいですし」

　思い出して提案するのは、先ほど話の流れで桐子さんから『一度貴人と行ってみなさい』と教えてもらった店のこと。

　手書きのメモに書かれたざっくりとした地図と、ただ飲食店、という情報しか与えてくれなかったのが少し怖いけれど……折角だから行ってみたい気もする。

　そう思い、鞄からメモを取り出していると、貴人さんの顔は怪け訝げんなものとなった。

「桐子って……お前、あいつと会ったのか!?」

「はい。昼間偶然会って、ついさっきまでお茶してたんです」

「いつの間にそんな仲良くなったんだよ……」

　貴人さんは顔をしかめ、不愉快そうな顔をする。

　すごい嫌がり方……。まぁ、貴人さんと桐子さんって正反対の性格っぽいし、あまり気が合わないのかもしれない。桐子さんと会ったの、黙っておくべきだったかな……でもそれもなんか、隠し事してるみたいで嫌だし。

「うーん」と考えながら赤信号で足を止めると、貴人さんはためらいがちに口を開いた。

「……あいつ、余計なこと言ってなかっただろうな」

「へ？　あー……」

　その問いかけに、一度は『はい』と言おうとしたものの、返事は詰まってしまう。

　余計なこと……って、貴人さんがレンタル彼氏として働いている理由とかも含まれるのかな？　余計なことではない気がするけど、どこまでが貴人さんにとって余計なことかがわからないし、それをポロッと伝えて貴人さんと桐子さんが揉めても大変だし……。

「……は、はい、言ってなかったです！」

「ってなんだ、その微妙な間は」

　考えた結果、自分の中で出た結論に強く頷くけれど、貴人さんは私が考え込んでいたことをすかさず突っ込む。するとその時、信号が青に変わり、沢山の人が一斉に歩きだした。

「わっ」

　日曜夜の新宿は、こんなに人が多いんだ、と戸惑ううちに、人波に流されそうになってしまう。

「すみれ」

　そんな私の肩を、貴人さんがはぐれないようにぐっと抱いた。まるで抱き締めるような力強い腕と一気に近づく距離に、心臓が鼓動を強める。

　は、恥ずかしい……。

　必死に歩きながら見上げれば、すぐそばに真っ直ぐ前を見て歩く彼の顔がある。触れそうなほど、近い距離。

　こんな風にいきなり近づくから、余計この心はうるさくなるよ。でも、この手を離さないでほしい。

「で、その店っていうのは？」

「はっ！」

　そうだった！　お店！

　ある程度近くまで来たところで、店の細かい位置を確認するため、手元の地図を見た。駅から真っ直ぐ来て曲がって……と地図上では、ちょうど私たちの今いるところが目的地のある辺りだ。

「この辺、ですね。確か黒い建物って言ってました」

「なんの店なんだ？　居酒屋か？　レストランか？」

「なんなんでしょうね。私も桐子さんから『貴人が喜ぶこと間違いなしのお店』としか聞いてなく、て……」

　話しながらキョロキョロと見渡せば、ふと黒い建物が視界に入った。その外観から建物の中身が察せられてしまい、言葉を失った私を貴人さんは不思議そうに見る。

「なんだ？　あったのか？」

「えーと、あったといえば、あったのですが……」

　私が指差す先にあるのは、黒い壁にお札や提ちょう灯ちんが飾られた、まるでお化け屋敷のような外観をした居酒屋さん。白装束の長い黒髪の女性が青白い顔で『うらめし屋』とおどろおどろしい文字で書かれた看板を持っている。それらから、そこはいわゆるお化け屋敷をコンセプトにした居酒屋だということがわかった。

「地図の位置から見て、多分あそこだと思います……黒い建物はあそこくらいしかないですし」

　恐る恐る見た貴人さんの顔は、ピクピクと怒りに震えながらも青ざめ、なんだかすごいことになっている。

「あいつ……！」

「あ、あの、貴人さん？　無理せず他のお店に……」

　引き止めようとした私の話を聞くことなく、彼はキッとつり上げた目で黒い建物を睨んだ。

「上等だ！　入ってやる！　行くぞ！」

　恐らく桐子さんの目的はこれだったのだろう。貴人さんが幽霊やホラーが苦手と知ったうえで、このお店を紹介し挑発する……。

　案の定、彼は少し震える手で私の腕を掴み、ズカズカと入店した。

「いらっしゃいませぇ～……お客様、何名様でしょうか～……」

「うおっ」

　ところが、早速白装束の女性に声をかけられ、早くも彼はビクッと驚いた。

「ふ、ふたりで」

「は～い、二名様ご案内～……」

　ぼんやりとした明かりが照らす薄暗い店内は、まさしくお化け屋敷だ。ところどころに置かれたガイコツや目玉の置物、ゾンビの人形など和洋入り交じった部分が、本気で怖がらせようとしているわけではないことを感じさせた。

　前を歩く貴人さんは、それらにも常に動揺しているけれど。

「こちらのお席どうぞぉ～……」

　通されたのは、横長のテーブルとソファーがあるカップルシートのような席。

　座ってメニューを開けば、『脳みそチューチューゼリー』や『吐血風トマトハヤシライス』など、見た目もネーミングもなんとも言えないメニューがずらりと並んでいた。

　隣の貴人さんはページをめくればめくるほど嫌な顔をする。

「え、えーと……どれに、しましょうか」

「……どれでもいい。一番食欲が湧きそうなものを選んでくれ」

　とりあえずなにか料理を決めようと、必死にメニューに目を通す。

「じゃ、じゃあこれにしましょう！『牛の火葬』！　ミニステーキが燃えてるだけっぽいですし」

　それと『血の池スープスパ』、『幽霊のきまぐれ日替わりサラダ』、そしてドリンクをふたつ選んですぐ店員さんに注文し、メニューを手早くしまった。

「なんだかすごいお店に連れてきてしまってすみません……」

「いや、悪いのはお前じゃない。あいつだ」

　桐子さんへの恨みをぶつけるように、地図のメモを睨む貴人さんを見て、私は苦笑いをこぼす。周りをちらっと見てまた目をそらすあたり、本当に苦手なのだろう。

「あー……悪い、かっこ悪くて」

　情けない、というように右手で目元を隠しながら彼が言ったのは、意外なひと言。

「えっ、いえそんなことないです！　むしろ貴人さんにも苦手なものがあることにちょっと安心してます」

「お前は俺をなんだと思ってる」

　彼が自分のことをかっこ悪いと思うことがあるという意外すぎる一面を知り、「えへへ」と笑うと、貴人さんは少し照れたように髪をかいた。

　新しい、その表情。こうしてまたひとつ彼を知る度に、またずうずうしい願いが顔を出す。わかっていても割り切れなくなる。

　だけど、それでもやっぱり、貴人さんに近づきたい。

「あの……さっき一度桐子さんにも聞いてしまったんですが、貴人さんにも聞いていいですか？」

「ん？　なにをだ」

「貴人さんは、どうしてレンタル彼氏になったんですか？」

　呟くように問いかけると、彼は少し驚いた。そして言いづらそうに小さく口を開く。

「……実は俺、女が好きすぎて、毎日女と過ごしていたいんだよ」

「えぇ!?」

　お、女好き!?

　昼間同様まさかの答えが返ってきて、驚きで大きな声を上げてしまう。けれどその声はがやがやとした店内の喧けん噪そうにかき消された。

「いや、嘘だけど」

　って、またこのパターン！　桐子さんと同じことされた！

　貴人さんがからかうように言った時、早速飲み物が運ばれてきた。それはドクロの形のグラスに入ったビールとウーロン茶で、意外と普通な見た目の飲み物を、貴人さんは安心したように受け取る。

「あの、本当は……？」

「言わない。んな恥ずかしいこと言えるか」

　ビールを飲みながら、あっさりと断られてしまう。

　うっ……。やっぱり簡単には教えてくれなかった。

　無理に聞くのもどうかと思い、それ以上問うことはせず、目の前に置かれたウーロン茶に口をつける。

「けど、いい仕事だと思うよ。今まで暗い顔してた人が、たとえ仮でも恋をして綺麗になっていくのは、嬉しい」

　グラスを見つめながら貴人さんが言うことは、先ほど桐子さんが話していた内容とよく似ている。

『貴人を含めうちのお店の子たちは全員〝女性の人生を変えるくらい最高の彼氏〟になるの』

　たとえ仮でも、恋をして、彼の力で人が変わっていく。

「ほ……本気になってしまったり、しないんですか？」

　小さく呟き、不安げな目で貴人さんを見つめれば、その視線に気づいた彼もこちらを見つめ返した。

　私、なにを聞いているんだろう。

　他の人に本気になってしまう？　私に本気になってはくれない？　そんな意味を含めた、問いかけ。

　すると、貴人さんは私の目を見たまま口を開く。

「本気になっても、いいか？」

　真剣な声色でこぼされたひと言に、心はドキッと音をたてる。

　本気、に……？　それって、つまり……私に対して？　ここで私が頷いたら、この関係を変えることができる？

　戸惑ってしまい、言葉が上手く出てこない。そんな私を見た彼の口元から「ふっ」と笑みが漏れた。それから察するのは、またからかわれたのだということ。

「……また、からかいましたね」

「いや、からかってないけど？」

　一瞬、喜びかけた心は一気に冷静になり、不機嫌な態度を露にしたけれど、彼は笑顔のままだ。

　からかってない、なんて嘘だ。もう、人が真剣に聞いているのに。

　ふん、と拗ねたように顔を背けようとすると、貴人さんは手をこちらへ伸ばした。

「俺の役目は、あくまで手助けだからな。自分が幸せになるためにしてるんじゃない。相手に幸せになってもらうための踏み台でいい」

　その言葉とともに、彼の右手はそっと私の頬を撫でた。愛おしむように、そっと。

「それはもちろん、すみれもな」

　私が私なりの幸せを見つけられるよう、彼は真摯に、彼氏を演じてくれている。そのひと言で、やはり先ほどの言葉は本当にからかいだったのだと思い知った。

　どんなに願っても、彼にとっては仕事でしかなくて、私を客だときちんと割り切っている。だからこそ、こんなにも優しい。それなら私も割り切らなくちゃいけない。

　きっと演技だからこんなに優しくて、限られた時間だから魅力的に思えるだけなのだと、また心に言い聞かせる。なのに、心は聞き入れてはくれない。そうじゃないかもしれない、可能性はあるかもしれない、と悪あがきをする。

　たとえ仕事でも、彼自身に、こんなに惹かれているのだと、心は強く叫ぶ。

「お待たせ致しました～……牛の火葬でございま～す」

「うぉっ！」

　その時、血のりまみれの白装束の女性が背後からぬっと現れた。トレーを持ち、食事を運んできただけなのだろうけれど、あまりに突然だったため、貴人さんはのけ反って声を上げた。

　それまでの会話の空気に不似合いなその驚き方と声に、つい「くす」と笑ってしまう。すると、貴人さんは少し恥ずかしそうに私を睨んだ。

「なっ……笑うなよ」

「だって、貴人さん……本当にびっくりしてたから、かわいくて」

　怖い貴人さんの目に見られても、私は笑いを抑えることができず、不満そうだった彼もつられて一緒に笑いだした。

　幸せな、時間だなぁ。

　優しいところも真っ直ぐなところも、意外なかわいいところも、全部全部、大切で愛おしい。全部、全部、私だけのものになったらいいのになんて、こうしてまた欲張りになってしまう。

　もっとそばにいたい。もっと触れたい。

　心の奥が、求めている。










乾いた唇




　貴人さんを思うと、今まで塞ぎがちだった世界が一気に開けて、景色がキラキラと輝く。

　触れたいと願って、その度、心は音をたてる。

　だけどそれと同じくらい、些細なことにも胸が締めつけられて、痛い。

　心の中で、どんどん、彼が特別になっていく。

「……よし、報告書できた」

　休み明けの月曜日、十五時。

　仕事終わりまであとひと踏ん張りという時間だけあって、次第にフロアにあくびが増える頃、私は完成した書類をトントンとまとめ、今日の仕事に目処をつけていた。

　あとはこれを貴人さんに提出して、空いた時間に細かな雑務をして……そしたらあっという間に、彼と過ごす時間だ。

　金曜日にはっきりと断ったからか、越谷さんが仕事を押しつけてくる様子は今のところない。自分の仕事を着実にこなせるから、周りにも目が届くようになって、ミスやトラブルも減ってきた。

　こんな心穏やかな日々も、彼がいなければありえなかったこと。

「いっちはーら、さーん」

　そんな中、背後から私の名前を高らかに呼ぶ声が聞こえた。誰が呼んだのかはすぐ見当がつく。そう、津賀くんだ。

　予想通りの人が私のデスクにやってきて、書類を差し出す。

「この前の商品企画、店舗から結果報告きたので持ってきましたよー」

「あっ、ありがとう」

　津賀くんからそれを受け取ると、彼はなにかを言いたくてたまらなそうに、うずうずと落ち着かない様子を見せた。

「ん？　なにかあったの？」

　聞いてほしいのかな、と察して尋ねた私に、彼は待ってましたと言わんばかりに話を切り出す。

「いやー、俺昨日すごいもの見ちゃったんですよ！」

「すごいもの？」

　私は首を傾げる。津賀くんは辺りをキョロキョロと見渡し、近くに誰もいないことを確認すると、私の肩を組んで顔を近づけ、ひそひそと声をひそめた。

「昨日、俺見ちゃったんですよ……岬課長が、彼女といるの！」

「え、えぇ!?」

　激しく驚いてしまった私に向かって、津賀くんは「しーっ！」と口の前で人差し指を立てる。

「あっ……ご、ごめん」

　フロア内の人々は何事かと一度こちらを見たものの、なにもないとわかると興味なさそうにまた仕事を再開させた。

　か、彼女って……私のこと、だよね？　昨日街で見られていたなんて。これはまずい……！

『見ていたの!?』という思いから出た驚きの声を、『そうなの!?』という意味で受け取ったのか、津賀くんは小声で話を続ける。

「彼女のほうはよく見えなかったんですけど、岬課長が手繋いで笑ってて、もう超びっくりしちゃいましたよ！　噂とかなかったけど、あの人もそういう相手いるんだなーって」

「へ、へぇ～……」

　よかった、私は見えていなかったんだ……。

　私と貴人さんが一緒にいるのを知られていたら、上手く否定できず結局バレてしまっていただろう。

「でもあれだけのいい男だし、女が放っておかないですよねぇ。ていうか、彼女三人くらいいそう」

　津賀くんは肩を組んだまま、自分で言ってうんうんと頷き笑う。

　それは彼なりの冗談なのかもしれない。けれど、そのひと言で私の胸はチクリと痛んだ。

　女性が、放っておかない。そう、だよね。あれだけ素敵な人だもん、相手は私だけじゃない。

　些細な言葉を、また気にしてしまう。

「ん？　市原さんどうかしまし……うわぁ！」

　その時、突然私と津賀くんの顔を誰かの手が思いきり引き離した。

「誰の彼女が三人だって？」

　耳元で低い声が聞こえ、津賀くんと一緒に振り向けば、そこにいたのは噂の当人の貴人さんだった。その眉間にはシワが寄り、少し不機嫌そうな表情をしている。

「げ！　岬課長……」

　先ほどまで緩みっぱなしだった顔を引きつらせ笑う津賀くんを、貴人さんはジロリと睨む。

「津賀、お前そういえば土曜日に出して帰れって言った報告書、忘れたらしいなぁ？　おかげで俺の仕事が進まなくて困ってるんだが？」

「す、すみませーん……今取ってきます！」

　貴人さんの目の鋭さに怯え、津賀くんは逃げるようにフロアを飛び出していった。

　津賀くん、元気だなぁ……。

　ドタバタと走り去る彼の後ろ姿を見て、しみじみとそう思う。

「あと市原、話がある。ちょっと」

「え？　あ、はい……」

　話？　なんだろう。

　疑問に思いながら、私は呼ばれるがまま席を立ち、フロアを出た。

　そして貴人さんとふたりやってきたのは、先日作業をした小さな会議室だった。今日は使われている様子がなく、がらんとした静けさだけが漂っている。

「あの、話って……？」

「悪いが、急に本部長からの呼び出しが入ってな。どうしても断れなくて、今日の夜時間が取れなくなった」

　申し訳なさそうに「悪い」と謝る姿から、彼自身も断ろうと努力したことが窺えた。

　今夜のデートが中止なのは残念だけど、仕事なら仕方がない。

「わかりました、じゃあ今夜は――」

「だから、お前も一緒に来い」

「へ？」

　貴人さんが真面目な顔で言った言葉の意味がわからず、きょとんとしてしまった。

「私も、ですか？」

「あぁ。ふたりきりは無理でも、せめて一緒に過ごす時間くらいは取りたいからな。それに、女性社員を連れていくと本部長の機嫌がよくなって俺が楽だ」

　要するに、一緒にいられて自分もやりやすくなるから一石二鳥、ということだろう。

「けど私、本部長なんてほとんど面識ないですけど……」

「どうせただの飲み会だから気負うことはない。とりあえず笑って飯食っておけばいい」

　冷静に説明をする貴人さんはどっしりとしていて、安心感を与えてくれた。

「……そ、それなら。わかりました」

　上手くできるかはわからないけれど、私は小さく頷いた。

　それを見た貴人さんは「よし」と納得して会議室をあとにする。

　でも……大丈夫なのかな。

　私みたいなただの事務員が上司との飲み会についていっていいのだろうか、とちょっと不安になる。だけど、たとえレンタル彼氏としての責任感だったとしても、彼が『せめて一緒に過ごす時間くらいは』と、言ってくれたことが嬉しい。だから、その気持ちに応えられるように頑張ってみよう。




「おお、岬！　やっと来たか、待ってたぞ！」

　その夜、貴人さんとふたりでやってきた店には、「あっはっは！」と男性の明るい声が響き渡っていた。

　恵え比び寿すにある海鮮料理が売りの店の少し広めの個室で、並んで座る私たちの向かいには、満面の笑みの中年男性がふたりいる。私から向かって右斜め前に座っている白髪交じりの男性が本部長。そして正面にいるメガネをかけた痩せ型の男性が、事業部長だ。

　ここまで来る途中に貴人さんから聞いた話によると、部下と飲むのが大好きな本部長たちは、以前から散々彼を誘っていたらしい。けれど貴人さんは面倒だからと、いつも適当な理由をつけて断っていたそう。それに対して不満を募らせていた本部長たちに、今回強引に約束を取りつけられてしまい、さすがの貴人さんも頷くしかなかったとのこと。

「いつもいつも人の誘いを断って……本当に付き合いの悪い男だ！」

「すみません、毎日仕事で手一杯でして。本当は毎回参加させていただきたい気持ちでいっぱいなんですけどね」

　貴人さんが、にこっと愛想笑いを見せると、「そうか？」と本部長は嬉しそうに大きな声で笑った。

　さすがに彼も、本部長くらい上の上司相手となれば、いつもの冷ややかな目を細めて、お世辞を言うのだと知る。

　本部長も事業部長も機嫌よさそう。これなら私も大丈夫そうかも……。

　その場の雰囲気に合わせにこにこしていると、それまで貴人さんを見ていた本部長の視線がこちらへ向いた。

「それにしても『部下をひとり連れていきたい』と言うものだから誰を連れてくるかと思えば……確か君は、商品企画課の事務の子だったか」

　日頃あまり接点がないので、私は本部長たちの顔と名前を知っていても、向こうはそうではないのだろう。

　話を振られた私は、慌てて頭を下げる。

「あっ、はい。商品企画課の市原と申します」

「市原くんか！　美人なうえに控えめでいいねぇ、コレはいるのか？」

『コレ』と言いながら本部長は親指を立てる。その意味を一瞬考えてから、それが〝彼氏〟の存在を指していることに気づいた。

「あ、えっと……」

　こういう場合はなんて答えたらいいんだろう。素直に言うべき？　それとも見栄を張っておくべき？

「お待たせ致しました。お先にお飲み物になります」

　答えに戸惑っていると、タイミングよくビールジョッキが四つ運ばれてきた。

　よかった、上手く話を流してしまおう。

「お、来た来た。じゃあ乾杯！」

「乾杯、いただきます」

「い、いただきます……」

　ビールは得意ではないけれど、ここで断るわけにもいかないし……。

　ぐいっとひと口飲むと、苦味が広がり眉間にシワを寄せてしまいそうになる。けれど、それが顔に出てしまわぬように笑顔を作った。

　そんな私を見て、事業部長は嬉しそうに言う。

「お、市原さん、おとなしそうな顔していけるねぇ！　さ、飲んで飲んで」

「は、はい……あはは」

　よかった、顔には出てないみたい。

　私がお酒に付き合うことで、一層上機嫌になるふたりに安心しながら、もうひと口ビールを飲んだ。

　う……でもやっぱり、苦い。水にしようかな、けどお酒のみでいったほうがいいよね、きっと。

　いつも以上に相手の反応を気にしてしまい、飲み物ひとつにも戸惑ってしまう。

　その時、ふと足になにかが触れる感触がした。

　なんだろう、と目線をさりげなくそちらへ向けると、貴人さんの手が紺色のスカートの上から私の太ももにそっと触れていた。

　た、貴人さん!?　……本部長たちには見えないからって、テーブルの下で一体なにをするつもり!?

　驚きちらりと貴人さんの様子を窺うものの、彼は楽しげにふたりと談笑しながらビールを飲んでいる。それを見て私も慌てて笑顔を作り直すけれど、突然のことに動揺して、固まることしかできない。

　すると、彼の指先はトントンと私の太ももをつつく。

　ん……？　なに？

　思っていたものと違うその行動に心を落ち着けた私は、あることに気づく。

　文字？

　貴人さんが動かす指先に意識を集中させると、彼が太ももに書いているのは『む』の文字。そしてそれに続いて『り』、『す』……と続いていく。

『む・り・す・る・な』

　それは、無理をして飲まなくていい、という彼なりの気遣いだろう。

　気にしてくれているんだ、優しい。

　その気持ちに甘えるように、さりげなく水を飲んでみた。本部長たちは貴人さんとの会話に夢中で、私の飲み物など全く気にしていないようだ。

　よかった、大丈夫っぽい。

　太ももに乗せられている手にそっと触れ、私も彼の手の甲に指先で文字を書く。

『あ・り・が・と・う』

　テーブルの下の密かなやりとりが、愛しくて嬉しい。




　そしてそれから数時間後、心ゆくまで話しながら飲み食いをし……本部長は満足をしたらしく、ようやく店を出た。

「岬、じゃあまたな！　市原くんもお疲れ！」

「お疲れ様でした。おやすみなさい」

　ふたりは真っ赤な顔でふらふらとタクシーに乗って去っていき、残された貴人さんと私からは「ふぅ……」と深い溜息がこぼれた。

「ようやく行った……あー、長かった」

　気の抜けた声を出した貴人さんは「うーん」と思いきり伸びをする。

「そう、ですね……」

　私もぐったりとしながら腕時計を見れば、時刻はもう二十三時半を過ぎていた。この時間まで、ひたすら笑顔で話を聞き、相手を引き立てながら会話をしたため、頬の筋肉はもう限界だ。

　貴人さんにいたっては、それに加え、ふたりに付き合い何杯もビールを飲んだのだから、余計つらいだろう。けれど、邪魔そうに首元のネクタイを緩める彼は、顔を赤くすることもなく極めて普通だ。

「貴人さん、お酒強いんですね。見た目いつも通りです」

「そうだな、それなりに」

　すると、頬にぽつ、と雫しずくが落ちる。

　水……？

　不思議に思い空を見上げると、パラパラと降りだした雨が瞬く間に勢いを増し、ザアアァと豪雨に変わった。

「わっ……!?」

「いきなりすごいな……屋根のあるところに行くぞ」

　一瞬にして全身が濡れていき、私たちは慌てて近くにある閉店後のショップの軒下へと入り込んだ。

　手前の繁華街や先の駅前はまだキラキラと眩しく光っているものの、ちょうど中間のこの通りはもう閉っている店が多く、どこかひっそりとしている。

　一向にやむ気配がない雨を見上げ、濡れた髪を耳にかけた。

「天気予報は、今日晴れだって言ってたのに……」

「急な雨だし、すぐやむだろ。少しここで待つか」

　貴人さんの全身もびっしょりと濡れており、セットされていた黒い髪もすっかりお風呂上がりのようだ。

　わ、色っぽい……って、そうじゃなくて！

　濡れた肌から漂う色気に見とれそうになるのを振り払い、慌てて鞄からハンカチを取り出し彼の顔へあてた。

「気休めにしかならないかもしれませんけど、よかったらこれで拭いてください」

「俺より自分拭けよ。俺はスーツだからそんなに濡れてないけど、お前は……」

　貴人さんは私へ視線をやった途端、言葉を呑み込み顔を背けながらスーツのジャケットを脱ぎ始めた。

「どうかしましたか？」

「……いいから。これ羽織れ」

　こちらを見ないようにジャケットを差し出され、意味がわからず頭には〝？〟が浮かぶ。

「へ？」

　もしかして、と自分の服を見れば、白いプルオーバーのブラウスが雨に濡れ、身体に張りつくようにして透けてしまっている。けれど見えているのは白いキャミソールであって、下着ではない。

「大丈夫ですよ、キャミソール着てますから」

「下着と同じようなものだろ。いいから、ほら」

　それでも貴人さん的にはダメらしく、脱いだジャケットをなかなか受け取ろうとしない私に痺しびれを切らしたようにこちらを見る。そして極力私から視線を外して、肩に羽織らせた。

「……ありがとう、ございます」

　こういうところも、優しいなぁ。

　おとなしく甘えることにして、前のボタンを閉じると、ようやく彼は顔をこちらへしっかりと向けた。

　まだ雨はザアザアと音をたてて降り続けている。

「貴人さんは、いつも優しいですね」

　ジャケットをきゅっと握り、隣に立つ彼を見上げた。

「そうでもないだろ。俺より優しい男なんてそこら中にいる」

　自覚がないのだろうか。冷めた目で自嘲するように否定する。

　そこら中にいるのかもしれない。だけど、私にとっては、貴人さんが一番優しいと思う。あなただから心は揺れて、変わっていけるんだ。

「会社での貴人さんは、ちょっと怖くて、人にも自分にも厳しくて……でも、皆に信頼されていて、私とは別世界の人だと思っていました。けど、本当はこんなにも優しくて……貴人さんのそういう面を知れた。仮でも、彼女になれてよかったです」

　気持ちをひとつひとつ伝えるように言葉にすると、自然と笑顔が溢れてくる。

　あなたの〝彼女〟でよかった。あなたが〝彼氏〟でよかった。

　たとえ、限られた時間だけでも、レンタル彼氏として現れてくれたのが、貴人さんでよかった。そう、心から思える。

　その気持ちを伝えると、彼は照れくさそうに髪をかく。

「お前……よくもまぁ、そんな気恥ずかしいことを堂々と言えるな」

「だって本当ですもん。あれ……もしかして、照れてます？」

　笑いながら貴人さんへ視線をやると、ほんの少し頬を赤くしている彼は表情が見えないように下を向いてしまう。

「うるさい、黙れ」

　いつもの仕返しと言わんばかりに、からかうようにその顔を覗き込むと、互いの目と目がしっかりと合った。それまで普通に話せていたのに、途端に恥ずかしくなってしまう。

「す、すみません……調子に、乗りました」

　視線をそらし、少し距離を取ろうとしたその時、彼の右手がそっと私の頬に添えられる。

「……貴人、さん？」

　彼の大きな手は、私の頬を包むように触れると顔を上へと向けさせた。落ち着いた瞳でしっかりと私を見据える彼が、なにを思っているのかはわからない。

「そんな風に近づいたり笑ったりされたら、我慢できなくなる」

　けれど、その真剣な視線と声から、いつものようなからかいではないことに気づいた。

「え……？」

『それって、どういう意味？』

　そう問いかけようとした瞬間、顔が近づき、ゆっくりと唇が重なった。

　少し乾いた薄い彼の唇は、優しく触れて、一度離れ、また重なる。吸いつくような、求めるような熱いキスで、互いの息が混じり合った。

「ん……」

　漏れた微かな声に彼は目を細め、空いていた左手で私の身体を強く抱き締めた。

　いきなり、どうして？

　でも、この腕から逃れようだなんて微塵も思えない。

　ううん、むしろ逆。受け入れたい。

　その思いから、もっと、と求めるように彼の胸元をぎゅっと握った。

　心の中の不安や痛み、それらを全て愛おしさに変えてしまうような甘いキス。

　口づけるふたりを包むように、その場には雨の音だけが響いていた。

　それは時計の針が〝午前〇時〟を指すまでの、僅かな時間。










契約違反




　重なった唇は熱く、少し苦いアルコールの味がした。だけど、その苦さすら愛おしい。ずっと、ずっと、このままでいたいと願ってやまないほど。

　昨夜の雨から一転して、頭上にはカラッと晴れた青空が広がっている。眩しい日差しと時折吹く風が心地いい。

　そんな絶好の天気の中、私はひとり神妙な面持ちで、鞄を両手で握り会社の前に立っていた。

　い、いつもより早く来てしまった……。というか、全然眠れなかった。だって、だってだってだって、まさか貴人さんとキスしてしまう、なんて……！

　目を閉じるだけで昨夜の出来事が脳裏をよぎり、また心臓がバクバクと騒ぎ始める。

　あのあと雨はすぐ上がり、貴人さんとはいつものように駅で別れた。特別な会話も言葉もなかったし、恥ずかしくてまともに顔も見られなかったから、彼がどういうつもりであんなことをしたのか知ることはできなかった。

　だからこそ、今日どんな顔をして会えばいいのかがわからない。あぁ、もう、どうしよう。

　あまりに困惑してしまい、ここまで来てなんだけれど、会社を休んでしまおうかとさえ思う。

　けど、休むと余計微妙な空気になってしまいそうだし……。

　どうしよう、と迷いながら、一度身体を駅のほうへ向けて、でもまた会社のほうを向いて、とその場でくるくると回ってしまう。

　でも、どうしてキスなんて？　あれも、レンタル彼氏としての仕事なのかな？　でもハグ以上はルール違反って言っていたし……となると、やっぱり流れ？　からかわれた？　いや、それよりも問題は、まず今日をどう乗りきるかだ。普通にしないと、普通、普通に……。

　そう心に言い聞かせるものの、また貴人さんとのキスを思い出し、顔がボッと熱くなる。

　ダメだ、普通になんてできない！

「おい不審者」

「はっはいい！」

　突然背後から声をかけられ、条件反射で返事をして振り向く。その声の主は貴人さんで、彼は黒いスーツのポケットに左手を入れ、私のすぐ後ろに立っていた。

「〝不審者〟と呼ばれて返事をする奴がいるか。入口でウロウロしてないでさっさと中入れ」

　呆れた顔で言った貴人さんに、私は小さく頭を下げる。

「あっ、は、はい……すみません」

　み、見られていた……。

　私を颯さっ爽そうと追い越していく彼のあとを追うように、一緒に会社へ入っていく。

　まさか入口で会ってしまうなんて……まだ心の準備ができていないのに！　どうしよう、どんな顔をしてどんな態度を取ればいいんだろう。あぁ、自分の恋愛経験値の低さが憎い……！

　やってきたエレベーターに乗り込む貴人さんに続き、横目で彼の様子を窺うけれど、どう見てもいたって普通だ。でも、向けられたままの背中がむしろそっけない気もする。

　会話ひとつないままエレベーターが六階に着くと、貴人さんはさっさと降りて去っていってしまった。遠くなる背中を、ただ見つめることしかできない。

　な、なんであんな態度……？　もしかして、昨夜のことは夢!?　いや、そんなわけないか。ちゃんと感触だって覚えてる。って思い出したらまた恥ずかしくなってきた！

　……もしかして、貴人さんにとってはたいしたことじゃないとか？　レンタル彼氏としてのサービス？　よくあること？　認めたくはないけど、その可能性が一番高いかもしれない。

「……サービス、かぁ」

　ひとりエレベーターの中でぼそっと呟き、唇に触れた瞬間、頭に浮かぶのは昨夜の光景。

　熱い肌と、強く抱き締める腕、求める唇。なによりも永く続いてほしいと願ったあのキスを、仕事だなんて思いたくないよ……。

「あれ？　市原さん、どうしたんですか？」

「へ？」

　津賀くんに声をかけられたことではっと我に返り、今このフロアが何階なのかを確認すると、そこには『九』の文字がある。

　お、降り損ねた……！

　本来なら貴人さんと一緒に六階で降りなければならないのに、ぼんやりしているうちにエレベーターはここまで来てしまったらしい。

「めずらしいですね。市原さんが九階に来るなんて」

　津賀くんが不思議そうに言うのもそのはず。九階は商品倉庫や大きな会議室などがあるフロアのため、日頃私にはあまり縁のない場所なのだ。

「う、うん。ちょっと倉庫に用があって……」

　ぼんやりしていたと正直に答えて、なにを考えていたのか深く詮索されても困るので、私は笑って誤魔化しながらエレベーターを降りる。

　すると津賀くんは「そうなんですね」と返事をしながら、私と入れ替わるように乗り込んでいった。

　もぅ、なにやってるんだか……。

　変なことばかり考えていないで、しっかりしないと。深呼吸をして、冷静に……。

　自分を落ち着かせるべく、私は廊下の一番端にある階段を下りることにした。普段あまり使われることのない、人気のない階段には、「ふー……」と吐き出す自分の深い呼吸と、コツ、コツという足音だけが響く。

「だから、それだけだって言ってるだろうが！」

「わ！」

　すると突然、下の階から大きな怒鳴り声が聞こえてきた。

　口元を押さえながら恐る恐る声がしたほうを覗き込むと、そこにはスマートフォンを片手に、誰かと電話をしている貴人さんの姿があった。

　……こんなところで誰と話しているんだろう？　気になるけど、そこまで踏み込んじゃダメだよね。

　電話中のところにズカズカと下りていくのも、と思い上の階に戻ろうとする。

「昨日は飲み会で忙しくてレポート送れなかった、って言ってるだろ。え？　すみれ？　あぁ、別になにもない」

　ところが『レポート』と『すみれ』という言葉が聞こえて、つい足を止めてしまう。

　私の名前を出すってことは……電話の相手は恐らく、桐子さんだろう。仕事関係の人なら私を〝市原〟と呼ぶだろうし……。

　そういえば以前、毎日のことをレポートで提出させているって桐子さんが言っていた。話の内容から察するに、昨日はそれを忘れてしまい、責められているようだ。

　さすがに昨夜のキスのことは報告しないよね……。

　桐子さんとの会話なら、尚更聞いていいのか迷う。

「だから、なにもないって何度も言ってるだろうが。社長の立場で従業員を冷やかすな」

　さっきまでは声を荒らげていたけれど、貴人さんは誰かに聞かれてしまわないようにか、声をひそめて言う。

　彼の言葉から、電話の向こうの桐子さんが『本当にそれだけ～？　あんた、手出しちゃったんじゃないの？　ねぇねぇ、教えなさいよ～』とからかう図が簡単に想像つく。

　それにしても貴人さん、社長相手に強気だなぁ。そこもまた彼らしいといえば彼らしいけど……。

　そう感心しながら聞いていると、彼からは深い溜息が吐き出された。

「この前から言ってるだろ。あいつは客、俺は仕事。それ以上なにもないし、ありえない。どうなることもない」

『なにもない』『ありえない』『どうなることもない』

　私と貴人さんのあいだにしっかりと引かれた線が、心にグサリと突き刺さる。

「それより忘れてないだろうな、これが終わったら……あの条件」

　条、件？

　そのために、頑張っていた？　なにかの条件のために、私の彼氏として？

　……そっか。きっとこの仕事の裏には、貴人さんと桐子さんのあいだで交わされた約束があるんだ。お金以外にも、なにか彼にとってメリットのある報酬が。

　そう、だよね。彼氏役をするのが貴人さんの仕事だもん。キスだって、演出のひとつだ。

　そう自身を納得させていると、彼の視線がなにげなくこちらへと向いた。

　あ、まずい。そう思うと同時に貴人さんは目を見開き、急いで電話を切った。

「すみれ!?　お前、いつからそこに……」

「す、すみません……」

　その慌て方は、『聞かれたくなかった』と言っているようなもので、やはり先ほどの話は、客である私は聞くべきではなかったのだと知る。

「今のは――」

「わ、わかってますから！」

　その言葉の先を、遮るように声を大きくした。

　わかってるから、言わないで。これ以上、現実を突きつけないで。

「私は、お客さんで、貴人さんをレンタルしているだけですから……わかってます。ちゃんと」

　声を絞り出し、下を向いてスカートをぎゅっと握る。

　言い聞かせているように聞こえてしまわないだろうか。違う、ちゃんとわかってる。自分の立場、彼の役目、全部きちんと。だから、言わないで。

「……あの、今日はちょっと体調が優れないので、デートはお休みで、お願いします」

　今自分が、どんな顔をしているかはわからない。強張っているかもしれないし、泣きそうになっているかもしれない。どちらにせよ、こんな顔を彼に見せたくはなくて、私は下を向いたままでいた。

「すみれ？　おい、お前……」

「明日は十九時に新宿駅で、お願いします……失礼します」

　それだけ伝えると、ぺこりと頭を下げて私はその場を去った。

　逃げるように、人気のないフロアを早足で歩く。そしてフロアの一番端にある女子トイレへと入った瞬間、堰せきを切ったように涙がボロボロとこぼれだした。

　なんで、こんなに胸が痛いんだろう。わかってる、わかってた。なのに……。

　深く踏み込まれたり、あと腐れがないようにと、お金を払って彼氏をレンタルすることを決めたのは私だ。なのに、すっかり舞い上がって勘違いをしていた。これが恋かもしれないとか、そんな期待をしていたんだ。

『あいつは客、俺は仕事。それ以上なにもないし、ありえない。どうなることもない』

　貴人さんにとっては、全部仕事。いつもは見せてくれない笑顔も、優しく触れるのも、心を変えてくれた言葉も、昨日のキスも……。全部仕事でしかなくて、私が今以上の立場になることはありえない。

　実感すればするほど涙はこぼれて、喉の奥が詰まったように苦しくなる。だけどその苦しさを感じるほど、自分の本音に気づかされる。

　こんなに苦しい理由、こんなに胸が痛む理由。

　それはきっと、あなたに恋に落ちてしまったから。




「……はぁ……」

　十九時過ぎの現在、仕事を終えた私は、ひとり新宿の街を歩いていた。

　目的は特にない。デートは断ってしまったけど、そのままおとなしく自宅に帰る気持ちになれず、行く宛てもないまま、ふらふらと歩いているだけだ。

　あのあと……『わかってる』と何度言い聞かせても、全くわかっていなかったのだと今更気づいた私は、散々泣いて帰りたい気持ちに押しつぶされそうになった。それでもなんとか立ち上がり、ようやくフロアに戻った時には、すでに始業時間は過ぎてしまっていた。でも、いつも通り皆バタバタと動き回っており、私の遅刻など誰も咎めも、気に留めもしなかった。自分の影の薄さに感謝する日がくるなんて……。

　運よくというかなんというか、貴人さんは一日中会議がありほとんどフロアにはいなかったため、まともに顔を合わせることなく仕事を終えて今にいたっている。

　自分の足元を見ながら歩を進めていると、向かいから歩いてきた人とドンッと肩がぶつかった。

「きゃっ……すみませ――」

「んだよっ、下見て歩いてんじゃねーよ！　邪魔だな！」

　謝ろうとしたと同時に、大きな声を投げつけてきた男性は、怒鳴りながらそのまま去っていき、一層私の顔は下を向いてしまう。

　ふと、横にあるショーウィンドウに映る自分を見て、以前と同じように俯いてばかりいることに気づいた。

　ダメだ、なぁ。貴人さんと一緒だったら、あんなに真っ直ぐ前を向けるのに。ひとりになった途端、こんなにも弱い。隣に彼がいないだけで、こんなにも……。

　思い出すとまた涙が込み上げてきて、ガラスに映った情けない顔の自分がにじんだ。

「あら、すみれちゃん？」

　突然名前を呼ばれ振り向くと、真っピンクのコートに真っピンクの口紅を合わせた、桐子さんがいた。買い物帰りなのか、その手には大きな紙袋をいくつも持っている。

「また会ったわねぇ、奇遇……って貴人は？　今の時間はデート中のはずじゃない？」

　なにか言い訳をと思うものの、上手く言葉が出てこず、代わりに涙がポロポロとこぼれた。

「え!?　すみれちゃん、どうしたの!?」

　突然の涙に、桐子さんは当然驚き、目を丸くする。

「桐子さん……私、わたしぃ～……」

「あらあら！　とりあえずうちのお店行って落ち着きましょ！　ね！」

　子供のように「うわぁぁん」と泣きだす私に、桐子さんは慌ててハンカチを取り出し手渡す。そして、私の肩を抱いて歩きだした。

　桐子さんに優しくされ、余計に涙が溢れてきてしまう。

　もう、どうしたらいいのかわからないよ。苦しいこの気持ち、それでも消えないこの思いは、どうしたらいい？

　それらを問いかけるかのように、涙は止まることなくこぼれていった。




「はい、どうぞ」

　白い革張りのソファーに座り、テーブルに置かれたカップをそっと手に取ると、温かさがじんわりと伝わってきた。その中で揺れるホットミルクティーに小さく口をつけた瞬間、口内に甘さが広がる。

「温かい……」

　その味に安心して小さく呟くと、向かいに座る桐子さんは「ふふ」と笑う。

　彼女はいきなり泣きだした私をタクシーに乗せ、店まで連れてきてくれた。先日と同じ応接室に通され、さらにはこうして飲み物まで用意してもらって……なにからなにまで甘えっぱなしだ。

「落ち着いた？」

　私の顔を覗き込むようにして問いかける声は、穏やかで柔らかい。

「はい……すみません。いきなり大泣きしたりして」

　冷静になると、迷惑をかけた自分が恥ずかしくなってしまう。

　けれど、そんな私にも桐子さんは嫌な顔ひとつ見せず、優しく目元を細めてくれた。

「それで、どうしたの？　今日貴人が一緒にいないことと関係ある？」

「……あ……」

　今日貴人さんと一緒にいない理由。自分の抱く気持ちと、彼の言葉。

　社長である桐子さんに私の気持ちを話したら、怒られてしまうかもしれない。最悪、今すぐ契約が終わってしまう可能性もある。そう予想できる今、きっと話すべきではないだろう……けど。

「悩みがあったらなんでも話して、ね」

　そう微笑んでくれる桐子さんの優しさに安心感を抱き、言葉をこぼしてしまう。

「……ご、ごめんなさいっ……」

「え？」

「私、お客さんなのに……貴人さんのことを、好きになってしまったんです……！」

　座ったまま頭を下げた私は、思わずカップを持つ両手に力を入れてしまう。

『好き』

　その言葉を初めて声に出したことで、気持ちが高ぶり、また涙が出そうになった。

　だけど今はこらえて、思いをきちんと伝えるんだ。

「最初はそんなつもり全然なくて、他人でいたいからレンタル彼氏を選んだのに……でも、一緒にいるうちに、貴人さんを思うとドキドキして、他の女の人にも同じようにしてるかと思うと苦しくて……」

　上手く話はまとまらない。けれど、桐子さんはなにも言わず耳を傾かたむけてくれる。

「でも今朝、貴人さんと桐子さんの電話を聞いてしまったんです」

「今朝？　あぁ、アタシが貴人のレポートせっついた時の？」

　そう尋ねられ、私は頭を下げたまま頷く。

「はい……そこで、貴人さんに私は客だって線引きされて、それが当たり前のことなのにつらくて」

　当たり前。いくらそう自分に言い聞かせても納得なんて、できない。

　彼にとって、客ではなくひとりの女性になりたい。

〝レンタル彼氏〟以上の存在を求めている。

「そうだったの……なら、仕方ないわよねぇ」

　桐子さんがぼそっと呟き、私は泣きそうになりながらも顔を上げる。

　そんな私を見て、桐子さんはミルクティーをひと口飲み、笑顔で頷いた。それは、怒られるかも、契約を切られるかも、と不安に思っていた私の予想とは真逆の反応だ。

　え？　仕方、ない？

「怒ら……ないんですか？」

　驚きを隠せずぽかんとした顔をする私を、桐子さんは不思議そうな顔で見る。

「え？　どうして怒るの？」

　どうしてって……。

「だって、その……」と私が言葉を選んでいると、彼女はカップをそっとテーブルの上のソーサーに戻した。

「好きになっちゃったものは仕方ないわよ。心は、予定通りになんて動かないもの。それにうちは『レンタル彼氏に本気になっちゃいけない』なんてルールはないのよ？　ほら、契約書にも書いてなかったでしょ」

　確かに〝ハグまで〟や〝時間制限〟はあってもそれ以外を禁じたり罰する記載はなかった気がする。

「本気になっても別にいいのよ。それを男の子たちに強要したり、度を超えた行いさえしなければ。あとは、本人たちの気持ち次第。言っちゃえば、男の子はレンタル彼氏として自分の役目を割り切れる子ばかりだから、本気で断られて二度と今の関係に戻れなくても自業自得、ってわけ」

　笑いを含みながら話すものの、『自業自得』の言葉は重みを感じさせる。

　心は、予定通りには動かない。その思いのままに本気になってもいい。気持ちは、抑えようとして抑えられるものじゃないから。

　ただその気持ちを抱いてどうするかは、自分次第。たとえ戻れなくなったとしても、勇気を出して踏み込むか、進めなくても今のままでいることを選ぶか。

　全部、自分次第なんだ。

「ドキドキする心も、痛む心も、どっちも立派な恋の証よ。それを抱えて、すみれちゃんはどうしたいの？」

　桐子さんの目はじっと私を見つめて、真っ直ぐ心に問いかける。

「私……ですか？」

「折角知ったその気持ちを、線を引かれたからといって捨てるの？　捨てられる程度のものなの？」

　さっきまでの笑みを消し、桐子さんは真剣な眼差しを私に向けた。

　貴人さんが、教えてくれた。

　自分は、そのままでいいこと。勇気を出して、気持ちを表すこと。触れられるとドキドキすること。彼の隣にいると世界が違って見えること。

　たった九日のあいだに溢れた、数えきれないほどの思い。その気持ちを、このまま捨ててしまうの？　捨てられる、ものなの？

「……捨て、ません。捨てちゃ、ダメです……」

　言葉をこぼしながら、小さく首を横に振った私に、桐子さんはそっと微笑んで頷く。

「そう、伝えなきゃ。勇気を出せば、案外違う結果が待ってるかもしれないじゃない」

「違う、結果……？」

「前にも言ったでしょ。なにが起こるかわからないのが人生よ。そして何事にも挑んでみるのも、また人生って」

　爪の長い指先でビシッと指差し桐子さんが口にした台詞せりふ。それは、初めて私がこの店に来た時にも言ってくれたものだった。

　どうなるかなんてわからない。なら、踏み出そう。たとえ無理だと目に見えていても。彼のおかげで自分がこんなにも変われたことを伝えたいから。

　こんなにも、あなたへの思いが胸に溢れていることを、伝えたい。全部、全部。

　迷いのない桐子さんの言葉で、自分が今どうするべきか、どうしたいか、それらがわかった気がする。

　全ては明日。最後の日を、後悔のないように。










あなたと




　いつも、人の顔色ばかり窺っていた。空気を読んで、都合よく合わせて、嫌われたくないとそればかりを考えて、人に自分から近づこうとなんてしなかった。

　だけど彼を思うと胸が高鳴って、もっと知りたい、触れたいと願ってしまう。

　怖くても、近づきたい。たとえ彼にとっては仕事でしかなかったとしても、私はその言葉で変われたということを、伝えたい。

　ありがとうと、好きの気持ちを。




　窓の外で太陽が輝く朝。私は自宅の洗面所で、じっと鏡と向かい合っていた。

　いつも通り地味な黒い髪の毛先を、今日は少しだけ強めに巻いてみた。青いトップスに合わせた白いスカートは、いつもより気持ち短めの丈で、目元に残る昨夜の泣き腫らした痕は、メイクで丁寧に隠した。

「……よし」

　ぐっと気合いを入れるように深呼吸をひとつして、鏡に笑顔を映す。

　今日は、レンタル十日目の最終日。

　今夜はついに父との食事だ。無事に終わるか、紹介したところで反対されて結局お見合いになるか……どうなるかなんて、わからない。けど、今の自分にできることは、真っ直ぐに向き合うこと。

　緊張するし、怖い。だけど、今日は今日しかないから、後悔をしないように。

　強く、なるんだ。

「って、あっ！　時間！」

　気合いを入れることに集中しすぎて、つい遅刻しそうになり、慌てて家を出た。

　なにも変わらないはずなのに、景色がどこか違って見えるのは、きっと緊張感からだ。それを抑えるように、私は『平常心』と言い聞かせながら出勤した。

「あ、市原さん、おはようございまーす」

「津賀くん、おはよう」

　急いでいるのか、挨拶をしながらバタバタとフロアを出ていく津賀くんとすれ違う。

　朝から忙しそうだなぁ、なんて思いつつ、私は自分のデスクへと向かった。

　今日の社内も普段と同じく、皆が慌ただしく行き交っている。そんな中、ひと際目立つ姿がひとつある。

「岬課長、この企画案確認してもらってもいいですか？」

「あぁ、わかった」

　男性社員から書類を受け取る貴人さんは、相変わらず黒いスーツがよく似合っている。つい目で追っていると、不意に彼もこちらを向き、ばちっと視線がぶつかった。

「あ……市原」

　吸い込まれてしまいそうな真っ黒な瞳に、一瞬心は戸惑う。けれど……。

「おはようございます、岬課長」

　精一杯の笑顔で、彼に声をかけた。

「あぁ、おはよう。このデータの入力、頼む」

　眉ひとつ動かさずファイルを渡され、それ以上の会話を交わすことなく私は自分の席に着いた。

〝いつものように〟そう意識をしてみても、たった十日間とはいえ、レンタル彼氏と客という立場になってしまった私と貴人さんは、以前のようにはきっと戻れない。だけどせめて全てが終わった時に、この十日間をなかったことにしたい、とは思わないように。

　頑張れ、私。そう自分を鼓こ舞ぶし、仕事を始めた。

　貴人さん、私はあなたのおかげで変われたことが沢山あるんです。

　仕事を、きちんと断れるようになりました。

　まだ少し怖いけれど、自分の意思を言えるようになりました。

　恋をすることの幸せも、苦しさも知りました。

　全部、全部、貴人さんが隣で教えてくれたこと。それを、ただの思い出にするのではなく、活かしたいと思うようになりました。

　だから、聞いてくださいね。私の、そのままの気持ち。




　定時を少し過ぎ、仕事を終えた私は、彼と待ち合わせた新宿駅へと向かった。改札を抜けたところに、彼が立っているのが見える。

　……いた。

　すぐに見つけられるのは、それほどまでに彼の姿を追い求めているから。

　ひとつ息を吸って、貴人さんのもとへと近づいた。

「お、お待たせしました」

「お疲れ。俺も今来たところだ」

　貴人さんは普段通りの顔を一度こちらに向けてから、腕時計で時刻を確認する。

「父親との待ち合わせは何時だ？」

「一応十九時半に、ホテル『パークハイヤー新宿』です。四十階にある和食料理のお店を予約しているそうです」

「そうか」

　貴人さんは建物の名前を聞いて、スマートフォンで地図を開くと、「行くか」と歩きだそうとする。それに続こうとした私に、そっと差し出されたのは彼の大きな右手だ。

「繋ぐ、だろ？」

「あ……は、はい」

　昨日の気まずさも、当然ある。だけど恋人としての使命を全うしようとする貴人さんの気持ちを感じた私は、頷きそっと手を取った。握る手に、心なしかいつもより力を込められ、わかっていてもときめいてしまう。

「今日のことが終わったら、話しておきたいことがある。……大事な、話だ」

「え？」

　歩きながら呟かれ、小さく首を傾げた。

　話しておきたい、大事な話……？　なんだろう、やっぱり、この前電話で話していたことかな。キスはしたけど、そういうつもりはないって、面と向かって釘を刺されてしまうのかも。もしくは、レンタル彼氏としての、別れの言葉、とか？

　……どれを想像しても、怖い。『さよなら』なんて言いたくない。ずっと手を繋いでいたい。だけど、そんなことが無理だってことも理解しているから。

「あ、ここですね」

　貴人さんとふたり足を止めたのは、『パークハイヤー新宿』と書かれた大きなホテル。高層ビルが多い新宿の中でもひと際高いこのホテルは、地上六十階はありそうなガラス張りの大きな建物だ。

　一歩中へ足を踏み込めば、傷ひとつない革張りのソファーと、光る床、真っ白な制服をビシッと着こなしたホテルマンたちが出迎えてくれた。

「お、おう……初めて来たが、予想してたよりえらく立派なホテルだな」

「そ、そうですね……」

　先ほどまでの空気とは一転、予想以上に高級感溢れるホテル内に、私も貴人さんも少し引いてしまい苦笑いをこぼす。そんな素の表情を見て、いつもの貴人さんだ、とほんの少し安心した。

　天井のシャンデリアの明かりが反射する床を歩き、奥のエレベーターに乗った私たちは、目的地である四十階へとのぼっていく。

　エレベーターからは外の景色が見えるようになっており、上昇していくほど、さっきまで自分たちが歩いていた街は遠く、小さくなっていった。

　一面に広がる夜景が、一番最初に貴人さんと食事をしたレストランで見たものと記憶の中で重なり、私の心を一層強くする。

「……貴人さん。今日まで、本当にありがとうございました」

「なんだよ、いきなり」

　窓の外を見つめたまま言うと、静かに言葉を返された。

　いきなりどうしたのかと思うかもしれない。でも、この気持ちを知っておいてほしい。

　ありがとう。あなたのおかげで、私は変われました。

「この十日間での私の成長、証明してみせますから。ちゃんと見ていてくださいね」

　外から彼へ視線を移すように振り向き、笑顔で言いきった。

「すみれ……？」

　その言葉の真意を問いかけようとした貴人さんの声を遮るように、エレベーターはポン、と音をたてて止まる。そして降りた先にある和食レストランへと向かった。

「いらっしゃいませ」

「すみません、予約した園崎と申しますが……」

　出迎えてくれた店員さんに父の名を名乗ると、そのまま店内奥へと通される。案内された六人がけの座敷席には、すでに私たちを待つ父の姿があった。

「お父さん、お待たせ」

「おお、すみれ！」

　父がこちらを振り向き笑った瞬間、隣に立つ貴人さんの背筋がよりピンと伸びるのが横目に見えた。

「ごめんね、お待たせ」

「いや、俺も今来たところだ」

　彼氏を父に紹介するなんて当然初めてのこと。そのせいか、父はどこかそわそわとしながら、私たちを座るよう促した。

　畳と黒いテーブルという、和風とシック、そして高級感を兼ね備えた店内にあまり人はいない。

「いらっしゃいませ、失礼致します」

　やってきたウェイターは、礼をひとつすると水とおしぼりをテーブルに置いた。

「予約したコースを頼む。飲み物は……ふたりとも、なににする？」

　問いかけながら「俺は日本酒で」と、自分の分を頼む父から渡されたドリンクメニューを開く。

「私はウーロン茶で。貴人さんはどうしますか？」

「自分もウーロン茶で」

　聞こえてくる声は、いつもと同じ落ち着いた低い声。けれど、どこか微かに緊張しているのが感じ取れた。

　ウェイターは去っていき、その場には三人だけが残された。話を振ろうとしつつも、少し戸惑っている父がちょっとおかしい。けれど心を決めたのか、父はゴホンと咳払いをひとつして私と貴人さんを見た。

「さて、じゃあ改めて、紹介してくれるな？」

「うん、えっと……こちら、岬 貴人さん」

　隣に座る貴人さんを手で示して紹介すると、彼は座ったまま深く頭を下げる。

「はじめまして、岬 貴人と申します。すみれさんと同じ会社に勤務しております」

　丁寧にお辞儀をする彼の礼儀正しい態度に安心したのだろう。父の顔はぱぁっと明るくなる。

「おぉ、真面目そうないい男じゃないか！　こんな彼氏がいたとはなぁ」

　きっとこのまま、『そうなの』と頷けば、予定通りにことは進む。貴人さんはレンタル彼氏としての仕事を無事こなし、お父さんは安心する。私もお見合いをしなくて済む。

　皆が幸せになり、話が終わる。

　だけど、それでいいの？　終わってしまっていいの？

　これまでの日々を、終わらせたくない。

『何事にも挑んでみるのも、また人生』

　明日へ繋げていくために、自ら動くよ。

「……ううん。お父さん、違うの」

　小さく呟き首を横に振ると、父は「え？」と不思議そうにこちらを見る。そんな父に、私は深く頭を下げた。

「ごめんなさい、私……嘘、ついてた」

　私の言葉に父と貴人さんが驚いているだろうことが想像できた。

　もしかしたら怒られるかもしれない。だけど、聞いてほしいよ。私の気持ち。

「私、お見合いしたくなくて……貴人さんに彼氏のフリをしてほしいって、頼んだの。でも、やっぱりこのままお父さんにも貴人さんにも本当の気持ちを黙ったままでいるのが正しいとは思えないから」

　私が正直に言うと、貴人さんは驚き、声を荒らげる。

「すみれ!?　お前、なに言って――」

　けれど私が迷いなく顔を上げたため、彼の言葉は途中で呑み込まれた。

　背筋を伸ばし、真っ直ぐに父と向き合う。目尻にシワの寄った、苦労と年齢を重ねた父の顔をこうしてしっかりと見つめるなんて、子供の頃以来だ。

　不安と緊張、少しの気恥ずかしさ。それら全てを抱き締めて。

「彼氏のフリをしてもらっただけだけど……私ね、貴人さんのことが、好きなの」

　声が震えそうになるのをこらえようと、膝の上でぎゅっと拳を握る。

「え……？」

『好き』と言った私に、隣の貴人さんから一層驚いた視線が向けられる。

「貴人さんといたから変われたことが沢山あって、ずっと嫌いだった自分のことも、好きになり始めた。まだ怖くて、勇気が出ないことも沢山あるけど、それでも頑張りたいって思えるようになった」

　こんな自分、嫌いだって思ってた。弱くて、情けない、臆病者。

　だけど、彼の言葉のおかげで、変わることを恐れることなく受け入れられる。変わりたい、変わっていきたい。もっともっと、誇れる自分でいたい。

「心から好きだと思える人に、恋をして過ごしていきたい。叶ってもダメでも、貴人さんが教えてくれた気持ちと、生きていきたいと思う。……だから、お見合いはしない」

　決められた相手と上辺で寄り添うのではなく、好きな人に胸をときめかせて、時には切なくなって泣いて……そんな日々を過ごしたい。

　そう思えるようになったのも、貴人さんがそばにいてくれたから。

　この思いが、言葉が、彼と過ごした日々の証。

　真っ直ぐに目を見て伝えると、父は驚き、少し戸惑い、そして、納得したように小さく笑った。

「そうか……。娘からこんなにも堂々と好きな人の話を聞くのは少し複雑だな。だが、お前がそうしたいのならそうすればいい。父さんは、それを見守るだけだ」

　お父さん……。

　頷き微笑むと、父の視線は貴人さんのほうへと向けられた。

「あと……岬くん、と言ったか」

「は、はい」

　名前を呼ばれ、彼が姿勢を正す。

「君は君なりにきちんと考えて、この子の思いに応えてほしい。同情や損得ではなく、心に従ってほしい」

　そう言って笑った父に、貴人さんが真剣な顔で「はい」と頷くと、ちょうど飲み物が運ばれてきた。

「ではここからは予定変更で、普段のすみれの様子を教えてもらいながらの食事会といこうじゃないか」

　グラスを手に取り、にかっと明るい笑顔を見せる父の言葉で、私からはそれまでの真剣なムードとは一転した焦りの声が出た。

「えっ！　いや、私のことは……」

　助けを求めるようにちらっと隣を見るけれど、貴人さんもグラスを手に取り意地悪く口角を上げていた。

「そうですね。じゃあ先日、彼女がフロアで思いきり転んで、部長に頭突きを食らわせた話からしましょうか」

「えぇ!?　ちょっと待ってください～！」

　からかうふたりと慌てる私。三人で笑いながらグラスを合わせると、その場には和やかな空気が広がった。

　彼が教えてくれた気持ちと生きていきたい。それが、私にとってまぎれもない本当の気持ち。

　隠すことも、嘘をついて、全てなかったことにすることもきっと簡単だ。だけどそうじゃない。父にも、貴人さんにも、聞いてほしいと思ったんだ。

　私が抱く、この心を。




「この……大バカ者!!」

「ひっひぃっ!!」

　無事、食事を終えて父と別れたあと、新宿の街の片隅に貴人さんの怒声が響き渡った。

　ある程度予想はしていたけれど、それを遥かに上回る怒り方をされ、私は身を縮こまらせる。

「す、すみませんでした……」

「ったく、黙っておけばよかったのに、勝手なことを。なんのためにレンタルしたんだか……十日間が無駄じゃねーか」

　呆れたように溜息をついた貴人さんは、ネクタイを少し緩めながら正論を言う。

　それまで身を小さくするばかりだった私は、彼の『無駄』というひと言に顔を上げ首を横に振る。

「無駄なんかじゃないです！　この時間があったから、私は変われたんです」

　無駄なんかじゃ、ない。

　この十日間、貴人さんが真摯に向き合ってくれたから、私の心は変わり前を向けた。

　そのことを再度伝えるように、貴人さんの目を見つめる。

　きっと今私は、余裕のない必死な顔をしているだろう。でも、それでもいい。

「勇気が出たのも、恋をしたのも、お父さんと素直に向き合えたのも……全部、貴人さんのおかげです。だから、迷惑でも好きでいさせてください」

　さっきは、お父さんに真っ直ぐ伝えた。その気持ちを改めて、貴人さんにも伝えよう。

　仕事だってわかってる。わかったうえで好きでいたいなんて、迷惑でしかないかもしれない。だけど、それでも、好きでいさせてほしい。

「片思いから、始めますから」

　いつの日か、あなたが少しでも私を見てくれるよう、頑張るから。

「えへへ」と私が笑みをこぼすと、貴人さんは少し驚いて、一層呆れたように髪をかく。そして、私の腕を引き身体をぎゅっと抱き締めた。突然その腕に抱かれ、ふわりと彼の匂いが香る。

「貴人、さん……？」

「バカ、本当バカ。人の気持ちも知らないで」

　貴人さんの、気持ち……？

「俺は、お前が顔を上げて笑っててくれれば十分だったんだよ。胸張って、恋をして、過ごしてくれればと思ってた。なのに、この前も今も、そうやって不意打ちでかわいいこと言うんだもんな。そりゃあ抑えられなくもなる」

　耳元で囁く低い声には、込み上げる気持ちを押さえ込むかの必死さがある。その言い方では、まるで仕事ではなく彼が望んでしたことのよう。

　どうして？　なんで？　そんな疑問ばかりが浮かんでしまう。

「キスは、仕事だったんじゃないんですか……？」

　抱き締められたまま問いかけると、『違う』と答えるかのように、彼の腕にぎゅっと力が入った。

「アホか。金積まれてもキスを安売りなんてしねーよ。そもそも、金のために彼氏なんてやらない」

　お金の、ためじゃない？　それじゃ、なんのために……？

　そう問いかけるより先に、貴人さんは小さな声で言った。

「……全部、フリだったんだよ」

「へ？」

　フ、リ？

　彼氏の、フリ、って？　どういうこと？

　全く意味がわからず、目を丸くして顔を上げると、貴人さんは少し照れくさそうな顔をしてみせる。

「親なんだよ。あいつ……桐子が」

「お、や……？」

　桐子さんが、貴人さんの、親。つまり、お母さん……お母さん!?

　至近距離にある彼の顔を見ながら、化粧の濃い桐子さんの顔を思い浮かべる。けれどふたりは見た目も性格もなにひとつとして似ていなくて、むしろ真逆の人間に思えた。

　でも、そういえば一番最初に、桐子さんは『息子がいる』って言っていたっけ。けどそれが貴人さんだなんて、そんな、まさか、そんな……！

「し、信じられません……！」

「俺も親があんな店やってるなんて、信じられないけどな……」

　驚き、悲鳴のような声を出すと、息子としては多少気まずいところがあるのか、貴人さんは「はは」と苦笑いをこぼす。

「用があって店に行ったら、偶然お前がビルから出てくるのを見かけてな。聞けば客だっていうから、よその男に彼氏役をやらせるくらいなら俺がやるって、桐子に無理言ってやらせてもらったんだよ」

「でも、遊園地で会ったあの女性は……」

「え？　あぁ、あの人はうちの店自体の常連。俺も面識があって、桐子の息子だってことも知っててな」

　そういえば、『店の常連客』とは言っても『彼自身の客』とは言っていなかった。つまり、貴人さんは他の女性の彼氏役なんてしたことないんだ。というか、そもそもレンタル彼氏ではなくて……。

　本当に、全部フリだったんだ！

　頭の中で事実が合致したことで、自分ひとりがなにも知らなかっただけだと気づき、恥ずかしくなってしまう。

「じゃ、じゃあ昨日の電話は……」

　こうなれば全て聞いてしまおう。そんな思いから、次々と確認するように疑問を投げかける。

「あの電話は、桐子があれこれ探りたがるから、照れ隠しというか、なんというか」

　無愛想ながらも決まりが悪そうにして「言ったらまたうるさいだろうしな」とつけ足す。

　確かに『キスをした』とでも言おうものなら、桐子さんは満面の笑みでからかってくるだろう。それを阻止するべく、貴人さんはあれだけ必死に否定していたんだ。

「あれ？　でもそもそも、どうして私の彼氏役なんて……？」

　さらに出てくる疑問をぶつけると、貴人さんは私を抱き締める腕の力を緩め、顔を間近で見つめた。

「どうしてって……わかるだろ。つーか、わかれよ」

　その声はいつものような堂々としたものとは違う、ぎこちなさと、不器用さを感じさせるもの。

「えっ？　えーと、えーと」

　わかれ、と言われても……。でも、もしかして――。

　微かな可能性を頭に思い浮かべるものの、自うぬ惚ぼれすぎな気がして、言葉にするのをためらっていると、貴人さんは一層恥ずかしそうに頬を赤くした。

「前からどうも気になるっていうか、ほっとけないというか、その……つまり、ずっと見てたんだよ。お前を」

　私を、見て……た？

　だからわざわざ、レンタル彼氏のフリをして、私に言葉を、勇気をくれたの？

　思えば確かに、貴人さんはいつも私の心に寄り添ってくれていた。

『いざという時は、俺がいてやる』

　弱くても、情けなくても、見捨てずにいてくれた。

『それ、いつも飾ってくれてるよな』

　誰にも気づかれていないような、些細なことも、知ってくれていた。

『ひとり占め、したくなる』

　いつだって、真っ直ぐな瞳で見つめて。

　貴人さんがくれた言葉たちは全部、その目に私が映っていた証だったんだ。

　今この瞬間初めて事実を知った私の、驚きと嬉しさがない交ぜになった複雑な心情が、涙となって視界をにじませる。

「あの……昨日電話で話してた、条件、っていうのは」

　まだ実感が湧かず頬を染めながら問いかけると、貴人さんは『そこも聞かれてたか』と言いたげに苦笑する。

「……最初俺がレンタル彼氏をする、ってことになった時に約束したんだよ。俺が給料をもらわない代わりに、全てが終わったら、桐子が知ってる奴の中で一番信頼できるいい男をすみれに紹介するって」

「え……？　どうして、ですか？」

「すみれがいつもひとりでなにか抱え込んで、下ばっかり向いてたの、知ってたから。前を向いて笑ってほしいと思ったんだよ」

　そう言って、貴人さんは優しくこつんと額と額を合わせる。

「だからこそ、あのままじゃダメだと思った。俺がレンタル彼氏として心を少しでも上向きにさせて、そのうえでいい奴と幸せになってほしいって、思ったんだよ」

　見つめたまま、右手で愛おしむようにそっと頬を撫でる彼が『条件』と言って願ってくれていたのは、私の幸せ。

『笑ってほしい』

『幸せになってほしい』

　その唇から出る言葉は私のことを優先してばかり。私が、笑顔になれるのも愛しい幸せを感じられるのも、あなたしかいないのに。

「そういう条件でレンタル彼氏になったのに、段々と欲張りになっていくから、困る」

　そう呟き、貴人さんはそんな自分に呆れるような、困ったような笑顔を浮かべた。

「欲張り、に……？」

「涙は、俺だけに見せてほしい。笑顔だって、ひとり占めしたい。俺だけの、すみれでいてほしい」

　じっと見つめる熱い瞳には、嬉しさで泣きだしそうな私の顔が映る。

「このあいだのキスも、今この瞬間も、仕事なんかじゃない。いつだって、俺自身が望んでしてることだ」

　貴人さんは柔らかな笑みをたたえ、私の額にキスを落とした。

『自分が幸せになるためにしてるんじゃない、相手に幸せになってもらうための踏み台でいい』

　あの時貴人さんは、それは私にとっても、という言い方をした。だけど本当は、彼がレンタル彼氏をする理由も、幸せになってもらいたいと願うのも、私ひとりに向けられたものだったんだ。

　抱き締める腕も、触れた唇も、くれた言葉も。全部、お金のためなんかじゃない。貴人さん自身が、したいからしたこと。

　そして、私自身が自ら動いたことで、結果を変えることができた。

　俯いてばかりいた自分が、前を向けて、こうして愛しい人の腕の中でその思いを知ることができる。その幸せを実感する。

「じゃあ私、貴人さんのこと、好きでいてもいいんですか……」

　確認するように問いかけると、彼は優しく微笑んでくれた。その瞬間私の目からポロッとこぼれた涙を、彼は指先でそっと拭って頷く。

「もちろん。むしろ好きでいてくれないと、困る」

「貴人さんのそばで、貴人さんの恋人でいい……んっ」

　それでもまだ信じられず問いつめる私に、それ以上なにも言わせないように貴人さんはキスをした。

　重なる唇が、彼の愛情を伝えてくれる。

「……疑わずに、俺の言葉だけ聞いておけ」

　微かに離れた唇から囁かれるのは、彼の甘い思い。

「好きだ、すみれ」

　凛とした表情の貴人さんが、気持ちをはっきりと伝えてくれる。

　驚きと戸惑いが交錯し、また『私が』『私なんて』と否定的な言葉が出てしまいそうになった。だけど、今だけは素直に信じたい。思いを、抱き締めたい。

　だって、彼が教えてくれたから。

　そのままの自分でいていいことを。

　かっこ悪くて、泣いてばかりでも、そんな自分の弱さを否定する必要なんてないことを。

　あれこれと考えるよりも、大切なのはひとつだけ。

　貴人さんが、好き。その思いひとつあれば大丈夫だと、顔を上げて笑える。

「……はい」

　応えるように頷くと、彼はもう一度私を力強く抱き締めて、深いキスをした。

　頭上に光る街頭の時計が、〝午前〇時〟を通り過ぎる。

　だけど今日からふたりは、この瞬間も寄り添い抱き締め合う。

　仕事でも、仮でもない、恋人のあなたと。










恋に落ちて～Ｓｉｄｅ貴人～




　梅雨つゆ目前の爽やかな晴れ空が広がる六月。

　紺のスーツに身を包み、きゅっと締めた深緑色のネクタイに若干の窮屈さを感じながら、今日も朝のオフィス街を歩く。通勤ラッシュより少し早い時間のこの街に漂う、まだ動きだす前の静けさが、結構気に入っている。

　到着したのは、小さなオフィスビル。いつものようにフロアへと向かうと、すでにひとり出勤していた。

「おはよう、早いな」

「あっ、おはようございます」

　こちらを見た途端、ぱぁっと明るい表情を見せたのは、すみれだ。

　本人は『特徴のない顔』と言っていたけれど、色の白い肌とアーモンド形の目が印象的で、薄い化粧でも十分すぎるほど綺麗な顔立ちをしていると思う。服装も白いレースのカットソーに、淡いピンク色の少しタイトな膝丈スカート、と決して派手ではないけれど、ほどよい華やかさのあるものだ。

　自分の席に着きながらすみれの姿を目で追えば、彼女はフロアの隅で花瓶に花を飾っていた。小さな青い花がよく似合う彼女を見ていると、自然と穏やかな気持ちになる。いい朝だ。

　レンタル彼氏としての時間を経て、すみれと付き合い始めてから半月ほどが経った。

　最初はどこかぎこちなさがあったものの、仮の恋人として十日間一緒にいたことと、付き合ってからもこうしてふたりで過ごす時間を度々作っているためか、段々と打ち解けているように感じる。

　そんな変化を嬉しく思いながら、俺は以前の彼女を思い出した。




　もともとは三つ下の後輩であり、部下だったすみれは、真面目で責任感があり、仕事もよくできる立派な社員だ。本来ならもっと大きな仕事だって任せてもいいくらいだろう。けれど……。

『岬。お前のところの市原に、総合職への転換試験を受けるようすすめようと思うんだが、どう思う？』

『市原、ですか？　あー……受けさせたいのは山々、なんですけど』

　上司からの申し出に渋りたくなるほど、彼女自身に自信がない。

　いつもオドオドしてすぐ下を向き、人の顔色を窺い、ひとりで背負ってばかりいる。自分の思いひとつ言えず、押しつけられる仕事すらも断れない。

『市原さーん、この仕事お願ーい』

『えっ、あ……でも』

　頑張れ。頑張って、自分の意思を伝えて断れ。

『私、今忙しくってさぁ。ね、いいでしょ？』

　頑張れ。頑張れ。

『……はい』

　……またか。

　何度心の中で応援しても届かず、その顔はまた下を向く。けど、頑張っている人間には報われてほしくて、その心に声をかけた。

　だって、知っているから。

　誰よりも懸命に仕事をしている努力と、気に留められることがなくとも、丁寧に花を飾っている健気さを。

　きっともっと自信を持てば変わるだろう。なのに、彼女はいつも諦めたように笑っているばかり。

　もどかしい。そんな思いで見つめるうちに、いつしか気になる存在になっていた。

　それから少し時間が流れたある時、学生時代の後輩に『レンタル彼氏を利用したい』と頼まれ、渋々母親がやっている店を紹介することになった。

　エステ会社を経営していたはずなのに、いつしかレンタル彼氏の店までオープンさせていたなんて……。仲のいい人間には自然と噂で回ってしまうから仕方ないものの、会社の人間には絶対知られたくない。

　ちなみに母親は浅田と名乗っているけれど、本名はれっきとした岬だ。だが『なんか響きが嫌』との理由で旧姓を名乗っている。

　そういうどうでもいいことにこだわるところも、自分の母親ながら苦手だ。

　できれば店に行くことなく済ませたかったため、資料や申込書などを郵送してもらおうと思ったら『自分で取りに来い』と怒鳴られた。仕方なく店へと向かうと、たどり着いたビルから出てきたのは、見慣れた横顔。なんとすみれだった。

　なんで市原がここに……？

　このビルは、母親のエステ会社の本社だ。店なんて数える程度しか入っていないし、ましてや若い女がひとりで来るような場所なんて……。

　そこまで考えて、ふと思った。

　もしかして……レンタル、しに来た？

　いや、そんなまさか。あの真面目な市原が、そんなわけない。恋人がいるという噂は聞いたことがないが、どう見ても人見知りなあいつが彼氏をレンタルしようと思うはずがない……けど、一応。

　そんな思いで、母親に問いかけた。

『市原さん？　あぁ、彼女ならさっき契約していったわよ。しかも十日間パックで』

　ところが、ケバケバしい顔から出てきたのは耳を疑うような言葉だった。

『は……はぁ!?　あいつが!?』

『あら、知り合い？　彼女、父親にお見合いさせられそうで、そのために彼氏役が必要なんですって』

　聞けば、実は父親は社長で、娘の将来を心配してお見合い話を持ちかけているとのこと。そのためにレンタル彼氏……ということは、余程思いつめて悩んだ結果なのだろう。

『どんな彼氏でもいい、って好みひとつ言わなかったのよねぇ。うーん、どの子にしようか悩むわ～……』

　そう言いながら母親がめくるファイルには、数ページに渡り、若い男の写真が並んでいる。この中の誰かが、あいつの彼氏役になる。恋人として、十日間を過ごす。

　そんな想像をすると、なぜか胸の奥がチリッと痛んだ。

『あ、この子にしようかしら。きっと市原さんにはちょっと強引なタイプが――』

　母親が彼氏役を決めようとした、その時。気づけば俺は、母親の手元にあるファイルをバン！と閉じていた。

『あら、やだなに？』

『俺がやる』

『は？』

　次の瞬間、俺の口から出たのは、自分でも少し驚いてしまうようなひと言だった。

　本人の好みはなく、誰でもいい。それなら俺が彼氏になる。そして、その顔を上げさせてみせる。知ってほしいんだ、そのままの自分でいいこと。

　その思いはさすがに親の前では呑み込み、適当な言い訳で誤魔化す。

『あいつ、会社の後輩でな。どうせやるなら距離の近い奴がやったほうがいいだろ』

『へぇ、愛想もないあんたがやりたいなんて珍しい……でも言っとくけど、給料は出さないわよ？』

『あぁ、それでいい。けど代わりにひとつ頼みたいことがある』

　給料はいらない。だけど、その代わりの条件は、あらゆる交流関係を幅広く持つ母親にだからこそ頼めること。

『この仕事が終わったら、知り合いの中で一番信頼できるいい男をあいつに紹介してやってくれ』

　あいつが心から安心して笑えるような、そんな相手を紹介してほしい。

『いいけど……彼氏役にまで名乗り出るってことは、あんたがなりたいんじゃないの？』

『……別にそうじゃない。俺はただ、あいつに笑ってほしいだけだよ』

　レンタル彼氏のフリなんて妙なこと、もちろんしたことはない。けれど、ただひとつ願う彼女の心からの笑顔のためになら、やってみせるさ。

　俺みたいな無愛想で上手く優しくしてやれない男は、本当の彼氏になることはできないから……。思いやりがあって、誠実な奴に、彼女の幸せを託したい。いつも下を向く彼女が、上を向いて、胸を張って笑ってくれたらいい。そのきっかけに、なれたら……。

　そんな気持ちで、レンタル彼氏として、すみれとの日々を過ごした。

　実際、笑顔を見ると嬉しかった。でも、その気持ちだけでは終わらなくて、心に、肌に触れる度、愛しさが募った。

『仮でも、彼女になれてよかったです』

　その言葉が嬉しくて、衝動に負けてキスをした。レンタル彼氏、という立場を利用してキスをするなんて、反則だ。そう思いながらも、抑えは利きかなかった。

　それと同時に、気づいたんだ。俺はただ、すみれに幸せになってほしいと思っていた。けど、本当はそうじゃない。

　幸せにしたいよ、この手で。

　怖がらせるかもしれない。優しくできないかもしれない。だけど自分が、その笑顔の理由になれたらいい。俺の前でだけ、泣いて笑ってほしい。

　……けどまさか、親の前であんなにストレートに言うとはな。

『貴人さんのことが、好きなの』

　あのあと和やかな雰囲気で食事会をしたものの、すみれの父親の目が俺を見る時に笑っていなかったのを覚えている。

　おまけに母親には『息子の彼女からレンタル代金なんて取れないわよ～、貸しにしといてあげる』と言われるし……。

　すみれの父親に対しての胃が痛い思い。それに加え、いつかくるであろう自分の母親に貸しを返さなくてはならない日を想像して、つい苦笑いがこぼれた。




「岬課長、お電話です。園崎さん、という方から」

　女性社員に名前を呼ばれ、過去の回想から、一気に現実へと引き戻された。

　園崎？　って誰だったかな……。

　記憶を辿っていくと、どこかで聞いた覚えのあるその名前の正体をはっと思い出す。

　す、すみれの父親だ……！　なんでいきなり電話なんて。

　動揺を身体で表すようにガタッと立ち上がってしまい、徐々に出勤してきた社員たちが何事かとこちらを見る。しかし、そんな周囲の視線を構う余裕はなく、俺は深呼吸をして電話を取った。

「は……はい、岬です」

『あぁ、岬くんか。俺だ、すみれの父だ』

　やっぱり……！

　受話器の向こうから低い声が聞こえ、ごくりと唾を飲み込む。

「お、お久しぶりです……どうされたんですか、突然」

　社員たちに気づかれぬよう、声をひそめながら話す。

『すみれには内緒で近くまで来たものでな。ちょっと出てこれないか？』

「は、はぁ……」

　いきなりすぎるだろ……！

　けれど断れるわけもなく、ネクタイとジャケットをピッと正し、急いで一階へ下りる。すると、すぐにエントランスに立つすみれの父親が目に入った。彼が身を包むグレーのスーツは明らからに高級そうな質感をしており、それを綺麗に着こなす振る舞いから本当に社長という立場の人なのだと実感する。すみれの品のよさも納得できた。

「おぉ、岬くん。悪いな、忙しい時間に」

　右手を軽く上げながら声をかけてくるすみれの父親に、俺は小さくお辞儀をした。

「いえ、まだ始業前なので大丈夫ですよ」

「あれからどうだ？　すみれとは」

「あ……はい。えーと、……お付き合い、させていただいております」

　一瞬ぎこちなくなってしまったものの、目を見てはっきりと答える。

　さ、さすがに恋人の父親に交際宣言をするのは緊張する……！　つーか、俺に聞かないでくれよ！　娘に聞けよ！　いや、娘から『彼氏ができた』と聞くほうがダメージはでかそうだが……これはこれで、俺のほうが苦しい。

　バクバクと心臓が大きく跳ねる。けれど、その緊張を顔に出さないようにしていると、すみれの父親はおかしそうに笑った。

「はは、すみれの勢いに流されたか？」

「いえ。……ちゃんと、思ってます。彼女のことが大切だから、付き合ってます」

　一度彼氏のフリで嘘をつこうとしたのだから、疑われてしまうのも当然かもしれない。けれど、信じてもらえるよう目をそらさずに言いきった。

　気遣いとか、同情とか、流れとか、そんな適当なものではない。ちゃんとした思いが、ここにあるから。

「……なら、よかった」

　俺の答えに返ってきたのは、柔らかな微笑み。

「すみれは母親にちょっと問題があってな。トラウマもあるだろうし、父親の俺も仕事ばかりで満足に構ってやれなかったからな……気づけば、いつも人目を気にしているような子に育ってしまった。父親失格だ」

　自身もすみれの性格と原因に気づいていたのだろう。だからこそ、家庭を持てばなにかが変わるかもしれないと、願いを込めて今回の見合い話を持ち出したのではないかと思う。

「だからこそ、この前自分の気持ちをちゃんと言ってくれたことが嬉しかった。それはきっと、君がいてくれたからなんだろうな」

　俺の、おかげ？　いや、きっとそれだけじゃない。

　俺は小さく首を横に振って口を開いた。

「……以前、すみれが『二ヶ月に一度は必ず、時間を作って一緒に食事をしてくれたんです』と嬉しそうに言っていました」

「え？」

　すみれの父親は目を大きく開き俺を見る。

「あなたの自慢の娘になりたくて、頑張ったのだと」

　初めてすみれと食事をした夜、彼女が教えてくれた自身のこと。

『自慢の娘になりたかったんです』

　父親にとって、誇りになりたい。そう願って努力をしたことも、今の彼女のひとつだ。

「俺は、彼女のそんなところにも惹かれたんですよ」

　そんなすみれの姿を思うと、自然と笑みがこぼれる。

　彼女は困ったように笑いながらも、父親を悪く言ったりはしない。むしろその笑顔から、大切に思っていることがよく伝わってくる。

　だから、失格だなんて言わないで。その愛情を、彼女はきっとわかっているから。

「……そうか」

　頷いた時の表情は、嬉しそうな穏やかな笑顔。けれどその目には、少し涙がにじんでいた。

　心が温かくなり、思いがぐっと込み上げる。

　俺はその場ですみれの父親に深く頭を下げた。

「岬くん？　どうしたんだ、いきなり」

　突然の俺の行動に、きっと驚いた顔をしているだろう。

「改めて、先日は騙すような真似をして申し訳ありませんでした。ですが、ひとつだけ信じてほしいことがあります」

「信じてほしいこと……？」

　こんなことを口にしたら、余計驚かせてしまうかもしれない。けど、今ここではっきりと伝えよう。

「すみれを幸せにします。一生、大切にします。だから、娘さんを俺にください」

　幸せにする。笑って泣いて怒って、時には互いの気持ちをぶつけ合って分け合って。そうやって日々をともに過ごしたいのは、すみれだけだから。

　だから信じてほしい。この心の誓いを。言いきることのできる、思いを。

　そう堂々と言ったけれど、すみれの父親は黙ったまま。

　……まずい、俺、早まったか？

　まだ付き合って日も浅いし、そもそも俺のことを信用しているかすらわからない。それなのに、すみれよりも先に親に言うって……抑えきれないからって、バカか俺は！

「あっ！　いや、今のはそれくらいの気持ちでお付き合いをしていきたいという意味で、今すぐどうこうってわけではなくてですね……」

　慌てて頭を上げ、きちんと説明をしようとすると、すみれの父親はくるりと身体の向きを変えてこちらに背中を見せた。

「意外と君は冷静さに欠けるな。衝動的で勢い任せな男だ」

「す、すみません」

　しまった、と苦い顔で謝る俺に、その背中は向けられたまま。

「だが、それくらい思ってくれる男になら、安心して娘を任せられるよ」

「え？」

　ところがかけられたのは予想外の言葉で、驚いているうちにすみれの父親はその場を歩きだしてしまう。

「すみれを、よろしく」

　そう言って少しだけ見せた横顔には、微笑みが浮かんでいた。

　……これは、『ＯＫ』ってことなのか？　ことだよな。そう、だよな。

　一気に安心感が込み上げ、ようやく口元に笑みを浮かべることができた。

　すみれは、俺のおかげで変われたと笑っていた。けど、すみれのおかげで変われた俺もいるんだ。

　その笑顔さえここにあれば、なにげない日々が、瞬間が、幸せだよ。

　そんな思いを抱いて、気づいたんだ。

　ずっと気にかけていたあの日々から、きっと心の奥底では、俺は恋に落ちていたんだろう。

〝午前〇時〟を越える度、その思いは一層強くなっていく。










愛を紡ぐ




　始業十分前のいつもと変わらぬオフィスの中。貴人さんのデスクに彼の姿がないことに気づいた。

　……あれ？　どこに行ったんだろう。ついさっきまでいた気がするんだけど。他の部署で誰かに捕まっているのかなぁ。

　そんなことを考えながら、今日も仕事を始めようと私は手元の書類をめくった。

　最近貴人さんは、機嫌がいい。

　仕事中は今まで通り冷静で愛想がないけれど、ふたりで過ごす時間やふとした時に見せる笑顔は以前よりも柔らかい。そういった一瞬一瞬に、ほんの少しの変化を感じる。

　もちろんその変化は私の心にも訪れており、彼と過ごす毎日には自然と笑顔が増え、穏やかな日々が続いている。

「おはよーございまーす」

　その時、明るい声とともに、津賀くんがひょこっと現れた。今日も笑顔の彼は、キョロキョロと辺りを見渡しながらこちらへ歩いてくる。

「あれー？　市原さん、岬課長は？」

「それが、どこかに行ってるみたいで」

　今日は貴人さんに用事があったらしく、津賀くんは「ふーん」と残念そうに口を尖らせた。かと思えば、その目は突然こちらをじっと見つめる。

「ん？　どうしたの？」

　その視線を不思議に思い尋ねると、津賀くんは顎に手をあて、さらにじっと私を見た。

「いや、前々から思ってましたけど、最近市原さん綺麗になりましたよね。顔色が明るくなったっていうか」

「え？　そう？」

　そういえば、以前店舗管理部の部長に同じようなことを言われたっけ。その時のことを思い出しながらも、津賀くんの言葉が嬉しくて、つい顔はにやけてしまう。

「さては市原さん、彼氏できましたね～？　わかりやすい人ですねぇ」

　ニヤニヤと肘で私を小突く彼に、私は特に否定はせずに頬を赤くして笑った。

　……相手が誰かは、言えないけど。

　実はまだ私たちの関係は会社の人には内緒にしている。

　というのも、貴人さんは『話せばいいだろ』と言うけれど、冷やかされ噂されるのが目に見えているため、私は彼に同意することができず……。この通り、互いの存在は伏せたままなのだ。

「相手、どんな人なんですか？　歳は？　出会いは？」

「い、いや……内緒」

「え～、いいじゃないですか。教えてくださいよー！」

　まるで女子のように恋愛話に食いつく津賀くんは、あれこれと探りを入れてくる。けれど、自分の性格をよくわかっている私は、なにか言うと墓穴を掘ってしまうと思い、口を閉じ続けた。

「教えてくださいよ～、俺と市原さんの仲じゃないですか！　ね！　ほら耳元でこっそり！」

「ダーメ、言いません」

　それでも津賀くんに引き下がる気配はなく、いつものように私の肩を抱き顔を近づけてくる。

「おいコラ、津賀」

　ところがその時、突然の声とともに、津賀くんの頭を大きな手が引き離す。驚き振り向けば、私の後ろにはいつの間に戻ってきていたのか、貴人さんの姿があった。

「時間だぞ、ふざけてないで仕事始めろ」

　そう言う貴人さんは、いつも以上に冷たい目で津賀くんを見る。けれどそれに気づいていないのか、津賀くんはいきなり押しのけられた顔を痛そうにさする。

「いった～……もう、岬課長、いきなりなにするんですか」

「セクハラしてるお前が悪い」

「セクハラじゃなくてコミュニケーションですよー！」

　そっけない言い方の貴人さんと、それを意に介さない津賀くんのなにげないやりとりを、周囲の皆と一緒に笑う。

「あ、もしかして岬課長、ヤキモチですか？」

　が、津賀くんがニヤッと笑って言ったひと言で、私の笑顔は一気に引きつった。

「えっ、えぇ!?　津賀くん、なにをいきなり……」

「いや、だって岬課長って、いっつも俺が市原さんと仲良くしてると割り込んでくるじゃないですか。だからヤキモチ焼いてるのかなーって」

　言われてみれば確かに、これまで何度かそういうことがあった気がする。あれは、私に怒っていたわけではなくて、ヤキモチを焼いてくれていたんだ。なんだか意外。だけど、ちょっと嬉しい……。って、そうじゃなくて！

　変な噂になったら大変、と焦った私は、慌てて津賀くんの発言を否定する。

「そ、そんなわけないよ！　ですよね、岬課長！　ね！」

　必死に同意を求めると、貴人さんは私の目を見て小さく頷く。

　よし、伝わった。これでひと安心……そう思った、その時――。

「あぁ、そうだけど？」

　貴人さんはそうはっきりと言いきった。

「え……え？　え？」

　まさかのひと言に私が驚くのはもちろん、津賀くんを始め周囲の人はフリーズし、意味がわからなそうに目を丸くした。

　そんな中でも、貴人さんは全く動揺せずに「ふっ」と笑みを浮かべる。

「だから、触るの禁止。すみれに触っていいのは俺だけだ」

　そう言うと、貴人さんはスタスタとフロアをあとにする。

　バタンと閉じたドアの音を合図に、ようやく状況を理解した皆から「えぇぇ!?」と大きな声が上がった。

「えっ、ちょっと待ってください！　貴人さん！」

　皆に質問攻めにされる前に、私もあとを追うようにフロアを飛び出す。すると廊下には、私を待ち受けていたかのように貴人さんが立っていた。

「い、いきなり、なにを言うんですか……」

「別にいいだろ。どうせいつかバレる」

　真っ赤な顔で貴人さんを見ると、彼はまるで子供のようにいたずらに笑う。

　あぁもう、不意にこういうことをするから、困る。

　そう思うけれど、ヤキモチを焼いてくれていたことも、先ほどの台詞も嬉しくて、顔がにやけるのを止められない。

「あ、あと、お前の親父さんに結婚宣言してきたから」

「え!?　なんの話ですか!?」

　あなたのことが好き、大好き。今日も心は、その言葉を繰り返すよ。

　――いつまでだって、あなたの隣で、ずっと。
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いつも　いつまでも




　窓から室内を照らす太陽が、日に日に眩しさを増していく。

　本格的な夏の暑さを感じる七月の下旬の、ある日の朝のことだった。

「……ん……」

　同じベッドの中で誰かの体温を感じ、そっとまぶたを開ける。すると目の前には、まだぐっすりと眠っている貴人さんの顔があった。

「すー」と小さな寝息をたてる貴人さんは、彼に借りた大きなＴシャツとズボンに身を包んだ私を抱き締める形で眠っている。

　朝……起きなきゃ。

　今日は平日だ。支度をして出勤しなければ。そう思いながらも、貴人さんの匂いに包まれたシーツの中ではすぐに動く気になれず、まどろみながら彼の寝顔を見つめた。

　貴人さんと付き合って二ヶ月と少しが経った。あれから数度、仕事後や休日にデートを重ね、そのあとは貴人さんの暮らすマンションに泊まるのがいつものこととなっている。

　眠っているあいだ必ず貴人さんは私を抱き締めてくれていて、目を覚ます度に私は彼の愛情を感じ、幸せな気持ちでいっぱいになる。

　今日も綺麗な寝顔だなぁ……。

　三十代の男性とは思えないような色の白い綺麗な肌に、形の整った鼻や唇。

　伏せられた長いまつ毛に、指先でそっと触れる。

「ん……」

　嫌そうに少し眉間にシワを寄せるその顔が、ちょっとかわいい。

「ふふ」と笑みをこぼしつつ、好奇心からもう一度触れようとした、その時。私の手は彼にガシッと掴まれた。

「ひゃっ!?」

　突然のことに驚き声を上げた私を、貴人さんは薄く目を開け見ていた。

「……すみれ……お前、随分変わった起こし方だなぁ、おい？」

「す、すみません、ごめんなさい！　つい出来心で！」

　一度目で起きていたらしい。

　寝顔で遊ばれたことが不快だったようで、寝起き早々、貴人さんの不機嫌スイッチがオンになる。笑顔を作っているけれど、目は全く笑っていない彼の、私の手を握る力が強くなる。

「ったく、人の顔で遊びやがって……罰としてお前の顔も貸せ」

「え!?」

　か、顔!?　なにをするつもりだろう!?

　仕返しに思いきりまつ毛を引っ張られるのを想像して、私はぎゅっと目を瞑つむった。

　ところが彼からされたのは、チュッと触れるだけの優しいキス。

「……へ？」

　恐る恐る目を開けると、貴人さんがおかしそうに口角を上げている。

「なにビビッてるんだよ、マヌケ」

「なっ！　ひどい、からかいましたね！」

　口を尖らせ、上目遣いで怒ってみせるけれど、彼は余裕の笑みを浮かべたままだ。

「あぁ、かわいいから、ついからかいたくなる」

　かわいいって……。

　怒ろうとしたはずなのに、一気に照れて頬が赤くなってしまう。不意打ちでこういうことを言われることに、私は弱いのだ。

　そんな私を見て、貴人さんは「ふっ」と笑うと、今度はしっかりと唇を重ね、深いキスをした。朝陽が照らす明るい部屋の中で、彼はキスをしながら自然な動きで私に覆いかぶさる。

「……すみれ」

　名前を囁くその唇が這はうように首筋へ移動した時、くすぐったさで身体がビクッと反応した。つい漏れた「んっ」という私の小さな声を聞き逃すことなく、貴人さんの右手が私のＴシャツの裾から入り込み、肌に触れようとした……その瞬間。

「っ～……ダメです!!」

　私はそう叫び、頭の下にあった枕で貴人さんの顔をボスンッ！と叩く。それと同時に、サイドテーブルにある彼のスマートフォンがピピピピ、と朝六時を告げた。

「あっ！」

　それまでの甘い空気が一気に崩れた途端、なんてことをしてしまったのだろうと慌てて枕をどかす。すると彼は思いきりぶつけたのだろう鼻を痛そうにさすりながら、私の上から退き起き上がった。

「貴人さん、すみません！　あの、私……」

　違うんです、ダメっていうのは、その……。

　心の中に言い訳が浮かぶものの、上手くまとまってくれず、言葉が続かない。

「いや、いい。俺こそ朝から悪かったな」

　苦笑いでスマートフォンを手に取り、アラームを止める貴人さんに、いろんな意味の申し訳なさが込み上げて、つい半泣きになってしまう。そんな私を彼は責めることも怒ることもせず、ポンポンと頭を優しく撫でてくれた。

「ほら、支度するぞ。一緒に出るんだろ？」

「……はい」

　しゅん、と下を向くと、寝癖のついた黒い髪の毛先が揺れる。

「あーもう、へこむなって」

　落胆を隠せない私を慰めるように、貴人さんは髪をくしゃくしゃと撫で、額にキスをする。そんな彼に向かって小さく頷くと、私もベッドから下り、身支度を始めた。

　相変わらず、貴人さんは優しい。……優しすぎて甘えてしまう自分に、情けなさを感じるほどに。

　そう、付き合って二ヶ月以上経つ大人の男女が、何度もデートを重ね、お泊まりもしているというのに、私たちはキス以上の関係には進めていない。

　理由はいたって簡単で、私がいつもああして拒んでしまうからだ。

　貴人さんのことは好き、大好き。彼も愛情を示してくれるし、甘いムードもいやらしさを一切感じさせず、自然と作ってくれる。だけど、いざその時になると逃げてしまう自分がいて、何度も何度も何度もそういう空気になっては私が拒み、へこみ……へこんでいるのも傷ついているのも私よりも貴人さんのはずなのに、いつも優しくフォローしてくれるのだ。

　本当は、ちゃんと応えたい。キス以上のことだって受け入れて、貴人さんともっと思いを重ねたい。……けど、過去の恋人はひとり。その彼ともキスまでで終わって以来、恋愛は七年ぶりの私に、いきなり覚悟が決められるわけもない。

　普段、人に触られないようなところを触られるというだけでもドキドキしてしまうし、こんな自分で大丈夫なんだろうかとか、痛いのかなとか、だらしない身体だと思われたらどうしようとか……あれこれ考えてしまうのだ。

　……でも、このままじゃ貴人さんだって嫌だよね。彼の気遣うような笑顔を思い出す度、胸の奥がぎゅうっと痛くなる。




「はぁ……」

　午前中の業務を終え、迎えた昼休み。朝から考え込みすぎてしまい食事をする気分にはなれず、私はデスクで深い溜息をついていた。

　今日貴人さんは、店舗巡回と打ち合わせで一日中外出。夜も用事があるとかで会えないのだそう。でも今朝のことがあるからちょっと気まずいし、会えなくてよかったかもしれない。今夜はひとりで頭を冷やそう。

　ここ最近、なにか悩むと桐子さんのもとへお邪魔して、いろいろと話を聞いてもらうことが多い。面倒見のいい彼女は、まるで本当のお母さんのように『なんでも相談して！』と親身になってくれるけれど……。さすがにこの件は、貴人さんのお母さんである桐子さんには話せない。

「ちょっと休憩しようかなぁ」

　少し甘めのカフェオレでも飲んで、気持ちをすっきりさせよう。

　そう思った私はフロアを出て、廊下の角を曲がった先にある自販機へと向かった。

　自販機にお金を入れていると、すぐ近くにあるガラス張りの喫煙スペースから、なにやら話し声が聞こえてくる。

「でさー、昨日聞いた話がヤバくてさ」

　わいわいと話す太い声は、煙草たばこを吸っている他の部署の男性たちのものだろう。

『女性はお喋りが好き』と、よく世間一般の人は言うけれど、こういう会話を耳にする度、男性も結構お喋り好きだと思う。誰かの噂や愚痴、家族の話……話題も女性と大差ない。

　なにげなく耳を傾けながら、カフェオレのボタンへ手を伸ばす。

「それでそいつが、付き合って一ヶ月以上経つのに、彼女がいまだにさせてくれないんだって」

　ところが、ふいに聞こえた話に心はギクッと音をたて、動揺した指先は、カフェオレの隣にあるブラックコーヒーのボタンを押してしまう。

　ガコン、と缶が出てくるけれど、それ以上に会話の内容が気になって仕方がない。それまでなにげなく耳を傾ける程度だったけれど、意識を集中し耳を澄ます。

　なっ、ななな……なんの話!?　なんですか、いきなり！

「えー!?　マジで!?　なんで!?」

「それが彼女がまだしたことないらしくてさー、しようとすると拒むんだと」

　うぅ、耳が痛い……！

　身に覚えのある話を聞き、心は嫌な意味でドキドキする。

「うわ、面倒くせー。俺そういう女無理だわ」

　さらに追い打ちをかけるように、その言葉がグサグサッと胸に突き刺さった。

　め、面倒くさい……!?

　確かに、自分で考えてみてもそうかもしれない。泊まって、一緒に寝て、散々期待させるようなことをしておいて拒むなんて。もしかして貴人さんもそう思ってる!?

　考えれば考えるほど思考がマイナスに傾いてしまうけれど、必死にそれを止める。

　な、ないもん。貴人さんはそんなことを思うような人じゃない。そう、そうだ……大丈夫。

　ひとり自分に言い聞かせる私の一方で、彼らの話は続く。

「で？　結局そいつ、どうしたの？」

「それがさ、女友達にそれを相談してるうちに、流れでその子としちゃったんだって！　ドラマみたいだよな！」

　って……まさかの浮気展開!?　どこの誰の話かも知らないけれど、まるで自分のことのような話のオチがそれって……聞くんじゃなかった。

　でもそうだよね、彼女がさせてくれないとなれば、他の人になびいてしまってもおかしくはないわけで……。ということは、貴人さんも？　あぁ、今さっき『貴人さんはそんなことを思うような人じゃない』と信じたばかりだというのに、またすぐ疑ってしまった。

　大丈夫、大丈夫だもん。大丈夫……だよね？

　幸せなはずなのに、すぐこうして不安になってしまう。

　その不安を貴人さんに伝えるのは『あなたを疑っています』と言っている気がして心苦しい。それに、もしも『本当は面倒くさいと思ってる』と告げられたり、『お前がさせてくれないから他の人と……』と認められたりしたらと考えると、怖い。

　だからぐっと呑み込むけれど、その度に不安を一層募らせてしまう。

　胸が、痛いよ。モヤモヤとした霧が、広がっていく。




　その夜、私はひとり、夜の新橋の街にいた。

　真っ直ぐ自宅へ帰ろうとしたけれど、仕事中ですらあれこれ考えてしまうくらいだから、家でひとりになれば余計悩んでしまう気がする。

　そう思い、今日は外食でもして気持ちを切り替えることにしたのだ。

　サラリーマンやＯＬが行き交う、明かりが眩しい街の中を、私はひとりとぼとぼと歩く。

「あれ、市原さん？」

　突然名前を呼ばれ振り向くと、津賀くんが「やっぱり」と驚きながらも嬉しそうに駆け寄ってきた。

「どうしたんですか？　こんなところでひとりなんて」

「ちょっとご飯でも食べようかなって。津賀くんはどうしたの？」

「友達と約束してたんですけど、ドタキャンされちゃって。おとなしく帰ろうかなって思ってたところです」

　残念がるようにしゅん、と肩を落とす。ところがすぐ表情を変えて、「あ」と思い出したように言葉をつけ足した。

「でも市原さん、岬課長と一緒じゃないんですね」

　貴人さんの突然の暴露で、私たちの関係は社内中の人が知るものとなった。付き合っていることが広まった直後は、あれこれとからかわれたり冷やかされたりもしたけれど、最近はすっかり落ち着いた。

　でも、今ここで自然と出された『岬課長』の名前に、私は首を傾げる。

「え？　うん、どうして？」

「だって岬課長、市原さんが帰ったすぐあとだったかな？　いそいそと戻ってきて、すぐ退社しましたよ。『約束があるから』って」

「約束……？」

　津賀くんの話に『？』を浮かべて考え込んでしまう。

　約束って、用事のことかな？　用事っていうから、てっきり仕事相手かと思っていたけれど、思えばそれなら誰と会うのか教えてくれるかも。ということは、友達とか？

　まだいまいち把握できていない貴人さんの交友関係に頭を悩ませていると、津賀くんが私の背後を見て「あ」とマヌケな声を出す。

「ん？　どうかしたの？」

　なにかあるのだろうかと後ろを向いた。すると少し離れた位置には、夜の街の沢山の人の中でも目立つその姿……白いワイシャツを着て、茶色い鞄と黒いスーツのジャケットを手にした、貴人さんが歩いていた。

　その隣に、ひとりの女性を連れて。

「お……女!?　市原さん、あれ誰ですか!?」

　私以上に動揺しながら、少し声をひそめて問われるけれど、私は呆然とふたりを見続ける。

　茶色いパーマヘアの女性は、すらりとした身体に黒いノースリーブのワンピース、底の厚いウェッジソールを履いている。ちらりと見えた横顔は、唇が厚めでどこか色っぽい。

　あれ、あの人どこかで見た記憶が……。

　どこでだっけ、と必死に記憶を探り、ふと思い出す。以前貴人さんと行った遊園地で会った、あの時の女性だということを。

　確か……美嘉さん、だっけ。よくレンタル彼氏を利用していたお客さんで、貴人さんのことも知っていて、彼氏もいたはずの人で……はっ、まさか！

『彼と別れちゃって寂しいの……貴人くん、私のレンタル彼氏になってくれない？』

　そう艶なまめかしく誘惑をする彼女を想像してしまい、血の気がサーッと引いていく。

　いやいや、でも貴人さんは浮気なんてする人じゃないし……。

　すぐさま心の中で否定するものの、そこでタイミング悪く昼間の男性社員たちの話が頭に浮かんでしまう。

『女友達にそれを相談してるうちに、流れでその子としちゃったんだって！』

　もしかして、私とあまりにも進展がないから、貴人さんも他の人と浮気を!?

「市原さん！　ふたり行っちゃいますよ！」

　津賀くんの言葉で我に返る。前方を歩くふたりは私たちに全く気づくことなく、通りの角を曲がろうとしていた。

　ここは追いかけるべきなんだろうか、でも……。

　どうするのが正解なのかわからず戸惑っていると、津賀くんはじれったそうに私の腕を引っ張り歩きだした。

「わっ、津賀くん!?」

「もしかしたらただの友達かもしれないですし、ここはあとをつけて確かめましょう！　はっきりしないうちは、帰ろうにも帰れないですよ！」

　そう言って、津賀くんはふたりを追いかけ始め、ずんずんと人混みを進んでいく。

　確かに、いいのかなと思う半面、はっきりとした答えを知りたい気持ちもある。そうだ、少しだけついていってなにもなければ帰ろう。うん。

　そう心に決めた私は、津賀くんとともに数メートルの距離を保って、貴人さんたちを尾行する。

　そしてしばらく歩いた先で、ふたりは一軒の建物へと入っていった。黒い外観をしたその店の看板には『ダイニングバー・プラネット』と書かれている。

「じゃ、俺たちも行きますか」

「大丈夫、かな……気づかれたらまずいよね」

　接近しすぎることに不安を感じ、店に入ろうとする足は止まる。けれど津賀くんは、ここでもまたぐいっと私の腕を引いた。

「ふたりから見えない席に座れば大丈夫でしょ。行きますよ」

　心配ばかりの私と正反対の津賀くんは、なんとも頼もしい。つくづくどちらが年上かわからないなぁ、なんて思いながら、私は彼とともに店内へと踏み込んだ。

「いらっしゃいませ」

　黒いタブリエのウェイターが出迎えてくれた薄暗い店内には、丸いテーブルと赤い椅子の四人がけの席が二十席ほど並んでいた。人はまばらで、ＢＧＭのクラシックがほどよく静けさを消している。

「二名で……あ、あそこの席でもいいですか？」

　貴人さんたちが座った店内中央のテーブルから、ひとつ席を空けたところを津賀くんが指定すると、ウェイターは笑顔でそこへと通してくれた。ちょうどあいだに仕切りがあるため、向こうから私たちが見えることはないだろう。こちらからも様子を窺えないのがじれったいけれど。

「市原さん、なにか飲みます？」

「えっと……じゃあ、ノンアルコールでおすすめを」

「じゃ、俺もそれで」

　津賀くんが注文をしてくれているのに、私は貴人さんたちが気になって仕方がない。顔が見えないならと、ＢＧＭの合間に聞こえてくるふたりの会話に聞き耳をたてた。

「貴人くん、こんなオシャレなお店知ってたんだ？」

「知ってたっていうか、いろいろ調べたんですよ。そりゃあもう必死に」

「必死だなんて、やだかわいい～」

　美嘉さんが笑い、貴人さんが恥ずかしそうに苦笑するのが想像ついた。仲睦まじいふたりの会話に、胸がズキンと痛む。

　必死、に……。美嘉さんの、ために？　彼女のことを考えて、選んだの？

「あ……市原さん、見てくださいよ」

「え？　……あ」

　上を指差す津賀くんにつられ顔を上げると、天井一面にキラキラと沢山の星が輝いていた。それまでずっと貴人さんたちに夢中で気づかなかったけれど、一瞬にして目を奪われてしまう。

「わぁ……」どうやらここは、食事をしながらプラネタリウムを楽しめる店らしい。細やかに映し出された何千と輝く星がとても綺麗だ。

「ロマンチックでいいですけど、こんな店に誘うって、ますますふたりの関係が疑わしくなってきましたね」

「うん……確かに」

　津賀くんの言う通り、男女ふたりでこういった店に来るとなると、友達というにはちょっと怪しいかもしれない。現に周りを少し見渡せば、少ないお客さんのほとんどが恋人同士のようで、手を握りうっとりと星を眺めている。

　視線を天井へ戻すと、キラキラと輝く綺麗な空がある。その輝きは以前貴人さんと会社の屋上で過ごした時のことを思い出させた。

『いざという時は、俺がいてやる。だから大丈夫だ』

　そう言って、私の弱さと向き合ってくれた。あの夜ふたりの頭上に輝いていた星々を、今でもしっかり覚えている。

　……けど、この景色で貴人さんが思い浮かべるのは、違うものなんだろうな。

　貴人さんの恋人は私。だけど彼がこの景色を選んだのは美嘉さんのためで、実際今彼の隣にいるのは私じゃない。

　その現実に心が締めつけられ、泣きそうになってしまうのをぐっとこらえた。




　それから一時間ほど、その場で過ごした貴人さんたちは店を出て再び街を歩きだす。銀座方面へと向かうふたりに、私たちもまた数メートルの距離を保ち、続いた。

「いやー、いい店でしたねぇ。俺もいつか彼女ができたら行こーっと」

　私の前を歩きながら津賀くんが呟いた時、ふと気づく。ここまで彼に引っ張られるように追いかけてきたけれど、本来なら自分でどうにかしなければならない問題に、彼を巻き込んでしまっていることに。

「あ……そういえば、ごめんね。仕事のあとに、偶然とはいえこんなことに付き合わせちゃって」

「いえ全然。っていうか、追いかけようって言いだしたの俺じゃないですか！　市原さんが気にする必要ないですよ。それに市原さんが心配ですし」

　そう言って「へへ」と笑う彼から感じるのは、いつもと同じ純粋な誠意だ。その気持ちが嬉しくて、ついジーンと感動してしまう。

　本当にいい子だなぁ……頼り甲斐がある。ここまで言ってくれているんだから、私も不安がってばかりいないで真実を見届けなければ。

　……でも、このままあとをつけていって、もし本当に浮気をしていたとしたら、私はどうしたらいいんだろう。

　つらい現実を、見なかったことにする？　それとも彼を問いつめる？

『別れ』の言葉が出てきてしまった時に、私はそれを受け入れられるのかな。今以上の胸の痛みに、耐えきれるのかな。

「あれ、どこか入っていきましたね……あ」

　すると突然、一歩前を歩いていた津賀くんが足を止める。

「え？　わっ」

　急に止まれず津賀くんの背中にぶつかり鼻をさすっていると、彼はこちらを振り向き、気まずそうな顔を見せた。

「なに？　どうかしたの？」

「いや、さすがにこれ以上は、見ないほうがいい気がするというか……」

「え？」

　今まで率先して歩いていた彼とは思えない言葉を口にしながら、その先の景色を隠そうとする。そんな津賀くんの態度を不思議に思い、私は彼の身体の横から前方を覗き込んだ。

　するとそこにはガラス張りの大きなジュエリーショップがあり、貴人さんと美嘉さんがそこで商品を見ていた。眩しいくらい明るい店内で、ふたりは笑って店員さんとなにか話をしている。

　そして少しの会話のあと店員さんがショーケースから取り出したのは、ふたつの指輪……。遠目ではどんなデザインかは全くわからないけれど、ペアなのだろうことはなんとなく察しがついた。

　貴人さんはそれを見つめ、悩ましげな顔をして、なにかを言った美嘉さんに向かって恥ずかしそうに笑う。それはまるで……ううん、どう見ても、ふたりのための指輪を選ぶ、幸せな恋人たちの光景だ。

　それだけで、これ以上あとをつける意味なんてなくなってしまった。

「い、市原さん？　ちょっと向こうで休みません？　ここじゃあれですし……」

　呆然としたままの私に、津賀くんはそう声をかけて肩を叩く。その声はきちんと耳に届いているのに、答える言葉は出てこない。思考も、身体も止まってしまい、どうすればいいかがわからなかった。

　だけど徐々に、理解していく。そういうことだ、と自分自身に言い聞かせるように。

　やっぱり、私じゃダメだった。貴人さんが、必死に店を探したり、こうして指輪を選んだり、そんな時間を過ごしたいと思う相手は私じゃない。美嘉さんなんだ。

　そうはっきりと現実を突きつけられ、痛みが胸を走る。苦しくて震えだす手をぐっと握れば、伸びた爪が肌に食い込んだ。

　だけどそれでもまだ、その場から一歩も動けずに呆然と立ち尽くしていると、店内にいる貴人さんが不意にこちらへ視線を向ける。

　その瞬間私に目を留め、驚いたように店から飛び出してきた。

「なっ……すみれ!?　どうしてここに……津賀まで!?」

「え!?　あっ、えーっと、その……」

　貴人さんが目を丸くし声を上げると、私の隣で津賀くんが動揺しながら言い訳を探し始める。何事かとこちらを見た通りすがりの人々が「なに、修羅場？」と噂する声が聞こえ、〝逃げたい〟と感じた足はすぐさまその場を駆けだした。

「すみれ!?　おいっ……」

「市原さん!?」

　ふたりに名前を呼ばれても振り向くことはできず、精一杯の速さで夜の街を走り抜ける。

　わかってた。王子様のような、どこを取っても完璧な彼が、無条件に私のことを思ってくれるわけがないこと。彼の愛情表現ひとつにすら応えられない私から、他の人に心変わりをしたって、仕方のないこと。

　だけどそれでも、自分だけを思ってほしいと願ってしまう。だって、好きなんだもん。

　苦しいくらいに胸が締めつけられて、涙で視界がにじんでいく。

「っ……市原さん!!」

　走り続けやってきたのは、先ほどの大通りから一本入った先にある細い道。人気のないその道の真ん中で私の腕を引き、足を止めさせたのは、追いかけてきたらしい津賀くんだった。

　けれど、涙でぐしゃぐしゃの情けない顔を見せたくなくて、私は彼に背を向けたまま溢れる涙を両手で拭う。

「なんで逃げるんですか……あそこまできたらもう、いっそはっきりと聞くしかないでしょ」

「そんなことできないよ。……どっちが本命かなんて、聞くまでもないし」

　背後からかけられた声に、平静を装った言い方で答えてみる。けれど、出たのは震える涙声で、少しも装えていないことは自分でもわかった。

　そんな私の腕を離し、津賀くんは言葉を続ける。

「なんでそんな言い方して逃げるんですか？　俺、最近市原さんが変わったこと、すごいと思ってたのに。越谷さんには思ってること言えたのに、恋人からは逃げるなんて、そんなのおかしいですよ」

　相手に思いを伝えることの大切さ。それを教えてくれた貴人さんから、今こうして逃げ出している。そのことから、相変わらず私は弱虫だということを思い知った。

　現実がつらくたって向き合わなくちゃいけない。彼の本音を受け止めなくちゃいけない。わかってる、わかってるんだよ。……でも。

「だって……貴人さんと向き合って、終わりを告げられたら、どうしていいかわからない。きっと、自分のことが嫌いになる。過ごした日々も、貴人さんからもらった気持ちも、全部全部なくしてしまいたくなる」

　声に出すと同時に、一層涙はポロポロと瞳からこぼれてきてしまう。

　本音を知りたい、けど知りたくない。だから耳を塞いで逃げ出したんだ。

「好きなの、大好きなの……自分なんかじゃって思うのに、それでもそばにいたいって思うくらい好きだから、向き合うのが怖いのっ……」

　自分以外の人の隣で、貴人さんが見せていた笑顔を思い出すと、胸が痛む。だけどそれでも、やっぱり愛しいと思ってしまうんだ。好き、その思いばかりがとめどなく溢れる。

「じゃあ、そばにいろよ」

　その瞬間聞こえたのは、津賀くんの声より低く落ち着いたもの。涙でぐしゃぐしゃな顔のまま振り向くと、そこには息を切らした貴人さんがいて、彼は私の腕を引っ張り、正面からぎゅっと抱き締めた。

「貴、人……さん？　なんで……」

　背後にいるのはてっきり津賀くんだと思っていただけに、驚かずにはいられない。突然の貴人さんの登場に、思わず涙も止まり問いかけると、彼は「はぁ」と少し苦しそうに息を吐き、抱き締める腕に力を込める。

「なんでって、追いかけてきたに決まってるだろ。絶対誤解されたって思ったから」

　いつの間にか津賀くんと入れ替わっていたのだろう。貴人さんの数メートル後ろでは、津賀くんが『あとはおふたりで』とでも言うかのように、笑って手を振り去っていく。

　い、いつの間に……あれ、ってことは、今の私の話、聞いてた……!?

『好き』『大好き』と正直に述べた自分の言葉を思い出して、顔がボッと熱くなる。

「さ、さっきの発言、忘れてください……！」

「断る。めったに聞けないすみれの本音だぞ？　忘れてたまるかよ」

　頭上から降ってくるその台詞で、顔なんて見なくても貴人さんが意地悪く笑うのが簡単に想像ついた。

　あぁもう、恥ずかしい……！

　耳まで赤くなっているだろう自分の顔を隠すように、貴人さんの胸元へ押しつけると、彼の手は優しく私の頭を撫でた。

「それに、不安なことや不満なことがあるならもっと教えてほしい。怖いと感じることもあるかもしれないけど、それでも伝えてほしい」

「でも……」

「前に、お前自身も言ってただろ？　『嫌なことも嬉しいことも、素直に言ってほしい』って」

　耳元で囁くその低い声でよみがえるのは、以前貴人さんと交わした会話のひとつ。

『嫌なことも嬉しいことも、素直に言ってほしいです……その意見が自分と違っても、一緒に考えて、分かち合いたい』

　私の心と同じように、思ってくれている？

　そう問いかけるように顔を上げると、貴人さんは優しく目を細め、右手でそっと私の濡れた頬を撫でた。たったそれだけのことなのに、一気に安心感が心の中を埋め尽くしていく。怖く思うことなんてないのだと、教えてくれている気がした。

「……あ、の。私、貴人さんのことが好きです、大好きです」

　正直な気持ちを、ぽつりぽつりと紡ぎながら、彼のジャケットをぎゅっと握る。

「あぁ、さっきも聞いた」

「けど……その、まだキス以上に進む勇気が出なくて、怖くて、その、あの」

　上手く言いたいことがまとまらない。けれど、急せかすことなく耳を傾けてくれる貴人さんの心を信じて、ひとつひとつ、言葉をこぼす。

「呆れさせてしまうかもしれないですし、面倒くさい女だと思われるかもしれないですけど……でも、それでも貴人さんのそばにいたいんです。だから、浮気しないでください！」

　真っ直ぐその目を見て、心に抱えていた不安をはっきりと言いきった。すると、貴人さんは一瞬固まり、なにかを少し考え「ふっ」と笑う。

「まさかお前、俺がそれを理由に浮気したと思ってたのか？」

「え？　違うんですか……？」

「違う違う、全然違う。そもそも浮気してない」

　浮気して、ない……？

　おかしそうに笑いながら言われ、きょとんと彼を見た。

「でも、美嘉さんとデートして、指輪まで選んで……」

「あー……それはだな、その」

　言いたくなさそうに言葉を濁すものの、諦めたように貴人さんは苦笑いを見せ口を開く。

「来月……八月二日はなんの日だ？」

「え？　八月二日？」

　なにかあっただろうか、と頭の中に来月のカレンダーをぼんやりと描く。

　八月の二日は普通に平日で、普通に仕事だ。なにかの記念日でもないし、特別なこともない……あ。

　そこまで考えて、ようやく思い出す。その日は、私の二十八回目の誕生日だということを。

「私の、誕生日……？」

　尋ねるように呟くと、その顔は困ったように小さな笑みを見せて頷いた。

「初めて一緒に迎えるすみれの誕生日だから、仕事のあとの少しの時間でも、なにか記憶に残るような日にしたくて。マニュアルとかそういうのは抜きにして、すみれに喜んでもらえるような場所を選びたいと思ったんだ」

「じゃあ、あのお店は……」

「……そう、すみれのことを考えて選んだ場所。前にすみれと会社の屋上で見た景色とよく似てると思ってな」

　キラキラと輝く星空を見て思い浮かべる景色は、私も彼も、同じものだった。

『知ってたっていうか、いろいろ調べたんですよ。そりゃあもう必死に』

　あの言葉は、私に向けられたものだったんだ。

　それを知り、不安になって疑っていた自分が余計に情けなくなる。けれど、それ以上に嬉しさが込み上げた。

「けどやっぱり不安もあったから、美嘉さんに頼んで意見も聞いて……本当は美嘉さんの彼氏も来る予定だったんだけど来れなくなってな。ふたりで店の下見したついでに、お前へのプレゼント選びにも付き合ってもらったってわけだ」

　私への、プレゼントを……。

　貴人さんが先ほど見ていた指輪の意味を知り呆然としていると、彼はそっと私の左手を取る。そして、街灯に照らされ白く光る薬指に、優しく触れるだけのキスをした。

「すみれが俺のものであると同時に、俺がすみれのものである証が欲しくて」

　真剣な顔で囁く彼の薄い唇の感触は、まるで永い愛を誓うよう。それがあまりにも嬉しくて、愛しくて、一度は止まったはずの涙がまた溢れてきてしまう。

「……泣き虫」

「だって私、貴人さんのこと疑ってばっかりで……ごめんなさい～」

　それまでのロマンチックな空気を壊すかのごとく、子供のように「わああ」と泣きだすと、彼は微笑みながら両手で私の顔を包み、指先で涙を拭った。

「別に、ちょっと拒まれたくらいじゃ気にしない。むしろ自分ががっついて、お前を傷つけたんじゃないかって意味で不安になるよ」

　私を傷つけたんじゃないか、なんて。どんな時も私の気持ちを優先的に考えてくれる彼の優しさに、胸の奥が温かくなる。

「俺こそ、不安にさせるようなことして悪かった。ごめんな。でも、覚えておいてほしい。俺にはいつだってすみれしか見えてないってこと。どんな時も、すみれとだから向き合いたいと思ってること」

　人気のない細い路地で、貴人さんは飾ることのない言葉を優しく囁く。

　私しか、私だから。

　不思議、貴人さんがそう言ってくれるだけで、心は幸せでいっぱいになる。自分なんか、じゃなくて、自分だからいいんだって信じられる。

「だから、ふたりで歩幅を合わせてゆっくり進もう。すみれが立ち止まったら俺が手を引いて、俺が急ぎ足になったらすみれが引き止めて、そうやって歩いていこう」

　その言葉とともに、貴人さんは頬に添えていた手を離し、私の右手をそっと握る。そして指を絡めると、離れないようにしっかりと力を込めた。

「……はい……」

　頷いた私に、貴人さんはゆっくりと顔を近づけ、唇を重ねた。

　それは、不安も切なさも、なにもかもを包み込んでしまうような、甘く深いキス。込み上げる愛しさを表すように彼のジャケットをぎゅっと握ると、それに応えるように口づけは一層深くなった。

　好きだから、思いを知ることは怖い。

　悩んで泣いて、逃げてしまうことも、きっとこれからもあるだろう。

　だけどその度に思い出そう。あなたがくれた沢山の言葉と勇気、そして思いを。

　そしたらきっと不安も恐れも、言葉に表すことができるから。そうやってひとつひとつを乗り越えて、愛しさを重ねて、揺らがないふたりになっていくんだ。

　そんな未来を誓うように、ふたりの薬指に銀色の指輪が輝くのは、それからもう少しあとの話。
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あとがき




　こんにちは、夏雪なつめと申します。

　この度は本作をお手に取っていただき、ありがとうございます。




　この作品は、第四回ベリーズ文庫大賞にて優秀賞をいただいた作品に、加筆修正を加えたものとなります。文庫大賞ではたくさんの応援をいただき、ありがとうございました。

　今回の文庫大賞のテーマは『恋に落ちる瞬間』。他人だと思っていた人が特別に変わる瞬間というのはどんな時なんだろうと考え、浮かんできたのは、いつか書きたいと思っていたレンタル彼氏についてのお話。そこから、十日間という限られた時間の中で〝その瞬間〟と出会う、すみれと貴人のお話が生まれました。

　話の中のすみれのように、人の顔色を窺ってしまうことって、誰しもあると思います。私もそう。自分が我慢すればいいやと諦めてしまうことが多いです。

　そんな風に悩んだ時や落ち込んだ時、背中を押す力のひとつになれたら、という気持ちを、貴人の言葉に込めました。なので、読者様から『励まされた』と感想をいただけた時は、伝わっているんだなぁと涙が出るほど嬉しかったです。

　そのお話が、まさかこうして賞をいただけるなんて！

「こんなに幸せなことが起きて、私死ぬのかもしれない」なんて思っていたら、受賞翌日に車で追突事故に巻き込まれ、病院送りになったのも、今となっては笑える思い出です……！




　最後になりましたが、担当の森上様、説話社の上野様、額田様、三好様。いつもお世話になっているベリーズカフェ編集部の方々。表紙に素敵なすみれと貴人を描いてくださった、萩原 凛様。そして、いつも応援してくださる皆様。全ての方に心より感謝を申し上げます。

　本当に本当に、ありがとうございました。




　またいつか、お会いできることを祈って。





夏なつ雪ゆきなつめ
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